取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょう。 


PRIUS び 


®TOYOTA 




TABI_E OF CONTENTS 

目次 


y 運転する前に 

E 運転ずるときに 
g 室内装備の使ぃち 
Q が入れのしかた 
E トラスレび起きた5 
g 車両仕様 

圓 さくぃん 


八イブ I 」ッド車の特徴や運転ずるまでに必要となる操作、 
を意び説明してあ0ます。 


走行-停止のち法やを全運転の方法が説明してあ0ます。 


室内装備を快適にご使用いただくための説明びしてあ0ます。 


車のお手入れ-メンテナンスに関する方';去び説明してあ0 
ます。 


故障やパンクしたとをなど、万一のとをの対処に関する説明 
がしてあ0ます。 


車の仕様やカスタマイズ機能に関する情報が記載してあ0 
ます。 


本書に記載されている情報を五十音順などのち法で探すこと 
がでをます。 


六一力一オプシヨンのナビゲーシヨンシステムを装着されたちは、 
別冊の「ナビゲーシヨンシステム取扱書」も併せてお読みください。 
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雜交換（応急用タイヤ*) P . 363 
雜応急修理* P . 378 


ホ：車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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イラスト目次 


ま巧 


助手席 SRS エアバッグ P . 111 
アッパーグ□ーブボックス P . 2已色 

フ□ントコンソールトレイ P . 264 

I - へッ ドレスト P . 83 

I -シー トベルト P . 8色 

I - アーム レスト* P . 272 



tOPWOOSa 
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SRS サイドエアバッグ P . 111 
フ□ントシート P . 色9 
フ□アマット P . 277 
□アグ□ーブボックス P . 256 

発炎筒 P . 342 


イラストは7人乗り車で代表しています。 
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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
X :バノラマルーフの有無によりお巧び異なります。 
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イラスト目次 
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7 人乗り車 

^ EV ドライブモードスイッチ P . 1已5 

I - ECO M 日 DE スイッチ P . 160 

I — パワーモードスイッチ P . 160 
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カップホルダー P . 258 
フ□ントコンソールトレイ P . 264 
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イラスト目次 


ま巧 
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イラスト目次 


インストルメントパネル 



ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
X :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 


13 





























































































イラスト目次 


インストルメントパネル 


田 


オートエアコン P . 236 
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イラスト目次 


インストルメント八ネル 



TRIP スイッチ P . 170 
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へツドライト 



ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
^ :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様の車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取0付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取り扱い説明書をお読みください。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様の車の装備や色と一致 
しない場合びあります。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U がのちのを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S RS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトの交換 

異なつた種類や指定!;(外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品の取り付け、取りはずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

• フロントウインドウガラス、および運転席•助手席のドアガラスに着色フィ 
ルム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげ 
るばか D でなく、違法改造につなびるおそれびあ D ます。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、ま全運転をむびけて<だ 
さい。 

飲ミ酉運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を弓 I き起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲んだ 
とをも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の 
状況などへの注意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し:!外の自動車 
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[保証および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。 
(法律で義務付けられています） 
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[車両 データの 記録に ついて 


お車には、車両の制御や操作に関するデータを記録するコンピューターび複数装 
備されており、主になのよラなデータを記録します。 


-エンジン回転数 
-電気モーター回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
-車連 

-シフトポジション 
-駆動用電池の状態 

グレード•オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ 
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 


• データの取り扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断 • 研究開発-品質 
の向上を目的に取得-利用することびあります。 

なお、なの場合を除を、トヨタは取得したデータを第=者へ開示または提供する 
ことはありません。 

-お車の使用者の同意（1」ースまは借主の同意）びある場合 
-警察-裁判所'政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用者や車両び特定されないよラに加工した 
データを研究機関などに提供する場合 
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A 警告 

■お 子さまを柔せるとさは 

おモさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター- 
発炎筒などでやけどしたり、 運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確なするためのを意事項や 
チャイルドシートの取り付け方などをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P .129) をお読みください。 

■駆動 用電池について 

絶対に転売-譲ミ度-改造などをしないで<ださい。廃車から取りはずされた駆 
動用電池は事故防止のため、トヨタ販売店を通じて回収を行っていますので、ご 
協力 < ださい。 

適切に回収されないとなのよラなことびおこ D 、 重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• 不法巧妻または放置され、第=ちび高電圧部位に触れてしまい、感電事故び 
発生する 

• 装備された車両し U 外で駆動巧電池を使巧（改造などを含む）し、感電事故、 
発熱•発煙' 発火-爆発事故、電解液漏出事故などび発生する 

特に、転売•譲ミ度などを行ラと、巧手にこれらのを険性び認識されず、事故に 
つなびるおそれびあります。 

■駆動 用電池の廃棄について 

駆動用電池を取りはずさないままでお車を廃棄された場合、高電圧部品-ケー 
ブル•それらのコネクターにふれると、深刻な感電のを険びあります。お車を 
廃棄するときには、トヨタ販売店で駆動用電池を廃棄してください。駆動用電 
池は適切に廃棄しないと、感電を引を起こし、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死こにつなびるおそれびあります。 
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本書の中の表示について 


[警告-ま意-知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあ D ます。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させた D するためおずお読みください。 


ZL ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、車や装備品の故障や破損に 
つなびるおそれびあります。 


曰知識 


機能の説明や操作ち法の説明し U がで知つておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイシンボル 

"してはいけません’’"このよラにしないでくださし V ’ "このよラなこと 
を起こさないでください’’といラ意味を表しています。 



操作を示ず矢印 

〇スイッチなどの操作（押す-まわすなど）を 
术しています D 

〇操作後の作動（フタが開くなど）を示してい 
ます。 
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1-1.八イブ1|ツドシステムについて 

八イブリツドシステムの特徴 


プ U ウス a の八イブ U ッドシステムは、電気モーターとガソ U ンエ 
ンジンという吕つのパワーのシナジー湘乗）効果により、優れた動 
力性能と低燃費化の両立を高い;夕元で実現したシステムでず。さ5 
に、排出ガスを低減•クリーン化した、環境に配慮した技術となって 
いまず。 



イラストは説明のための例であ0、実際とは異な0ます。 


n ガソ U ンエンジン 
0電気 モーター 
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■停車時•発進時•ほ速走行時 

停車中はガソ1」ンエンジンを停止’ X しまず。 

発進時は電気モーターを使って発進しまず。 

ほ速走行時や下り坂走行時をガソ U ンエンジンを停止’ X し、電気 
モーターを使って走行しまず。 

シフトポジションび N にあるときは駆動用電池への充電び行われ 
ません。車両停止時は必ず P にして<ださい。また、おお時など 
でを、 D または日で運転してください。 

* 駆動用電ミせの充電び必要なとをやエンジン暖機中など、ガソ I 」ンエンジン 
び自動停止しないことびあります。（一 P . 吕 7) 

■通常走行時 

主にガソ U ンエンジンを使用して走行しまず。 

必要に応じて電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充 
電します。 

■ 急加速時 

アクセルペダルを大さく踏み込んだとさは、ガソ U ンエンジンに加 
え、駆動用電池か日ち電気モーターに電力を供給し、電気モーター 
の出力を上げ、力強<加速しまず。 

■減速時•制動時（回生ブレーキ） 

車輪び電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充電し 
まず。 


-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 
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-1 .八イブリツドシステムについて 


I 車両接近通報装置 

ガソ U ンエンジンび停止した状態での走行時、車両の接近を周囲の人に 
知らせるため、車速に応じた音階で通報音を鳴らしまず。車速び約 
2已 km / h をこえると消音しまず。スイッチ操作で車両接近通報装置を 
OFF にして消音ずることをでさまず。 



OFF にずるには、"パワ ー" スイッ 
チび ON モードのとさ、スイッチ 
を巧ず 

スイッチ上のインジケーターび点な 
しまず。再度スイッチを巧ずと ON に 
な0まず。"バワー"スイッチを ON 
モードにするごとに、車両接近通報装 
置は ON になります。 


白知識 

■回生ブレーキについて 

次の場合、車の運動エネルギーを電気エネルギーに変換し、駆動用電池へ充電 
すると共に減速力を得ることがでさます。 

♦シフトポジションが D または目で走行中に、アクセルペダルから足を離した 
とさ 

♦シフトポジシヨンが D または目で走行中に、ブレーキペダルを踏んだとを 
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■ A イブ U ッドシステムインジケーターについて 

八イフ1」ッドシステムの作動状況に応じ 
て、インジケーターの表示びを化します。 
(一 P ' 173) 


■ガソリンエンジンの自動停止について 

車両が態に応じて、ガソ U ンエンジンは自動的に始動-停止します。 

ただし、なの状態では自動停止しないことびあります 。‘X 

♦ガソ U ンエンジン暖機中 

♦駆動用電池の温度び高いとを、または化いとを 

♦駆動巧電池充電時 

♦暖房をかけたとを 

^状況によ0、上記の他にちガソ I 」ンエンジンび自動停止しない場合びあ0ます。 

■駆動用電池の充電について 

♦ガソ1」ンエンジンの動力による充電や回生ブレーキにより、駆動用電池び充 
電されるため、車かからの充電は必要あ D ません。しかし、車両を長時間放 
置すると、少しずつ放電します。そのため、少なくとち2〜3ヶ月に一度、 
約30分間または1 6 km ほど運転してください。 

万一、駆動用電池び完全に放電し、八イブ U ッドシステムを始動でをない 
とさはトヨタ販売店にご連絡ください。 

♦シフトポジションび N のとをは、駆動用電池の充電び行われません。駐車- 
停車時は必ず P にしてください。また、渋滞時などでち D または B で運転 
してください。 

■補機バッテリーの充電について 

一 P . 40已 



-1 .八イブ I 」ッドシステムについて 
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-1 .八イブリツドシステムについて 


■ 補機/ v ッテリーがあがってしまったり、交換などで取りはずしたときは 

ガソ1」ンエンジンの自動停止び行われないことびあります。 

自動停止しない状態び2、3曰続<場合は、トヨタ販売店へご連絡<ださい。 

■ A イブリツド車特有の音と振動について 

八イブリツド車は、 READY インジケーターび点灯し、走行可能な状態でも、通 
常の車のよラに、エンジン音や振動びないことびあるため、走行可能な状態で 
あることに気び付かない場合びあります。安全のため、駐車時はパーキングブ 
レーキをかけて、確実にシフトポジションを P にしてください。 

八イブ U ッドシステム始動前-始動後は、なのよラな音や振動び発生する場合 
びありますび、異常ではありません。 

♦運転席ドアを開いたとさに車両前ちから聞こえるブレーキシステムの作動音 

♦エンジンルームからの電気 モーターの 作動音（加速時の"キーン"音、減速 
時の"ヒューン"音） 

♦八イブ U ッドシステム始動時や停止時に聞こえる駆動用電池からの音 

♦ガソ U ンエンジンの始動-停止時や低ま走行時、およびアイド U ング中に卜 
ランスミッションから聞こえる"コッコツ""カタカタ’’という音 

♦急加速時のエンジン音 

♦ブレーキペダルを踏んだとをや、アクセルペダルをゆるめたとさに聞こえる 
回生ブレーキの音 

♦ブレーキペダルを操作したとさに聞こえる、作動音やモーター音 
♦ガソ U ンエンジンの始動-停止による振動 
♦駆動用電池;令却用吸入ロレ P . 32) から聞こえるフアンの音 
♦エアコンの作動音（エアコンコンプレッサー、フロワモーター) 
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■車両接近通報装置について 

なのよラな場合は、周囲の人に通報音び聞こえにくくなることびあります。 
♦周囲の騒音び大をい場合 
♦雨または強風の場合 

また、車両接近通報装置は車両前側にあるので、車両前ちと比較して、車両後 
ちは聞こえにくくなることびあります。 

■メンテナンスや修理-廃車について 

お車のメンテナンスや修理' 廃車の際は必ずトヨタ販売店にご相談ください。 
特に廃まする場合は、トヨタ販売店を通じて駆動用電池の回収を行っています 
ので、ご協力< ださい。 


-1 .八イブ U ッドシステムについて 
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1-1.八イブ1|ツドシステムについて 

八イブリツドシステムのま意 


八イブリッドシステムには、駆動用電池-パワー コント □-ル ユニッ 
卜-オレンジ色の高圧ケーブル-電気モーターなどの高電圧部位（最 
高約 650 V ) や、を却用ラジェーターなどの高温部位びありまずので、 
ごを意ください。なお、高電圧部位などには、取り扱い上のを意を記 
載したラベルが貼付してありまずので、ラベルの指示に従って正しい 
取り扱いをしてください。 


7人乗り車 



n エアコンコンプレッサー 
曰高電圧ケーブル（オレンジ色） 
a パワーコント□-ルユニット- 
DC/ DC コンバーター 


□ 電気 モーター 
B 駆動用電池 
□ コーションラベル 
〇サービスプラグ 
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己人乗り車 



n エアコンコンプレッサー 
0高電圧ケーブル（オレンジ色） 
0パワーコント□-ルユニット • 
DC / DC コンバーター 


□ 電気 モーター 
曰駆動用電池 
□ コーションラベル 
〇サービスプラグ 


-1 .八イブ I 」ッドシステムについて 
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1-1 .八イブリツドシステムについて 


I 駆動用電池を却用吸入 □ 

駆動用電池;令却用の吸入口をふさいだりずると、駆動用電池の過熱や出 
力ほ下の原因にな0まず。 


7 人乗り車 



已人乗り車 



フ□ントシート下部（運転席側）に 
吸入□びありまず。 


セカンドシート下部（運転席側）に 
吸入□びありまず。 


I 緊急停止システム 

き故により衝撃を受けたとさなどは、八イブリツドシステムを停止して 
高電圧を遮断します。また、フューエルポンプ制御により燃料供給を停 
止し、燃料ちれを最ル限に抑えまず。 

この場合、八イブリツドシステムを再始動させることびでさなくなるた 
めトヨタ販売店へご連絡ください。 
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口知識 — 

■警告なび点なしたとをや、警告メッセージび表示されたとを、補機バッテリー 
との接続が断たれたとさは 

八イブ1」ッドシステムを再始動でをないおそれびあります。 

ちラー度始動操作をしても READY インジケーターび点なしない場合はトヨタ 
販売店にご連絡<ださい。 

■ガスタになつたとさは 

ガス欠で八イブ U ッドシステムび始動でをないとさは、燃料残量警告な（一 P . 
3已 9) び消灯するまで給油してから再始動して<ださい。少量の給油では始動 
でさない場合びあります。（給油量は車両水平状態で約7 L です。車両の傾をに 
よって給油量はかわります） 

■電磁波について 

♦高電圧部位や高電圧配線は、電磁シールド構造になっています。従来の車や 
家電製品とくらべて、電磁波びをいといラことはありません。 

♦アマチュア無線の一部（遠距離通信）において、受信時に雑音びミ居入する場 
合びあ D ますので、あらかじめご了承ください。 

■駆動用電池について 

駆動用電池には寿命びあります。寿命は車の使いち、走行条件により異なります。 


-1 .八イブ U ッドシステムについて 



33 





-1 .八イブリツドシステムについて 


A 警告 

■局 電圧 • 局温について 

この車は、高電圧システムを使用しています。 

なのことをお守りいただかないと、やけどや感電など生命にかかわる重大な傷 
害を受けるおそれびありを険です。 

♦高電圧 部位•高電圧の配線（オレンジ色）およびそのコネクターの取 D はず 
し-分解などは絶対に行わないでください。 

♦走行 後は八イブ U ッドシステムび高温になります。車に貼ってあるラベルの指 
示に従い、常に高電圧-高温部位にま意してください。 

♦ 7 人柔り車はコンソールボックス下部•已 
人柔り車はラゲージルーム下部にヴービ 
スプラグびあります。サービスプラグは 
トヨタ販売店で車両の修理時などに、駆 
動用電池の高電圧を遮断するためのちの 
です。 

取り扱いを誤ると感電のおそれびあるた 
め、絶対にさわらないでください。 




34 





























A 警告 

■事故び 発生したときは 

なのことをお守りいただかないと、感電など重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦続発 事故防止のためま全な場所に停まする 
停車時は、ブレーキペダルを踏みなびらパーキングブレーキをかけ、シフトポ 
ジシヨンを P にして八イブ U ッドシステムを停止します。そのあとブレーキ 
ペダルからゆっくり足を離してください。 

♦高電圧 部位•高電圧の配線（オレンジ色）などには、絶対にさわらない 
♦車 室内およびま室外に、はみ出している電気配線には絶対にさわらない 

♦万一、 車両火災び発生したとさは、 ABC 消火器を使用して消火する 
水をかける場合は、消火栓などから大量にかけてください。 

♦前輪び 接地した状態でけん引しない 

電気モーターから発電され、破損の状態によっては、漏電による火災のおそれ 
びありを険です。（一 P . 348) 

♦車の 下の路面などを確認し、液体のちれ（エアコンの水し分が）び見つかった場 
合、燃料系統び損傷している可能性びあります。そのまま八イフ U ッドシステ 
ムを始動すると燃料に弓 I 乂するおそれびありを険ですので、始動しないで < だ 
さい。 

この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡するとをに併せてお伝えください。 


-1 .八イブ I 」ッドシステムについて 
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-1 .八イブリツドシステムについて 


A 警告 

■事故び 発生したときは 

なのことをお守りいただかないと、感電など重大な傷害におよぶか、最悪の場 

合死 t につなびるおそれびあります。 

7人柔り車： 

♦液体の 付着やちれびある場合は絶対にさわらない 
駆動用電池の電解液（炭酸エステルを主とする有機電解液）び目や皮膚にふれ 
ると失明や皮膚傷害のおそれびありを険です。万一、目や皮膚に付着した場合 
はただちにを量の水で洗い流し、早急に医師の診察を受けて<ださい。 

♦駆動 用電池の電解液びちれている場合は、車両に近付かない 
万一、駆動用電池び破損してち、電池内部の構造により大量に電解液び流出す 
ることはありませんび、流出すると酸性の蒸気を発生します。蒸気は目や皮膚 
に刺激性びあり、吸弓 I すると急性中毒を起こすおそれびありを険です。 

♦火気 や高温のちのを絶対に近付けない 
電解液に弓 I 乂するおそれびありを険です。 

已人柔り車： 

♦液体の 付着やちれびある場合は絶対にさわらない 
駆動用電池の電解液（強アルカ U 性）び目や皮膚にふれると失明や皮膚傷害の 
おそれびありを険です。万一、目や皮膚に付着した場合はただちにを量の水で 
洗い流し、早急に医師の診察を受けてください。 

■駆動 用電池について 

駆動用電池を不法に投棄または放置すると、環境巧染となるばかりか、第=ち 

び高電圧部位にふれた場合に、生命にかかわる感電事故などにつなびるおそれ 

びありを険です。 


36 






A ミち意 

■駆動 用電池を却用の吸入□について 

♦吸入 □のまわりに荷物などを置いたりしないでください。 

吸入□びふさびれると駆動用電池び過熱した0、故障の原因になります。 

♦吸入 □は、目づまりしないよラ定期的に清掃してください。 

♦吸入 □に水や異物を入れないでください。 

駆動用電池を損傷するおそれびあります。 

♦駆動 用電池周辺に多量の水をこぼさないよラま意して<ださい。 

誤ってこぼしてしまったとをは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 


-1 .八イブ U ッドシステムについて 
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1-1.八イブ1|ツドシステムについて 

八イブリツド車運起のアドバイス 


環境に配慮した経済的な運區のためには、巧のことをむがけてくだ 
さい。 


■エコドライブモードの利用 

エコ ドライブ モー ドを使用ずると、通常にく日べてアクセルペダル 
の踏み込みに巧ずるトルクの発生びゆるやかになりまず。また、エ 
アコン（暖房/;令房）の作動を抑え、燃費向上につなびりまず。 

(一 P .160) 

■八イブリツドシステムインジケーターの利用 

メーター内の八イブ U ツドシステムインジケーターの表示をエコ 
エリアの範囲に保つことで、より環境に配慮した走行び巧能でず。 
UP . 1 73) 


■減速時のブレーキ操作 

減速時は、早めに、ゆるやかなブレーキ操作を行いましよラ。 

減速時に発生ずる電気エネルギーをより多<回収ずることびでを 
まず。 


■ミ我帯 

加速•減速の<り返しや、長い信号待ちは燃費を悪化させまず。お 
出かけ前に交通情報を確認ずるなどして、なるベ<渋滞を回避ずる 
よラにしましよラ。また巧滞の際は、ブレーキペダルをゆるめて微 
前進し、アクセルペダルをあまり踏まないようにしましよう。余分 
なガソ U ン消費を抑えることびでをまず。 

■ 高速道路での運転 

速度を抑え、一定速度で走行しましよラ。また、料金所手前では 
早めにアクセルををどしゆるやかなブレーキ操作を行いましよ 
ラ。減速時に発生ずる電気エネルギーをより多く回収ずることび 
でをます。 
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■エアコンの ON/OFF 

必要時じ(外はエアコンスイッチ (\ jr ]) を OFF にしましよう。 

余分なガソ1」ン消費を抑えることびでさまず。 

夏季：外気温び高いとさは、内気循環モードに設定しましよラ。 
エアコンへの負荷び減り燃費向上につなびりまず。 

冬季：ガソ U ンエンジン-車室内び暖まるまで、ガソ U ンエンジン 
び自動停止しないので、燃料を消費しまず。なお、設定温度 
の上げずざなど必要 LU 上の暖房を避けると、燃費向上につな 
びりまず。 

■タイヤ空気圧の点検 

タイヤ空気圧はこまめに点検しましよラ。タイヤ空気圧び適切でな 
いと、燃費の悪化につなびりまず。 

また、を用タイヤは転びり巧抗び大さいため、乾燥した路面では燃 
費の悪化につなびりまず。季節、道路状況に応じて適切なタイ S ン 
グでタイヤを交換しましよラ。 

■荷物 

重い荷物び積まれていると、燃費び悪化しまず。不要な荷物は、積 
んだままにせずに降ろしましよラ。 

また、大型ルーフキャ U アの装着ち重い荷物と同様に燃費の悪化に 
つなび0まず。 

■走行前の暖機運転 

ガソ1」ンエンジンび;ちえているとさは、ガソ1」ンエンジンの始動/ 
停止を自動的に行いまずので、暖機運転は必要ありません。 

なお、短距離走行のくり返しは、暖機運転のためのガソ U ンエンジ 
ン始動びひんぱんに行われることになりまずので、燃費の悪化につ 
なび0まず。 


-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 
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-2. キーの 取り扱い 


お客様へ;欠のキーをお渡ししまず。 



n 電モキー 

-スマートエント U — &スター 
トシステムの作動 （^ P . 43) 
-ワイヤレス機能の作動 
(^ P . 已 8) 

曰 >(カニカルキー 
且キーナンバープレート 


(メカニカルキーを使うには 



メカニカルキーを取り出ずには、 
解除ボタンを巧してキーを取り 
出す 

使用後はわとにわどし、電子キーと一 
緒に携帯してください。電子キーの電 
池が切れたとをやスマートエント 
U — &スタートシステムび正常に作 
動しないとき、カニカルキーが必要 


になります。 （^ P . 401) 
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-2. キーの 取 0 扱い 


白知識 

■キー ナ ンバープレート 

車の中し U かのま全な場所（財布の中など）にな管して<ださい。万一、メカニ 
カルキーを紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンノ（一から新しいキーび作製 
でをます。（一 P . 400) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単にスイッチび押さ 
れないよラにな管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあ0ます。 
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-2. キーの 取 0 扱い 


A ミち意 

■キーの 故障を防ぐために 

電モキーは精密機器です。なのことをお守りください。 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 

♦温度の 高いところに長時間放置しない 

♦めら したり超音波ミ先を器などで洗ったりしない 

• 電子キーに金属聲または磁気を帯びた製品を取 D 付けたり、近付けたりしない 
♦分解し ない 

♦電 モキー表面にシールなどを貼らない 

♦テレビ' オーディオ' 電磁調理器などの磁気を帯びた製品や、ほ周波治療器な 
どの電気医療機器の近<に置かない 

■電子 キーについて 

電子キーは電波法の認証に適合しています。必ずなのことをお守 D ください。 

参 電池交換時し U 州ま、不用意に分解しないでください。分解•改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦必ず 日本国内でご使用<ださい。 

♦認証 ラベルをはびさないで<ださい。認証ラベルのないちのの使用は禁止さ 
れています。 

■キーを 携帯ずるとさは 

電源を入れた状態の電化製品とは 1 0cm (上離して携帯してください。 10cm 
し U 内にあると電化裂品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリー&スタートシステムの故障などで販売店に車両を持つてい 
<とさは 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したとさは 

電モキーを紛失した状態で放置すると、盗難のを険性び極めて高<なります。 
車両に付属している残りの電子キーをすべてお持ちの上、ただちにトヨタ販売 
店にご相談ください。 
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1- 五ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7—トエント U —&スタートシステム 


電子キーをポケットなどに携帯していると、巧の操作が行えまず。 
(必ず運區ちび携帯してください） 



旦バックドアを解綻-施錠ずる 

(前席&バックドアスマートドア□ック装着車のみ： 一 P. 45) 
0 八イブ U ッドシステムを始動ずる（一 P . 1已0) 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I ドアの解錠-施錠 


フ□ントドア八ンドル& 



八ンドルを握って解綻ずる 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
这\れて < ださい。 

施綻操作後3秒間は解錠でをません。 



ドア八ンドル上側の□ックセン 
サー部（八ンドルの < ぼみ部）に 
ふれ施錠する 


^運転席単独スマートドア□ック装着車は運転席ドア八ンドルのみで、前席&バック 
ドアスマートドア□ック装着車は、運転席および助手席ドア八ンドルで、ドアを解 
綻-施綻することびでをまず。 
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-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


バックドア（前席&バックドアスマートドア□ック装着車のみ） 

バックドアオープンスイッチを巧 
して解綻する 

施綻操作後3砂間は解綻でをません。 


□ツクスイツチを巧して施綻ずる 


IT013W005 
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-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I アンテナの位置と作動範囲 

■ アンテナの位置：7人乗り車 
運転席単独スマートドア□ック装着車 

n 車外アンテナ 
B 車内アンテナ 


前席&バックドアスマートドア□ック装着車 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


アンテナの位置：已人乗り車 
運転席単独スマートドア□ック装着車 

n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ 



前席&バックドアスマートドア□ック装着車 

n 車外アンテナ 



且車内アンテナ 
□ ラゲージルーム外アンテナ 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


作動範囲（電子キーの検知エリア）： 7人乗り車 
運転席単独スマートドア□ック装着車 



0 :ドアの施錠-解錠時 

運転席ドア八ンドルか5周囲約 
70 cm L ツ内で電子キーを携帯 
している場合に作動します。 

0 :八イブ U ッドシステム始動 
時、または"パワー"スイッ 
チ切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 


前席&バックドアスマートドア□ック装着車 



0 :ドアの施錠-解錠時 

フ□ントドア八ンドル•バック 
ドアオープンスイッチか5周囲 
約 70 cm L ツ内で電子キーを携帯 
してし、る場合に作動します。健 
子キーを検知しているドアのみ 
作動します） 

0 :八イブ U ッドシステム始動 
時、または"パワー"スイッ 
チ切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動しまず。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



作動範囲（電子キーの検知エリア）：已人乗り車 
運転席単独 スマートドア □ック装着車 

つ '' ドアの施錠-解錠時 

運転席ドア八ンドルか5周囲約 
70 cm L ツ内で電子キーを携帯 
している場合に作動します。 

二’ '' 八イブ U ッドシステム始動 
時、または"パワー"スイッ 
チ切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 

前席& バックドアスマートドア□ック 装着車 

'二’ '' ドアの施錠-解錠時 

フ□ントドア八ンドル•バック 
ドアオープンスイッチか5周囲 
約 70 cm L ツ内で電子キーを携帯 
してし、る場合に作動します。健 
子キーを検知しているドアのみ 
作動します） 

こ';:八イブ U ッドシステム始動 
時、または"パワー"スイッ 
チ切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動しまず。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識 

■作動の合図 

フヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■ ドア A ンドル上側の□ックセンサーで施錠できないときは 

ドア八ンドVレ上側の□ックセンサー部にふ 
れても施錠でをないとさは、上下のロック 
センサー部に同時にふれて<ださい。 


■警告音と警告なについて 

誤動作などによる予期せめ事故や盜難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴つ 
た0、警告灯び点なすることびあります。警告なび点なした場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。（一 P. 3己 1) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法はなのよラになります。 


乾化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー"と 
約己秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたまま、 
スマートエント U — Si スター 
トシステムでドアを施錠しよ 
ラとした 

車内から電子キーを取 
り出したあと、再度施 
錠する 

車内に電子キーを置いたまま、 
フロントドアを開を、□ックレ 
ノ（一を施錠側にしてドア八ンド 
ルを引いたままドアを閉めて施 
錠しようとした 

いずれかのドアが開いていると 
さにスマートエント U — &ス 
タートシステムで施錠しよラと 
した 

全ドアを閉めたあと、 
再度施錠する 
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■ 解錠操作のセキユリティ機首目 

解綻操作後、約30秒し:!内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補機バッテ U —あびりを防止するため、 
節電機能び働をます。 

♦なの状況では、スマートエント U-& スタートシステムによる解錠に時間び 
かかる場合びあ D ます。 

-車の外約 2m L ツ内に電子キーを10分な上放置した 

•巳日間じ(上スマートエント U-& スタートシステムを使用しなかった 

♦前席&バックドアスマートドア□ック装着車では、14曰間し U 上 スマートエ 
ント U — &スタートシステムを使巧しなかった場合、運転席し外での解錠び 
でをなくなります。この場合は、運転席のドア八ンドルを握る、ちしくは、 
ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してください。 


乾化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車内から"ピー、 
ピー"と鳴り続ける 

運転席ドアび開いている状態 
で"パワー"スイッチをアクセ 
ヴ1」ーモードにした（アクセヴ 
1」ーモードのとを運転席ドア 
を開いた） 

運転席ドアを閉める、 
または"パワー’’スイッ 

チを OFF にする 

車内から"ピー"と 
鳴り続ける 

シフトポジションが R で運転席 
ドアを開けた 

運転席ドアを閉める 
か、シフトポジション 
を P にする、または"パ 
ワ ー’’ スイッチを OFF 

にする 


-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


運転する前に 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能が正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U-& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント1」一&ス 
夕ートシステムやワイヤレスリモコン、イモビライヴーシステムび正常に作動 
しない場合びあります。（対処方法： 一 P. 401) 

• 電モキーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話•コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
• 電子キーびなのよ5な金属製のちのに接していたり、覆われた D しているとを 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-ル銭 
-カイ □ 

- CD や DVD などのメディア 

♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 

♦電モキーを、なのよラな電波を発信する製品と同時に携帯しているとを 

-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端モ （PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦バックドアガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとを 
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■ご留意いただきたいこと 

♦電モキーび作動範囲内（検巧エ1」ア内）にあってち、なのよラな場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-八イブ U ッドシステム始動時または"パワー"スイッチの切りかえ時に、 
電モキーびインストルメントパネルやフロア上-トノカバー(販売店オプ 
シヨン）の上.ドアポケット.またはグ□-ブボックス内などに置かれて 
いた場合 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車がアンテナに検巧されて車がからのド 
アロックび巧能になる場合びあり、電子キーび車内に閉じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

♦電モキーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人しツがでち施錠 • 解 
錠でをます。ただし、電子キーを検巧しているドアしがでは解錠でをません。 

♦まがでもドアガラスに近い位置に電子キーびあるとをは、八イブ1」ッドシス 
テムの始動び可能になる場合びあります。 

♦電モキーび作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の 
水びかかると、ドアび施錠•解錠することびあります。（解錠された場合で 
ち、ドアの開閉操作びなければ約30秒後に自動的に施錠されます） 

♦車室内、または車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能など 
で施錠を行ラと、スマートエント U-& スタートシステムによる解錠びでを 
なくなることびあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します) 


-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■施錠時の留意事項 

♦手袋を着けて□ックセンサーにふれた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずして□ックセンサーに 
ふれて < ださい。 

♦ □ック操作は、連続で2回まで有効で、3回目が降は□ック動作しません。 
(この設定を変更でをます； 一 P. 424) 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
を< り返すことびあります。その場合はキーを車両から 2m 上 離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください。（キーの盜難にミち意してください） 

♦車内にキーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルにか 
けた場合、まがの警告フヴーび鳴ることびあ0ます。その場合は全ドアを施 
錠すれば警告フヴーは鳴りやみます。 

♦ ロックセンサーの表面に氷や雪-ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあ0ます。反応しない場合は表面に付着した氷や雪-ミ尼を取り除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部のロックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよラま意してください。 
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■解錠時の留意事項 

♦急なドア八ンドル操作や、車がアンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠でをない場合びあります。その場合は、ドア八 
ンドルを一度ちとの位置にもどし、解錠されたことを確認してからドア八ン 
ドルを引いてください。 

♦手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずして八ンドル裏面のセ 
ンヴー部にふれて<ださい。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
をくり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2m 上離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください。（キーの盜難にま意してください） 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよ5ま意してください。 

■長期間運転しないときは 

♦盗難防止のため、電子キーを車から2 m しソ上離しておいてください。 

♦あらかじめスマートエント U-& スタートシステムを非作動にすることび 
でをます。詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 

■才 ートアラー ムについて（才 ートアラー ム装着車） 

スマー トエント U-& スター トシステムで施錠すると オー ト アラームび 設定さ 

れます。（一 P .106) 

■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 

合は電子キーを車両に近付けすざないよラにして<ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ち方によっては、電子キーび正しく検巧されず、シ 

ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴った D、 キー閉じ 

込み防止機能び働かないことちあります） 


-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スマートエントリー&スタートシステムが正常に作動しないとさは 

• ドアの施錠.解錠； 一 P . 401 
♦八イブ U ッドシステムの始動： 一 P . 401 
■電池の消耗について 
♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦量モキーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性び 
あります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電モキーの LED び点灯しない 

♦電池の着しい消耗を防ぐためになのよ5な磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子キーを置かないで < ださい。 

- TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 

■電ミ也が切れたときは 
一 P . 332 

■カスタマイズ機能 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズー覧； 一 P . 424) 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、室内アンテナ-車外アンテナ（一 P . 4日）から約 22 cm し U 内に近付か 
ないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび 
植え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し:!外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業ちな 
どに事前に確認して < ださい。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1- 五ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレス U モコン 


ドアを施錠-解綻できまず。 



n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解錠ずる 


曰知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅なの点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■半ドア警告 ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよラとすると、ブヴーび鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてから、も5—度施錠してください。 

■ 解錠操作のセキユリティ機首目 

解綻操作後、約30秒し:!内にドアを開けなかったとさは、盜難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■才 ートアラー ムについて（才 ートアラー ム装着車） 

ワイヤレス U モコンで施錠すると才ートアラームび設定されます。（一 P. 10己） 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

一 P' 已2 

■ワイヤレスリモコンび正常に作動しないとをは 

一口' 401 


已 S 
















■電池の消耗について 

^.已已 

■電池が切れたとさは 
一 P. 332 

■カスタマイズ機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズー覧： 一 P. 424) 


-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



已9 



1- 五ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア（フロントドア • U ヤドア) 


スマートエントリ ー& スタートシステムやワイヤレス機能、ドア□ッ 
クスイッチを使って砲綻-解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム 

一 P' 44 


■ワイヤレス機能 

一 P ' 已8 

■ ドア□ツクスイッチ 



■□ックレバー 



n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解錠ずる 


□ ドアを施錠ずる 
曰ドアを解錠ずる 

運転席ドアは、□ックレノ（一び施 
錠側になっていても、車内のドア 
レバーを引くと開け5れます。 
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(キーを使わずに外側か5フ□ント席を施綻ずるときは 

fcitii 11 □ックレノ（一を施錠側にずる 
EiUrgl ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

"パワー"スイッチびアクセヴ U — モー ドまたは ON モー ドのとさや 
車内に電子キーび放置されているとさは施錠されません。 

キーび正しくお巧されずに施錠される場合びあ0ます。 

I チャイルドプ□テクター 

施綻側にずると、 U ヤ席ドアび車内 
から開かな < なりまず。 

n 解錠 
0施錠 

お子さまび車内か日 U ヤ席ドアを開 
け5れないようにできまず。両側の 
U ヤ席ドアを施錠側にしてください。 


口知識 

■メカニカルキーでの施錠-解錠 

メカニカルキーを使ってドアの施錠-解錠びでをます。（一 P. 401) 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 



-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一、車内から開ける 
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、車がのドア八ンドルを引いてください。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は;欠のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

特に、運転席はロックレバーび施錠側になっていてちドアび開 < ため、ま意し 
て < ださい。 

♦お テさまを U ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプ□テクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地' ドアと壁などのあいだび狭い場所'強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動きにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にイ呆持してドアを開閉し 
て < ださい。 


62 





1- 五ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

バックドア 


バックドアは;欠の方法で施綻-解錠できまず。 
■バックドアの施錠•解錠 

スマートエント U — &スタートシステム 

一 P ' 4已 

ワイヤレス機能 

一 P ' 已8 

ドア□ックスイッチ 

一 P ' 日0 

■車がか5バックドアを開けるには 


バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる 




63 













1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 

■バックドアを閉めるとさは 



バックドア八ンドルを持ってバックドアを 
引を下げ、必ずがから押して閉めてくださ 
し、。 

引き下げるとさは、バックドア八ンドルを持っ 
て、横方向に力をかけないように引き下げます。 


■ラゲージルームライト 

スイッチを ON にしておくと、バックドアを開けたとを、ラゲージルームライ 
卜び点灯します。 



□ OFF 
曰 ON 
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■バックドアが開かないときは 

バックドアの□ックを車内から解除することがでをます。 

カ パーを はずす 




傷び付くのを防ぐため、マイナスドライバーの 
先端に巧などを巻いて保護してください。 


レバーを押す 


手順 


手順 


-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



6已 
























1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車外のものにあたったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
ります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してください。 

♦走行 龍こパックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ D ます。 

♦ラ ゲージルームには絶対に人を柔せないでください。急ブレーキ' 急旋回をか 
けたとさや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦ラ ゲージルームで お子さまを遊ばせないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病や窒息などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いたり、閉めるとさに手•頭' 首などを挟んだりするお 
それびあ0ます。 
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A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびあります。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、ま全を確認し、動かすことを知らせる r 声かけ」をしてくだ 
さい。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

ルックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあります。 

♦半開 状態で使用すると、バックドアび落ち 
て重大な傷害を受けるおそれびあ D ます。 
特に傾斜した場所では、平坦な場所よりち 
バックドアの開閉びしにくく、急にバック 
ドアび開いたり閉じたりするおそれびあ 
ります。必ずバックドアび全開で静止して 
いることを確認して使用してください。 
♦バック ドアを閉めるときは、指などを挟ま 
ないよラ十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルを持っ 
たままバックドアを閉めると、手や腕を 
挟むおそれびあります。 


♦バック ドアダンバーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下びったりし 
ないでください。手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりし 
て、思わめ事故につなびるおそれびあ0ます。 

♦バック ドアにキャ U アなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアび落 
下し、手•頭-首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセヴ U - 
用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 



-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ミち意 

■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンバーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りください。 

♦ビニール 片-ステッカー-粘着ななどの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 

♦□ッ ド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U がのアクセ 
ヴ U —用品を付けない 

参 ステーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 
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1-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 

フロントシート 


□ 前後位置調整 
旦 U クライニング調整 
□ シート全体の上下調整 =■= 
(運転席のみ） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


I フフツトン—卜 

■フラットシートにする前に 

巨圆で車を安全な場所に駐車ずる 

しっか0とパーキングブレーキをかけ、シフトポジション （^P. 158) 
を P にします。 

巨画 互セカンドシートをいちばんうしろまで移動させる（一 P . 73) 

■フラツトシートにするには 



フ□ントシートをいちばん前まで 
移動させ（一 P . 6日）、へッドレス 
卜をはずず（一 P . 83) 



フ□ントシートの背をたれを後方 
いっぱいまで倒ず（一 P . 6日） 


巨画回ちとにちどずとさは、逆の手順で操作ずる 

シートをちとの位置にちどしたあとは、走行ずる前に必ずへッドレスト 
を取0付けてください。 
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A 警告 

■リク ライニング調整について 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さないで<ださい。 

必要し U 上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー ト調整後は、シートびをちんと固定されていることを確認してください。 

■フ ラットシートについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

参 走行中にフラットシートの操作をしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトポジションを P にする 
♦シー トに人び柔っている状態でフラットシートの操作をしない 
♦操作 中は、可動部や結合部に手足を挟まないよラにま意する 
♦お テさまに操作させない 

♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 

♦フ ラットシートにした状態で人や荷物をのせて走行しない 

♦お テさまびラゲージルームに入らないよ5ミち意する 

♦操作 後は、シートを軽くゆさぶり確実に固定されていることを確認する 

♦シー トのあいだにシートベルトなどび挟み込まれていないか確認する 


-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


A 警告 

■シートを ちとにちどしたあとは 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 
♦シー トベルトを挟み込まないよラにする 


A ミち意 

■フ ラットシートについて 

♦背 もたれをもどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
てください。 

♦フ ラットにした状態でシートの上を走りまわらないでください。またシートの 
上を移動するとをは、シートの中央を踏んでゆっくり移動してください。 
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1-4. シート- ミラー .八ンドルの調整のしかた 

セカンドシート 


□ U クライニング調整 
曰前後位置調整 


I ヴードシートへの乗り降り （7 人乗り車) 


レバー （ n または0 ) を引を上 
げ、皆ちたれを前に傾け、シート 
を前方に移動させる 

柔〇降りをしたあとは、シートを後 
方に動かし、背ちたれを起こします。 
軽く前後にゆさぶ0、シートび確実 
に□ックされたことを巧認してくだ 
さし、。 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


I セカンドシートの前倒しを行う前に 

111 で車を安全な場巧に駐車ずる 

しっか0とパーキングブレーキをかけ、シフトポジション （^ P . 158) 
を P にしまず。 

巨画互フ□ントシートの位置-背ちたれの角度を調整ずる（一 P . 6日） 
フ□ントシートの位置によっては、背ちたれび後方に倒れていると、セ 
カンドシートの操作時にあたる場合びあ0まず。 

巨画互セカンドシート中央席用シートベルトを分離-格納ずる 
( 一 P' 88) 

助手席側のシートのみを操作ずる場合、この手順は不要です。 

巨画互セカンドシートのへッドレストを下げるレ P . 83) 

m 司セカンドシートのアームレストを引き出している場合は、格納ず 
る（装着車のみ： 一 P . 272) 
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I セカンドシートの前倒し （7 人乗り車) 




レバー （ n または0 ) を引を上 
げ、皆ちたれを前方に傾ける 


前倒しボタンを巧す 

背ちたれび前に倒れます。軽く前後に 
ゆさぶり、シートび巧実に□ックされ 
たことを確認してください。 


手順 


手順 


-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


(セカンドシートの前倒し（曰人乗り車) 



レバーを 引さ上げる 

もどすときは、背もたれを起こして固 
定します。 


白知識 

■助手席側シートの前を位置調舊について（已人柔り車) 


助手席側シートは、運転席側シートよりち前 
ヘスライドさせることびでさるため、ラゲー 
ジルームへの荷物の積み降ろしに便利です。 

前側いっぱいまでスライドさせたときは、 
シートは□ックされません。操作後は□ッ 
クされる位置までちどし、確実に固定して 
<ださい。 

■シートベルト八ンガー 




左ち席のシートベルトを使巧しないとさは、 
シートベルト八ンガーに格納することがで 
さます。 
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A 警告 

■セ カンドシートを操作ずるときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中にセカンドシートを操作しない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトポジションを P にする 

♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 

♦お テさまびラゲージルームに入らないよラを意する 

♦シー トに人び柔っている状態でセカンドシートを操作しない 

♦操作 中は、可動部や結合部に手足を挟まないよラに注意する 

♦お テさまに操作させない 

♦操作 後は、シートを軽くゆさぶり確実に固定されていることを確認する 

■ リクライニング調整について 

♦背ち たれは化要しツ上に倒さないで<ださい。 

必要(上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり、肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー ト調整後は、シートびをちんと固定されていることを確認してください。 


-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


A 警告 

■シートを ちとにちどしたあとは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 

♦シー トベルトびねじれたり、挟み込まれていないか確認する 

♦セ カンドシート中央席用シートベルトを分離したとさは、もとどおりに結合す 
る （^ P . 87) 

♦シートベルト 八ンガー（一 P . 7日）にシートベルトを格納していた場合、使用 
する前にもとどおりに取りはずしてあるか確認する 


A を意 

■サー ドシートを前倒ししているときは （7 人柔り車） 

シートの損傷を防ぐため、セカンドシートはヴードシートにあたらないよラに 
調整して < ださい。 
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1-4. シート- ミラー .八ンドルの調整のしかた 

ヴードシート （7 人柔り車のみ） 


U クライニング調整 


IT014W029a 


[ヴ—ドシ—卜の前倒しを巧ラ前に 

巨圆で車を安全な場巧に駐車ずる 

シフトポジションを口にし（一口. 158), しっかりとバーキングブレー 
キをかけます。 UP . 167) 

巨画回セカンドシートの位置-背ちたれの角度を調整ずる（一 P . 73) 

セカンドシートの位置によっては、背ちたれび後方に倒れていると、サー 
ドシー 卜の操作時にあたる場合びあ0ます。 

巨画互へッドレストを下げる（一 P . 84) 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


(ヴードシートの前倒し 


レバーを引さ上げ、背をたれを前 
に倒ず 


曰知識 


■シートベルト A ンガー 

シートベルトを使用しないとさは、シートべ 
ルト八ンガーに格納することびでをます。 


■シートベルトバックルの格納 

シートベルトを使巧しないとをは、バック 
ルを格納することびでをます。 
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前倒しした ヴードシー トをラ ゲージルーム 
側から起こすことびでをます。 


A 警告 

■サード シートを操作するとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦走行 中にヴードシートを操作しない 

♦平坦な 場所でノ f ーキングブレーキを確実にかけ、シフトポジシヨンを P にする 

♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 

♦お テさまびラゲージルームに入らないよラま意する 

♦シー トに人び乗っている状態でヴードシートの操作をしない 

♦操作 中は、可動部や結合部に手足を挟まないよラにま意する 

♦お テさまに操作させない 

♦操作 後は、シートを軽くゆさぶり確実に固定されていることを確認する 

■リク ライニング調舊について 

♦背ち たれは必要しツ上に倒さないで<ださい。 

必要し^(上に倒しすざると、事故のときに体びシートベルトの下にもぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり、肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

♦シー ト調整後は、シートびをちんと固定されていることを確認してください。 


シートバックストラップ 



-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


A 警告 

■シートを ちとにちどしたあとは 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 

♦シー トベルトびねじれたり、挟み込まれていないか確認する 

♦シートベルト 八ンガー（一 P . 80) にシートベルトを格納していた場合、使用 
する前にちとどおりに取りはずしてあるか確認する 

♦シ ートベルトバックルを格納してし化場合、使用する前にもとにもどす 


A ま意 

■サード シートを前倒ししているとさは 

一 P ' 78 
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1-4. シート- ミラー .八ンドルの調整のしかた 

ぺッドレスト 


フ□ントシート 



セカンドシート中央席 



セカンドシート左ち席 



□ 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作しまず。 


□ 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作しまず。 


□ 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作しまず。 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


ヴードシート （7 人乗り車のみ) 



□ 上げる 
曰下げる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 


曰知識 


■へッドレストを取りはずずとさは 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


■ヘッドレストの高さについて（フ□ントシート) 



必ずへッドレストの中必が両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 
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のへッドレストの使用について 

使用するとをは、常に格納位置（ヘッドレ 
ストび最も下びった位置）から"カチッ"と 
音びするまで上げた位置にしてください。 
また、ヘッドレストを押し下げ、確実に固 
定されていることを確認してください。 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


■セカンドシート•サードシート’ 


臻 


-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 
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1-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にずベての柔員は必ずシートベルトを正しく着用してください。 


■正しく着用するには 



tO14W008 


• 肩部べルトを肩に十分かける 

首にかかった0、肩か5はずれな 
いよラにしてください。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背ちたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 


• ねじれびないよラにずる 


着けち 


はずしち（セカンドシート中央席 L ソが） 

n ベルトを固定ずるには、"力 
チッ"と音びずるまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 
0ベルトを解除ずるには、解除 
ポタンを巧ず 
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■着けち（セカンドシート中央席) 




図の部分を巧して固定をはず 
し、シートベルトを引き出ず 


"カチッ"と音びずるまでプレー 
卜巨をバックル日に挿し込み、 
結合ずる 


"カチッ"と音びずるまでプレー 
卜 A をバックル A に挿し込み、 
ベルトを固定ずる 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


■はずしち（セカンドシート中央席) 




バックル A の解除ボタンを巧し 
て、ベルトを解除ずる 


プレート A などでノ（ックル巨の 
ボタンを押し、プレート日を分 
離する 


プレート A 、 日を重ねて、ホル 
ダーに 挿し込む 

確実に固定されるよう、図のよう 
にしっかりと挿し込みます。 


88 



































-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


バックル目を格納する 


バックル目 

ITO14W039 

■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n 解除ボタンを巧しなび日、ア 
ジャスターを下げる 
曰アジャスターを上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして<ださい。 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 



前方から強い衝撃を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な秉員拘束効果を確保しまず。 

前ちか日の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか日の衝撃、横転のときは通常は 
作動しません。 


I プリクラッシュシートベルト 
(プリクラッシュセーフテイシステム装着車のフ□ント席） 

プ U クラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避けられない 
と判断したとき、衝突の前にフ□ントシートベルトを卷き取り、プ U テ 
ンシヨナーの効果を高めまず。 

急ブレーキをかけたときや、車びコント□ールを失ったときち同様に作動します。 
(^P. 21日） 


曰知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してもロックする場合びあります。一度ベルトを 
強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 
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医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 8日） 

巧娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部べルトび腰骨のでをるだけ低 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあ0ます。 


■疾患のあるちの場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着用して<ださい。 

■お子さまのシートベルトの使いち 

この車のシートベルトは、シートベルトを着用するのに十分な、大人の体格を 
持った乂用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、（一 P .120) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 8己） 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ U テンシヨナーは、一度しか作動しません。玉まを衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 



-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 
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1-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おモさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お テさまは1」ヤ席に座らせてシートベルトを着用させる 

♦背ち たれは必要!;(上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけない位置に密着させ着用する 

♦セ カンドシート中央席のシートベルトを 
使用するとをは、プレート B とバックル 
B を結合する 


参 セカンドシート左ち席.ヴードシート （7 人乗り車のみ）のシートベルトを使 
用するときは、シートベルトびシートベルト八ンガー(一 P . 7日， 80) にか 
かっていないことを確認する 

■おモ さまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。 

万一べルトび首に巻を付いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 
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-4. シート. 'ラー.八ンドルの調整のしかた 


A 警告 

■プリ テンシヨナー付きシートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告なび点打します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート 'バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさは、シートベルトを修理するまでシートは使用 
しないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に巧し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してくださし、ラまく巧し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜.シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付をシートベルトの取り付けや取りはずし • 分解 • 廃棄など 
は、トヨタ販売店しツがでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 
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1-4. シート- ミラー .八ンドルの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいよラに調壁できまず。 



八ンドルを持ち、レノ（一を下げる 



八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びミ夫定した5、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-4. シート- ミラー .八ンドルの調整のしかた 

インナ ー5ラー 


後続車のライトがまぶしいとさは、レバーを操作して反射光を減少 
(防眩）でさまず。 

n 通常使用時 
且防眩時 


I 上下調壁のしかた 


インナーミラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 





且 


ITO14W014 
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1-4. シート- ミラー .八ンドルの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調壁をしまず。 



調整ずる S ラーを選ぶには、ス 
イッチを巧す 

D 左 
且ち 


ミラーの鏡面を調整ずるにはス 
イッチを巧す 

n 上 

曰ち 
a 下 
Q 左 


I ドアミラーを格納ずるときは 



スイッチを巧して、ドアミラーを 
格納する 

ちう一度巧ずと、ちとの位置にちど0 
ます。 
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口知識 

■作動を件 

"パワー" スイ ッチびアクセヴ1」ーモードまたは ON モードのとを 
■ S ラーび量ったときは （S ラーヒーター装着車） 

ミラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびできます。（一 P . 乙 48) 


A 警告 

■走 巧しているとさは 

走行中は;欠のことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
• ドア5ラーを格納したまま走らない 

走行前に必ず、運転席側および助手席側の=ラーをちとの位置にちどして、正 
し<調整する 

■5 ラーび動いているとさは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■ 5 ラーヒーターび作動しているとをは（ミラーヒーター装着車） 

鏡面び熱くなるので面れないでください。 


-4. シート-ミラー-八ンドルの調整のしかた 
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1-5. ドアガラスの開け方-閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作すると、ドアガラスを下記のよラに動かしまず。 
^ ~ m D 閉める 



曰自動全閉 X ’ 

0開ける 
Q 自動全開 X ’ 

&途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


I ウインドウ□ックスイッチ 



スイツチを巧すと、運転席じ(外のド 
アガラスび作動不可にな0まず。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 


白知識 ^ 

■作動を件 

"パワー"スイッチが日 N モードのとさ 
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-已.ドアガラスの開けち-閉め方 


■ A イブリッドシステム停止をの作動 

"パワー"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF にしたあとでち、約4已 
砂間はドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉す 
ると作動しなくなります。 

■挟み a み防止機能 

ドアガラスを閉めているとをに、窓巧とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開さます。 

■パワーウインドウを閉めることびできないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、閉めることびでさないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行ってください。 

♦まを停止し、"パワー"スイッチを ON モードの状態で、パワーウインドウ 
スイッチを「自動全開」の位置で引を続けることでドアガラスを閉めること 
びでをます。 

♦上記の操作を行ってもドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初 
期化を;欠の手順で実施して < ださい。 

お M 1 1パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ドアガ 
ラスを閉めたあと、さらにスイッチを6砂間引を続ける 

21バワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガ 
ラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2秒間押し続ける 

お M 3 I 再度、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引を続け、 
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2砂間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなりま 
す。上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 
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-已.ドアガラスの開けち-閉め方 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあります。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手- 
腕 •頭- 首などを挟んだり巻を込んだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないよラ声かけをし 
て < ださい。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれびあります。 

■挟み &み防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手' 腕' 頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
し、場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 
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1-6 .給油のしかた 

給油□の開け方 


巧の手順で給油□を開けて< ださい。 

■ 給油ずる前に 

"パワー"スイッチを OFF にして、ドアとドアガラスを閉めてくだ 


さい。 

■ 給油□の開けち 




IT016W003 


オープナーを 上げて、給油口を 
開ける 


キャップをゆつ<りまわして開 
ける 


キャップを八ンガーにかける 
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-日.給ミ由のしかた 


(給油□のキャップを閉めるとさは 



キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
ちど0ます。 


曰知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ1」ン 
■燃料タンク容量（参考値) 
4已 L 


102 









-日.給ミ由のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給ミ由するとをはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

• ボデーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による火巧で燃料に弓 I 火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ<0開ける 

キャップを開けるとさは、キャップのツマ=部分を持ち、ゆっくりと開けま 
す。ゆっくりと開けないと、気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を返 
すおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して乂巧を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦給 ミ由するときは給油□にノスレを確実に挿入してください。ノスレを浮かして 
継ぎ足し給油を行5と、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びあ 
0ます。 

♦正常に 給ミ由できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品けがのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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-日.給ミ由のしかた 


A ミち意 

■給油ず るときは 

指定し U 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン.軽ミ由-灯油-アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1- ス盜難防止システム 

イモビライザーシステム 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーむ外で 
は八イブリツドシステムを始動できません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


"パワー"スイッチを OFF にす 
ると、システムの作動を知らせ 
るためにインジケーターが点滅 
します。 

登録されたキーを携帯し、"パ 
ワー"スイッチをアクセサリー 
モードまたは日 N モードにすると 
システムが解除され、インジケー 
ターび消灯しまず。 


白知識 

■メンテナンスについて 

イモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■機能び正常に作動しないおそれのある状況 

周囲の環境や条件により、イモビライヴーシステムび正常に作動せず八イブ 
リツドシステムを始動できないことびあります。（一 P . 已 2) 


A を意 

■イモ ビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。 
システムび正常に作動しないおそれびあります。 
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1- ス盜難防止システム 

オートアラーム* 


侵入を検知した場合、音と光で警報しまず。 

■ オートアラームび作動ずるとを 

オー ト アラームを 設定ずると、次の よ ラな状況で オー ト アラームび 
作動します。 


• 施錠されたドアび、スマートエント1」一&スタートシステム•ワ 
イヤレス U モコン-メカニカルキーを使わずに解錠されたり、開 
けられたとさ 

• ボンネットび開けられたとさ 

G-BOOK mX Pro をご和用のお客様へは、オートアラームび作動 
した場合、メールや電話でお知日せずることびでさまず。 

詳しくは、別冊 r ナビゲーシヨンシステム取扱書/ G-BOOK オン 
ラインサービス/ G-SecurityJ を参照してください。 

■ オートアラームを設定ずるには 


ドア • ボンネットを閉め、スマー 
トエント U — & スター トシステ 
ム、ワイヤレス U モコンを使っ 
て施錠しまず。 

30秒じ(上経過ずると、自動的 
に設定されまず。 

オー トアラームび設定されるとイ 
ンジケーターは点なか5点滅にか 
ね0ます。 

■ オートアラームの設定を解除-作動を停止ずるには 

次のいずれかを行ってください。 

• ドアを解錠ずる 

• "パワー"スイッチをアクセサ U —モードまたは ON モードにずる 
か、八イブ U ッドシステムを始動ずる（数秒後に解除•停止しまず) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















-7. 盗難防止システム 


口知識— 

■メンテナンスについて 

オートアラームシステムのメンテナンスは不要です。 

■ ドアを施錠ずる前の確認 

オートアラームの思わめ作動、および盜難を防ぐため、なのことをおず確認し 
て < ださい。 

♦車内に人び柔っていないか 
• ドアガラスび閉じているか 
♦ま内に貴重品などを放置していないか 

■才ートアラームの作動について 

なのよラな場合、オートアラームび作動することびあります。オートアラーム 
の設定を解除-作動を停止する操作を行って<ださい。 

♦車内に残った人び、ドアやボンネットを 
開けたとを 


♦施錠後、補機バッテ U —あびりなどで充 
電や交換をしたとを 
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-7. 盗難防止システム 


■才ートアラーム作動によるドア□ック機能について 

♦オートアラームび作動したとをドアび解錠されていると車内への不正な侵 
入を防止するため自動的に施錠されます。 

♦オートアラームび作動したとさに車内でキーを閉じ込めないよラに、補機 
バッテ U —あびりなどで充電-交換する場合は車内にキーびないかを確認し 
て < ださい。 

■カスタマイズ機能 

メカニカルキーを使って解錠したとを、オートアラームび作動するよラに設定 
を変更することびでをます。（カスタマイズー覧； 一 P . 424) 


A ミち意 

■オー トアラームを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。 
システムび正常に作動しないおそれびあります。 
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1-8. ま全にお使いいただくために 

正しい運起を勢 


巧のま件に合った正しい姿勢で運區してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか日 
背を離さない（一 P . 6日） 

旦シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 69) 

曰各装置び操作しやずい背をた 
れの角度にずる（一 P . 已日） 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 94) 

曰へッドレストの中巧び耳のい 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる（一 P . 83) 

□ シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 86) 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近付けないで<ださい。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 
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1-8. ま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



イラストは7人柔〇車で代表しています。 


フ□ント SRS エアバッグ 

□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ 

日 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩巧) 



川 









. 安全にお使いいただくために 


白知識 — 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびあります。 
♦作動音と共に白いガスび発生します。 

♦フロント席-フロントピラー' U ヤピラー' ルーフサイドレールの一部分な 
どだけでなくエアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ-エアバッグ 
カバ— r ンフレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそ 
のちのち熱 < なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変おもしなし個定 
された壁に、ま速約20〜 30 km / h で正面衝突した場合の衝撃の強さに巧 
当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな、衝撃によつて移動や変おするちの 
に衝突した場合や、もぐり込むような衝突（例えば、車両前部びもぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝突を件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあ 
ります。 
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. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動ずるとき 
( SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイド&カーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび設定値（約1.已 t 
の車両び、約20〜 30 km / h の速度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃の強さ 
に相当する値）(上の場合に作動します。 

■衝巧がで作動ずるとを 

なのよラな状況で車両下部に強い衝撃を受けたとさち、フロント SRS エアバッ 
グび作動する場合びあります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、柔りこえたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグが作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃-横転-または低速での前 
ちからの衝撃では、通常は作動しません。ただし、それらの衝撃び前ちへの減 
速を十分に引き起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動することびあ 
ります。 

♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動しないとき 


( SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ) 


斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分な外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイド&カーテンシールドエアバッグび作動しない場合びあります。 

• 客室部分し U がの側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイド&カーテンシールドエアバッグは、前方や後方からの衝撃.横転- 
またはな速での側面からの衝撃では、通常は作動しません。 




♦前方からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とき、または破損-変おなどびあるとを 


♦ SRS サイド&力ーテンシールドエアバッ 
グはふくらまなかったび、事故でドア部 
分を衝突したとを、または破損•変开$な 
どびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分.ダッシュボード 
の助手席 SRS エアバッグ付近び傷付いた 
り、ひび割れたり、その他の損傷を受け 
たとを 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷付いた0、ひび割れた0、 
その他の損傷を受けたとさ 

参 SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロントピラー- U ヤピラー 
部-ルーフサイド部び傷付いたり、ひひ' 
割れたり、その他の損傷を受けたとを 




rroi8woi2 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強しかでふくらむため、特に乗員びエアバッグに近 
付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。乗員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特にを険です。 
シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 

♦お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

おテさまびルさくてシートベルトを使用できないときは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おモさまはセカンドシートまたはサードシート （7 人乗り車のみ）に乗せ、 
チャイルドシートまたはシートベルトを着用させることをおすすめします。 
(一 P ' 1 29) 



参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


♦お 子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


• ドアやフ□ントピラー-センターピラー- 
U ヤピラー.ルーフサイドレールへ寄り 
かからない 


♦助手席では、 ドアに向かってひざをつい 
たり、窓から顔や手を出したりしない 


♦ダッシュ ボード-八ンドルのパッド部分 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない 


♦ドア- フ□ントガラス-ドアガラス•フ 
□ントピラーおよび1」ヤピラー、ルーフ 
サイドレール-アシストグ1」ップなどに 
は何ち取り付けない（速度制限ラベルを 
除く 一 P . 388) 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

♦コート フックに八ンガーなどの硬いものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグび作動したとをにおげ出されて重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦ SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆ラよ5なシートアクセヴ U —を使 
用しないでください。エアバッグび展開する際、アクセヴ U —び干渉するおそ 
れびあります。そのよラなアクセヴ U —びエアバッグび正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグび誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため、ふれ 
ないでください。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

♦ SRS エアバッグび収納されてしぶパッド部およびフロント ピラーガーニッシュ 
部に傷び付していたり、ひび割れびあるときは、そのまま使用せずトヨタ販売店 
で交換してください。 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造. 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル-インストル ントパネル-ダッシュボード-シート-シート表皮- 
フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレール周辺の 
修理-取りはずし-改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパー-車内側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 
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1-8. ま全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずること 
がでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 


• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取0扱い説明書をお読み<ださい。 

• この車は200日年10月1曰施行の保安基準に適合した ISOFIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


■"子お専用ソ~卜の適合'を一巧 L し 1— て 

■質量 グループについて 

ECE R 44 X ’の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0;欠の5種類に分類されまず。 

グループ〇 : 10 kg まで 

グループ0+ : ] 3 kg まで 

グループ I :日〜 18 kg 

グループロ ：15~25 kg 
グループの ： 22〜3己 kg 

この本では代表的な次の3種類のモ供専巧シートをシートベルトで固 
定ずる方法を紹介しまず。 

* ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表示される分類記号と、それにとをなラ取り付け器 
具の記号にな0まず。 
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べビ—シ—卜 



チヤイルドシート 


ジュニアシート 



ECE R44 基準のグループ0、0^ 
にホ目当 


ECE R44 基準のグループ0+、 
に相当 



ECE R44 基準のグループ n、 の 
に相当 
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. 安全にお使いいただくために 











. 安全にお使いいただくために 


[シート位置別モ供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ〇ント 
シート 

セカンドシート 

サードシート 

(7 人乗り車のみ） 

助手席 

左ち席 

中央席 

左ち席 

0 (10k 巨まで） 

X 

U 

U 

U 

0+ (13kg まで） 

X 

U 

U 

U 

I ( 目〜1 8 kg ) 

前向を UF 

U 

U 

U 

ラしろ向を X 

n (1 己〜2己 k 邑） 

UF 

U 

U 

U 

皿に2〜 36 kg ) 

UF 

U 

U 

U 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ 'U —の子 
供専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ 'U —の前 
向を子供専用シートに適しています。 

X:子供専用シートを取り付けることはでをません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談 < ださい。 
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. 安全にお使いいただくために 


• 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置でのに日 FIX 
対応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業者 
または販売業ちにご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ'リーの 
に日 FIX 对応の前向き子供専用シートに適しています。 

IL :に日 FIX 子供専用シートのリストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準況 
用」カテ3リーの子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取0付けることはできません。 


質量グループ 

サイズ 

固定具 

車両に日 FIX 位置 

等級 

セカンドシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 (10 k 目まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 


E 

IS 0/ R 1 

IL 

0+ (13 k 巨まで） 

D 

IS 0/ R 2 

X 


C 

IS 0/ R 3 

X 


D 

IS 0/ R 2 

X 


C 

IS 0 /R 吕 

X 

I ( 目〜1 8 kg ) 

巨 

に日 / F 2 

IUF 


臣 1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 


A 

に日 / F 3 

IUF 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 


(1) 

X 

皿 （22 〜吕 6 k 呂） 


(1) 

X 


シー ト位置別子供専用 シー トの適合性一覧表 
り SOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


運転する前に 
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. 安全にお使いいただくために 


[旧 OFIX 子供専巧シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

に日円 X 子供専用シート 

カテ— 

0 

(1 日 k 呂まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO baby 

準況用 

が 

(13 k 呂まで） 

E 

に日/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO baby 

準況用 


白知識 


■ 旧0円 X 対応チヤイルドシート固定専用バーについて 


この車に標準装備されている ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それしツがのち 
のを使用することはでをません。 

■テ巧専用シートの選択-使用について 

•お子さまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、または 
販売業をにご相談ください。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、 
おテさまに合った子供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大を<、子供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使用してください。 
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. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」（一 P .122) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R44 適合の旧0円X対応子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」（一 P .123) を確認して、適切 
なシートを選択してください。 

Ejra 11おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び1已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

E3I1M 2 I サイズ等級を選択する 

na 五で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます 。’X 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級はに」.の」' 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 '旧」' 旧1」 ' 
に」' の」び該当します。 

&ただし、 該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両旧 0 FIX 位置」に 
「 X 」 と記載されているちのは選択でをません。また、 nu と記載され 
ている場合は、 nSOFIX 子供専用シートの I 」スト」 UP . 124) で指定 
されている製品を使用してください。 



1吕已 









. 安全にお使いいただくために 



モ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）モ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。& 

表示されている位置-記号などは、商品に 
よ0異な0ます。 



□ 旧0円 X 対応テ供専巧シートであること 
を:す表术 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

お M 2 I で確認したサイズ等級に適合し 
ているちのを選択してください。 


UNIVERSAL 9- 18 kg 



04み*** 


曰ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL はミ化用品の認可であること 
を表し、併せて、対象となるお子さまの 
体重の範囲び記載されています。 



且トップ テヴー(一 P .129) を示す マー ク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 



































■旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別） 


■助手席にモ巧専用シートを取り付けるとさ 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 

•背ちたれを直立状態にする 
♦シートをいちばん5しろに下げる 


■キヤリコットについて 

キヤ U コットは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。 
詳し<は子供専用シート製造業者または販売業ちにお尋ね<ださい。 
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A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向を幼お用チャイルドシート 

目り S 日 / F 2 X 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別物犬のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 



. 安全にお使いいただくために 














. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使巧しないとをであっても、シートに適切にしっかりと取 
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

♦モ 供専巧シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずしてな管するか、 
ラゲージルーム内に、容易に動かないよラに収納してください。 
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1-8. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはセカンドシートまたはヴードシート (7 人乗り車のみ) 
に取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取り扱い説明書に従ってください。 





シートベルトによる取り付け 
(一 P ' 130) 


IS 0 FIX 対応チャイルドシート 
固定専用パー(一 P .132) 

セカンドシートの左ち席に装備さ 
れています。（固定専用バーび装備 
されていることを示すタグびシー 
卜に付いています） 


トップテヴーアンカー 
(一 P ' ] 33) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トップテヴーアンカーは、セカンド 
シートのそれぞれの座席に装備さ 
れています。 


























1-8. 安全にお使いいただくために 


[シ—トベルトで固定ずる 




背ちたれの角度を調整する 

レバー （ n または且）を弓 I きなびら、 
いったん背わたれを前に倒し、一段目 
の固定位置まで起こします。 

(^ P . 73 ,79) 

イラストは7人乗り車のセカンドシー 
卜で代表しています。レバー n は7 
人柔〇車のみ装着されています。 

チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け’气プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする 

チャイルドシートに付属の取0扱い 
説明書に従い、シートベルトをチャイ 
ルドシートにしっか0と固定させて 
<ださい。 

※チャイルドシートがへッドレスト 
にかかる場合は、へッドレストを上 
ばるか、取0はずしてください。 
(^ P . 83) 
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. 安全にお使いいただくために 


チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ツキングク U ツプ側売）を 
使用して固定する 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ツキングク U ツプ品番： 

731 19-22010) 

取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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. 安全にお使いいただくために 


I 旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用パ‘ 一& トップテザーアンカーで固定ずる 





背ちたれの角度を調整する 

レバー （ n または且）を弓 I きなびら、 
いったん背わたれを前に倒し、一段目 
の固定位置まで起こします。 

UP . 73) 

イラストは7人乗0車で代表してい 
ます。レバ ー n は7人乗り車のみ装 
着されています。 

へッドレストを上げる 
UP . 83) 

チヤイルドシートがへッドレストに 
かかる場合は、へッドレストを取りは 
ずして < ださい。 


ファスナーを下げ、固定専用バー 
の位置を確認する 

固定専用ノ く一は、シートクッションの 
奥にあります。 












































. 安全にお使いいただくために 





チャイルドシートをシートに取り 
付ける 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
0付けます。 

取0付け方法は、それぞれの商品に 
付属の取0扱い説明書に従ってくだ 
さい。 


トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されていることを確認 
します。 


取り付けたチヤイルドシートを輕 
くゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ずおテさまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。おモさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、お子さまびフ□ントガラスや乗員、ま内の装備にぶつかり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して、セカンド 
シートまたはサードシート （7 人乗り車のみ）に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア•シート-フロントピラー- 
U ヤピラー'ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ももたれ 
かけさせないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変 
を険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお読み 
の上、確実に取り付け、使用方法をお守り<ださい。使用ち法を誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合 
は、八ヴ5などでシートベルトを切断してください。 

• シートベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

♦チャイルド シートを左もに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側のセカンドシート 
に取り付けてください。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
ください。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 



IT018W004 

♦やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルド 
シートをラしろ向をに取り付けないでください。 

5しろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふく 
らんだとを、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せて参 
照してください。 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるとをは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばん5しろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力で面<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないよラに 
してください。お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 
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. ち全にお使いいただくために 



運巧するとをに 2 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむがけて、巧の手順で走行してください。 

■八イブリッドシステムを始動ずる 

一 P ' 1已0 

■発進ずる 

iium ブレーキペダルを踏んだまま、シフトポジションを D にずる 
(一 P . 1已 8) 

シフトポジション表示なび D であることをメーターで確認します。 
(一口. 169) 

固圆®パーキングブレーキを解除ずる（一 P . 167) 

固圆[互ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっ 
<0踏み発進ずる 

■停車ずる 

EHm シフトポジションは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固圆[互必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトポジションを P にします。（- > P .161) 

■ 駐車ずる 

お麵|1 1車を完全に停止させる 

固圆[互パーキングブレーキをかける（一 P .167) 

固圆[互シフトポジションを P にずる（一口.161) 

シフトポジション表示なび P であることをメーターで確認します。 
(一口. 169) 

固圆[互"パワ ー" スイッチを OFF にして、八イブ U ッドシステムを 
停止ずる 

11»51 ブレーキ ペダルからゆっくり足を離ず 

固圆[互電モキーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め®^を使用してく 
ださい。 

^輪止めはトヨタ販売店で購入することびでさまず。 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

feitii 11ブレーキ ペダルを踏んだまま、 ノ （ーキングブ レーキを しっかりか 
け、シフトポジシヨンを D にずる 

巨画互ブレーキペダルから足を離し、アクセルペダルをゆっくり踏む 
巨画互車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発 
進ずる 

U 知識 

■上り坂発進について 

ヒルスタートアシストコントロールを使用することびでをます。（一 P . 217) 

■燃費を良くずる走りち 

八イブ1」ッド車ち急加速を控えるなど、通常のガソ U ン車と同様のむびけび必 
要です。 P . 38の「八イブ U ッド車運転のアドバイス」を参照してください。 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高ま走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンノ f 一やアル5ボデー 
部に取り付けることはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るときは 

ブレーキペダルをしっかり踏み込んだまま、シフトレバーを操作してください。 
ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運 面ずるときは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
し、状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラミ主意してください。 

-車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をとり、フレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足でのフ レーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦八 イブ1」ッド車は電気モーターでの走行時にエンジン音びしないため、周囲の 
人び車両の接近に気び付かない場合びあります。車両接近通報装置を ON にし 
てち、周囲の騒音などび大をい場合は、車両の接近に気び付かない場合びあり 
ますので、十分注意して運転してください。 

♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないでくだ 
さい。 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近<にあると火災につなびるおそ 
れびあ0を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦前進 側のシフトポジションのまま惰性で後退したり、 R のまま惰性で前進する 
ことは絶対にやめてください。 

思わめ事故や故障につなびるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認して < ださい。多量の排気ガスび眠気を招を事故の原因になるほ 
か、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトポジションを P にしないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトポジションを R にしないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトポジションを D にしないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトポジションを N にすると、八イブ U ッドシステムの動力伝達び 
解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中に八イブ U ッドシステムを停止しないでください。走行 
中に八イブ U ッドシステムを停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能で 
すび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとフレーキの操作び困 
難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。 
なお、通常のち法で車両を停止する事びでさないよ5な緊急時は、 P . 41己を 
参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P .163) 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドア5ラー-インナ ー5 ラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤0、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

• すべての乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして < ださ 
しん重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■すべりやすい 路面を運転ずるとをは 

♦急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
くなり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦急激な エンジンブレーキやエンジン回転数の変化は、車び横すべりするなどし 
て、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦水た ま D 走行後はフレーキペダルを踏んでブレーキび正常に働くことを確認 
してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなったり、め 
れていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につなびる 
おそれびあ D を険です。 

■シフ トレパーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。シフ 
トポジションび P または N し U 外にあると、車び急発進し、思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

シフトレバーの操作後は、メーター内のシフトポジション表示なで現在のシフ 
トポジションを必ず確認してください。 

■継続的に ブレーキ付おか5警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してくださ 
し、。お要なとさにバッドの交換び行われないと、ディスク□ーターの損傷につ 
なびる場合びあります。 

パッドやローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗していをます。摩耗 
の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事故につなびるお 
それびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るときは 

♦不必要に アクセルペダルを踏み込まないでください。 

シフトポジションび P または N し U 外にあると、車び急発進して思わめ事故に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

♦長時間 READY インジケーターび点灯したままにしないでください。 

どラしてち必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦まび 動き出すことによる事故を防ぐため、 READY インジケーターび点なして 
しぶときは常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをか 
けて < ださい。 

♦坂道で 停まするとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦停ま 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近 < にあると火災につなびるおそれびありを険です。 

■駐車ず るとさは 

♦必ず パーキングブレーキをしっかりとかけて、シフトポジションを P にして 
ください。 P にしておかないと、車び動を出したり、誤ってアクセルペダル 
を踏んだとさに急発進するおそれびあります。また、車から離れるとさは、必 
ず八イブリッドシステムを停止し、施錠してください。 

八イブ U ッド車は走行でをる状態 （ READY インジケーターび点なしている 
状態）になっていてち、音や振動びない場合びあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦炎天下では、 メガネ-ライター-スプレー宙-炭酸飲料の宙などを車内に放置 
しないで < ださい。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびもれたり、出火する 
-プラスチックレンズ■プラスチック素巧のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料のちび破裂して車内を巧した D 、 電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグ□-フボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストルメ 
ントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かなし巧ください。 
吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウ 
インドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側 
に反射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ READY インジケーターび点灯しているとを、または八イブ U ッドシステム停 
止直後は、排気管にふれないでください。 

やけどをするおそれびあ0ます。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、八イフ U ッドシステムを作動させたままにし 
ないでください。まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大 
な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦換気び 悪い場所では八イフ1」ッドシステムを停止してください。 

特に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び縦ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■仮 旧ずるとさは 

必ず"パワー"スイッチを OFF にしてください。 

READY インジケーターび点なした状態のまま仮旧すると、無意識にシフトレ 
バーを動かしたり、アクセルペダルを踏み込んだりして、事故や八イブ U ッド 
システムの異常過熱による火災び発生するおそれびあります。さらに、風通し 
の悪い場所に停めると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 



147 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりちま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くなり、ブレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかから 
ないおそれちあります。 

♦電子 制御ブレーキシステムび機能しないときは、他の車に近付いたりしないで 
ください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりちブレーキペダルを強く踏むお要 
びあります。また制動距離ち長<なります。 

♦ブレーキ システムは2つの独立したシステムで構成されており、1つの油圧シ 
ステムび故障してち、残りは作動します。この場合、ブレーキペダルを通常よ 
り強く踏む必要びあり、制動距離び長くなります。この状態で走行しないでく 
ださい。走行中、ブレーキ警告な啸色）び点なしたときは、ただちに安全な 
場所に停まし、トヨタ販売店へご連絡<ださい。 


A ま意 

■運転 中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。 
アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びあ 
ります。 

♦巧 道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦バ ワーステア U ングモーターの損傷を防ぐため、ノ V ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■走行 中にタイヤだりてンクした5 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合の対処法は P . 363, 378を参照してください。 

■冠 水路走行に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、なのよ5な重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンスト する 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店でなの点検をしてください。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン オイル.トランス5ッションフルードの量および質の変化 
♦各 ベア U ング.各ジョイント部などの涵滑不良 

冠水により P ポジション制御システムび損傷すると、シフトポジションび P に 
切りかえられない、または P から他のシフトポジションに切りかえられなくなる 
可能性びあ D ます。 P から他のシフトポジションに切 D かえられない場合は、パー 
キングロックにより、前輪び固定されているため、他車に□ープなどでけん引し 
てちらラことはでをません。その場合は、前輪を持ち上げるか、4輪とち持ち上 
げて運搬してください。 
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2-1 .運転のしかた 

パワー（イグニッシヨン）スイッチ 


電子キーを携帯して;欠の操作を巧ラことで、八イブリッドシステムの 
始動または"パワ ー" スイッチのモードを切りかえることびできまず。 

■八イブリッドシステム始動のしかた 

111[五パーキングブレーキがかかっていることを確認ずる 
him 2 1ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む 

"パワー"スイッチ上のインジケーターが緑色に点灯しまず。 

緑色に点灯していないと、八イブリッドシステムは始動しません。 

シフトポジションが N と表示されているときは、八イブリッドシステ 
ムを始動でをません。必ず P にしてから始動してください。 （^ P . 161) 



"パワー"スイッチを押す 
"パワー"スイッチのどのモードか 
らでち八イブリッドシステムを始 
動でをまず。 

完全に八イブリッドシステムが始 
動するまで、 ブレーキ ペダルを踏 
み続けてください。 


固画[互 READY インジケーターが点好したことを確認する 

READY インジケーターび点滅から点灯にかわり、ブヴーび鳴れば、八 
イブリツドシステムは正常に始動していまず。 

READY インジケーターが消打している状態では走行でをません。 
READY インジケーターび点打していれば、ガソリンエンジンび停止 
していてち走行でをます。（車両の状態に応じて、ガソ U ンエンジンは 
自動で始動-停止しまず） 


1已〇 










































2-1 .運転のしかた 


■八イブリッドシステム停止のしかた 

lEjrill 1 I 車両を完全に停止させる 

固圆[互パーキングブレーキをかける（一 P . 1 67) 

固圆[互シフトポジションを P にずる（一 P .161) 

シフトポジション表示なび P であることをメーターで確認します。 
(一口.169) 

111 [互"パワー"スイッチを押ず 

八イブリッドシステムび停止します。 

固圆 [司ブレーキペダルか日ゆっくり足を離して"パワー"スイッチ 
上のインジケーターび消なしていることを確認ずる 

■"パワー"スイッチ切りかえ 

ブレーキペダルを踏まずに"パワー"スイッチを巧ずと、モードを 
切りかえることびでさまず。（スイッチを巧ずごとにモードび切り 
かわります） 

OFF 

非常点滅なび使用でをます。 

アクセサ U —モード 

アクセサ U —ソケットなどの電装 
品び使用でさます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

ON モード 

すべての電装品び使用でさます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 
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2-1 .運転のしかた 


白知識 

■自動電源 OFF 機首目 

シフトポジションび P にあるとを、20分し iLh アクセヴ U - モードか1時間1；( 
上 ON モード（八イブ U ッドシステムび始動していない状態）にしたままにし 
ておくと、"パワー"スイッチび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、補機バッテ U - あびりを完全に防ぐものでは 
あ0ません。八イフ U ッドシステムび始動していないとをは、"パワー"スイッ 
チをアクセヴ U —モードまたは ON モードにしたまま長時間放置しないでくだ 
さい。 

■高電圧リレーの音について 

八イブ U ッドシステム始動時および停止時に、駆動用電池付近から"コトン"、 
"カチッ"などの音び聞こえることびあります。これは高電圧 U レーの音で、異 
常ではありません。 

■電子キーの電池の消耗について 

一 P . 已已 

■が気温び低いときは 

八イブリッドシステム始動時に READY インジケーターの点滅時間び長くなる 
ことびあります。 READY インジケーターび点なすれば走行可能になりますの 
で点巧するまでそのままお待ちください。 

■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 已2 

■ご留意いただきたいこと 

一 P ' 已3 

■ A イブリッドシステムがさ台動しないとさは 

イモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。（一 P .105) 


1已2 





2-1 .運転のしかた 


■ ソくワ ー" スイッチ上のインジケーターが桓色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■万一、 READY インジケーターが点なしないとさは 

正しい手順で始動操作を行っても READY インジケーターび点なしない場合は、 
ただちにトヨタ販売店へご連絡ください。 

■ イブリッドシステムに異常びあるときは 

一 P . 3已3 

■ 電子キーの電池び切れたときは 

一 P . 332 

■ソ':ワ ー" スイッチの操作について 

♦"パワー"スイッチを操作する際は、短く確実に押してください。確実に押 
せていない場合は、モードの切りかえや八イブ U ッドシステムの始動びでを 
ない場合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

♦"バワ ー" スイッチ OFF 後、すぐに再始動した場合は、八イフ U ッドシステ 
ムび始動しない場合びあります。"パワー"スイッチ OFF 後の再始動は、数 
砂待ってから操作してください。 

■自動 P ポジション切りかえ機能について 

一 P ' 1己3 

■ P ポジション制御システムについて 

P ポジション制御システムび故障すると、"パワー"スイッチを OFF にでをな 
くなることびあります。その場合は、パーキングブレーキをかけると、スイッ 
チを OFF にすることびでをます。 

システムび故障した場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■メー 勺 —表示について 

"パワー"スイッチを OFF にすると、各表示びなのよラに消えます。 

♦約2秒後にシフトポジション表示なび消えます。 

♦約30砂後にオドメーターや時計などび消えます。 

(30 秒間経過する前でも、ドアを施錠すると各表示びすぐに消えます） 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ A イブリッドシステムを始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
こにつなびるおそれびあります。 

■緊急 時の/\イブリッドシステム停止ち法 

走行中に八イブ U ッドシステムを緊急停止したい場合には、"パワー"スイッチ 
を3砂け上押し続けるか、素早く 3回な上連続で押してください。 

ただし、緊急時し:!がは走行中に"パワー"スイッチにふれないでください。走 
行中に八イブ U ッドシステムを停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能で 
すび、操作力補助びな<な0ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困 
難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路協に停車してください。 


/!\ ま意 

■ 補機バッテリーあげりを防止ずるために 

♦八 イブ U ッドシステム停止中は、"パワー"スイッチをアクセヴ U - モードま 
たは ON モードにしたまま長時間放置しないでください。 

♦八 イブ U ッドシステム停止中に、"バワ ー’’ スイッチのインジケーターび消な 
していない場合、"バワー"スイッチび OFF になつていません。"パワー"ス 
イッチを OFF にしてから車両を離れてください。 

■ソ ':ワ ー" スイッチの操作について 

"パワー"スイッチ操作時に引つかかりなどの違和感びあるとをは、故障のおそ 
れびあります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡ください。 


1已4 










2-1 .運転のしかた 

EV ドライブモード 


EV ドライブモードは、駆動用電池を使い電気モーターを駆動して走 
行ずるモードでず。早朝、深夜の住宅街や屋内の駐車場などで、エン 
ジン音や排気ガスを気にずることなく走巧ずることびできまず。 

通常は車両接近通報装置が ON になっているため、静かに走行したい 
場合は OFF にしてください。（一 P . 26) 


EV ドライブモードの ON . OFF 
を切りかえる 

EV ドライブモードになると、 EV ド 
ライブモード表示なび点なします。 

わう一度スイッチを巧すと通常走 
行（ガソ I 」ンエンジンと電気モー 
夕一による走行）にちどりまず。 




1已已 

















































2-1 .運転のしかた 


曰知識 


■ EV ドライブモードの切りかえについて 

なのとを X ’は EV ドライブモードに切りかわらない場合びあります。 EV ドライ 
ブモードに切りかわらないとをは、フヴーで運転者にお知らせします。 

♦八イブ U ッドシステムび高温のとを 
炎天下に駐車したあとや登降坂、高速走行後など 

♦八イブ U ッドシステムび低温のとを 
約0でを下まわるよラな化温下に長時間駐車したあとなど 

♦ガソ U ンエンジンび暖機運転中のとを 
♦駆動用電池の充電量び化いとを 

メーターに表示される駆動用電池の残量び少ない状態（一 P . 1己 9) 

♦車速び高いとを 

♦アクセルペダルを大を<踏み込んだとをや坂道など 
♦フ□ントデフ□スターを使用しているとを 

^状況により、上記の他にち EV ドライブモードに切りかわ日ない場合びありまず。 

■ガソリンエンジンが;をえているときの EV ドライブモードの切りかえについて 

ガソ U ンエンジンび;令えているとさに八イブ U ッドシステムを始動した場合、 
しばらくすると暖機運転のためガソ1」ンエンジンび自動的に始動し、 EV ドライ 
ブモードに切りかえることびでさな<なります。 

八イブ U ッドシステム始動操作後、 READY インジケーターび点なしたら、ガ 
ソ U ンエンジンび始動する前に EV ドライブモードスイッチを押してください。 


1已6 





2-1 .運転のしかた 


■EV ドライブモードの自動解除について 

EV ドライブモードで走行中、なのとをは自動的に通常走行（ガソ U ンエンジン 
と電気モーターによる走行）になることびあります。 EV ドライブモードび解除 
されるとさは、ブヴーび鳴り、 EV ドライブモード表示なび点滅したあと、消灯 
します。 

♦駆動用電池の充電量び低下したとを 
♦ま速び高いとさ 

♦アクセルペダルを大をく踏み込んだとをや坂道など 

■ EV ドライブモードの走行可能距離 

EV ドライブモードの走行可能距離は、車速約 55 km/h し U 下で、数百 m から 
2 km 程度です。（走行可能距離は、駆動用電池の充電量や八イブ U ッドシステ 
ムの状況によつて異なります） 

■走行モード（一 P.160) の切りかえについて 

EV ドライブモードとエコドライブモード/パワーモードは併用することびでを 
ます。 

ただし、パワーモードとの併用時は EV ドライブモードび自動解除されやすくな 
ることびあります。 

■燃費について 

プ U ウスひは、通常走行（ガソ U ンエンジンと電気モーターによる走行）にお 
いて、最も燃費びよくなるよラに制御されています。 EV ドライブモードを多用 
すると、燃費び悪くなることびあります。 


A 警告 

■ EV ドライブモードについて 

EV ドライブモードではエンジン音びしないため、周囲の人び車両の発進や接近 
に気び付かない場合びあります。特に車両接近通報装置を OFF にしている場合 
は、十分ま意して運転してください。 
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2-1 .運転のしかた 

トランス5ッシヨン 


状況に応じてシフトポジションを選択してください。 
■シフトレバーの動かしち 



シフトレバーは、ゆっくり確実に操作してください。 

S D または R に切りかえるとさは、ゲートにそってそのまま操 
^ 作しまず。 

与> N に切りかえるときは、もにスライドさせ、しば日く保持しまず。 
シフトポジションび D のときのみ、巨に切りかえび可能でず。 

• シフトレバーを操作したあとは、常にもとの位置にもどりまず。 

P か5 N • D • R へ、または D か5 R 、 および R から D へ切りかえるときは、 
ブレーキペダルを踏み、車び完全に停止している状態で行ってください。 


1已8 






































2-1 .運転のしかた 


且シフトポジション表示好 

現在のシフトポジションに連動して、シフトポジション表示灯上の枠の表示位 
置びかわ0まず。 

D - B 1；1外のとをは、シフトポジション表示打の目ち向への矢印と目表示び消 
灯します。 

シフトレバーを操作したあとは、シフトポジション表示灯で、目的のシフトポ 
ジションに切りかねったことを必ず確認してください。 

■ シフトポジションの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車または八イフ U ッドシステム始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行 ‘X 

臣 

急な下り坂など、強いエンジンブレーキび必要なとを 


^燃費向上や騒音の低減のために、通常は D を使用してください。 



1已9 
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■走行モードの選択 

走行-使用条件に合わせて次のモードを選択でさまず。 



n エコドライブモード 

通常に< b ベてアクセルペダルの踏み込みに巧ずるトルクの発生 
びゆるやかになり、またエアコン（暖房•を房）の作動を抑え、燃 
費を向上させる走行に適していまず。 

スイッチを巧すと、メーター内の ECO MODE 表示なび点なしまず。 

曰パワーモード 

山岳路などで、アクセルレスポンスのよい、きびきびとした走りを 
楽しみたいとさに適していまず。 

スイッチを巧すと、メーター内のバワーモード表示なび点なします。 
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2-1 .運転のしかた 


[ p ポジションスイッチ 

■ シフトポジションを P に切りかえるときは 


車を完全に停止させ、パーキング 
ブレーキをかけ、 P ポジションス 
イッチを巧す 

シフトポジションを P にすると、ス 
イッチの作動表示なび点なします。 
シフトポジション表示なで、 P の位置 
の枠び点なしていることを必ず確認 
して < ださい。 


■ P か5他のシフトポジションに切りかえるとをは 

• ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、シフトレバーを操作しまず。 
(ブレーキペダルを踏まずにシフトレバーを操作ずると、ブヴーび鳴 
りシフトポジションの切りかえびでさません） 

• 操作後は、シフトポジション表示巧で、目的のシフトポジションに 
切0かわったことを必ず確認して < ださい。 

• P から直接、シフトポジションを巨に切りかえることはできません。 
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2-1 .運転のしかた 


白知識 — 

■エコドライブモードのエアコン作動について 

エコドライブモードは燃費向上を図るため、エアコンの風量や暖房/;令房の作 
動を抑制しており、暖房/;令房の効をび弱いと感じられることびあります。 
効きを強くしたいとをは、風量を上げるかエコドライブモードを解除してくだ 
さい。 

■シフトポジションについて 

♦ "ノの一"スイツチび OFF のとをはシフトポジションの切りかえはでをません。 

• "パワー"スイツチび ON モードで、 READY インジケーターび消灯している 
とさは、 N にのみ切りかえび巧能です。シフトレバーを操作して D または 
R の位置でな持したとさち N に切りかわります。 

♦ READY インジケーターび点な中は、ドから、 D • N • R を選択でをます。 

♦ READY インジケーターび点滅しているとをは、シフトレバーを操作しても 
P から他のシフトポジションに切りかえることはでをません。 READY イン 
ジケーターび点滅から点なにかわってから、再度シフトレバーを操作して< 
ださい。 

♦ D し U 外から直接、 B に切りかえることはでをません。 

また、下記の操作を行5とフヴーび鳴 D 、 シフトポジションの切0かえび無効 
になるとをや、自動的に N に切りかわる場合びあります。その場合は適切なシ 
フトポジションに切0かえてください。 

♦シフトポジションの切りかえを無効にするとを 

. ブレーキ ペダルを踏まずにシフト レバーを 操作して、 P から他のシフトポ 
ジションに切りかえよラとした 

-シフトレバーを操作して、シフトポジションを P または N から B に切り 
かえよラとした 


162 





2-1 .運転のしかた 


♦自動的にシフトポジションび N に切りかねるとを 
-走行中に、 P ポジションスイッチを押した‘ X 1 

-車両び前進しているとをにシフトレバーを操作して、シフトポジションを 
R に切りかえよラとした ’X 2 

-車両び後退しているとをにシフトレバーを操作して、シフトポジションを 
□ に切りかえよラとした ’X 3 

-シフトレバーを操作して、シフトポジションを R から B に切りかえよう 
とした 

極低速走行時は、 P に切0かわることびあ0ます。 

^ 2ほま走行時は、 R に切0かわることびあ0ます。 

^ 3ほま走行時は、 D に切 0 かわることびあ 0 ます。 

■リバース警告ブザー 

シフトポジションを R にするとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせ 
ます。 

■シフトポジションが N でアクセルペダルを踏んだとさ 

フヴーび鳴り、 N であることを運転者に巧らせます。 

■自動 P ポジション切りかえ機能について 

"パワー"スイッチび ON モードの状態でシフトポジションび P し U 外のとを、車 
両を完全に停止させ"バワー’’スイッチを押すと、自動的にシフトポジション 
び P に切りかねり、"パワー"スイッチび OFF になります。 

■シフトポジションび P か S 切りかわ S ない場合は 

補機ノ（ッテ1」一あびりの可能性びあります。補機ノ（ッテ1」一びあびってしまっ 
た場合の対処法は、 P . 403を参照してください。 

■エンジンブレーキについて 

♦高速走行時は、通常の車にくらべてエンジンブレーキによる減速感び小さく 
なります。 

♦強いエンジンブレーキび必要な場合は、シフトポジションを B にしてくだ 
さい。 
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2-1 .運転のしかた 


■エコ ドライブ モー ド/パワ ーモー ドを解除ずるときは 

♦再度スイッチを押します。なお、"パワー"スイッチを OFF にするとパワー 
モードは自動的に解除されますび、エコドライブモードはスイッチを押して 
解除するまで、"パワー"スイッチを OFF にしてを自動では解除されません。 

♦エコドライブモードのとをにパワーモードスイッチを押す、またはその逆の 
操作を行ラと、あとから押したスイッチのモードに切りかわります。 

■ EV ドライブモード時の走巧モードの切りかえについて 

一 P . 1已7 

■ 補機バッテリーを脱着したときは 

一 P . 40己 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び、横すベりやスピンの原因になりますので注意して<ださい。 

■シフト レバーについて 

シフトレバーのノブを取りはずしたり、純正品しツ外のノブを取り付けたりしな 
いでください。また、ものをぶら下げたりしないでください。シフトレバーび 
定位置にちどらなくなって、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■P ポジションスイッチについて 

車び動いているとをは、 P ポジションスイッチにふれないで<ださい。 

停車直前など、極な速走行中に P ポジションスイッチを押すと、シフトポジショ 
ンび P に切りかわることびあるため、車び急停止して思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■駆動 用電池の巧電について 

シフトポジションび N では、ガソ U ンエンジンび回転していても駆動用電池は 
充電されないため、 N で長時間放置すると駆動用電池の残量び低下し、走行不 
能になるおそれびあります。 

■P ポジション制御システムの異常び考え5れるとき 

なのよラな状態になったとさは、 P ポジション制御システムの異常び考えられ 
ます。を全で平坦な場所に停車し、パーキングブレーキをかけて、トヨタ販売 
店にご連絡ください。 

♦ メーターに 「P ロック異常駐車時は確実にパーキングブレーキをかけて下さ 
し、」とま示されたとき（一 P . 3已已） 

• P ポジション制御システム警告なび点なしたとを 
♦シフ トポジション表示なの選択枠し U 外び全て点灯したとを 
♦シフ トポジション表示なび点なしないとを 

■シフ トポジションの切りかえ操作について 

P から P し U 外、および P し U 外から P への切りかえ操作を短時間にくり返し行わ 
ないでください。そのよラな操作を行ラと、システムな護のため、一定時間 P 
からの切りかえびでをなくなることびあります。その場合は、時間をおいてか 
ら操作し直してください。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指巧レバー 


レイ（一操作により、巧のよラに運転ちの意思を表示ずることができ 
まず。 



n 左折 
且ち折 

□ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、左側ち向指示 
なび点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離ずまで、ち側ち向指示 
なび点滅します。 


白知識 
■作動を件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 
■ 表示なの点滅び異常にをくなったとさは 

ち向指示好の電球び切れていないか確認して < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


パーキングブレーキをかけるに 
は、ち足でブレーキペダルを踏 
みなび日、左足でパーキングブ 
レーキペダルをいっぱいまで踏 
み込む（再度踏み込むと解除さ 
れる） 


白知識 

■パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

一 P . 3已2 

■を季のパーキングブレーキの使用について 

「寒;令時の運転」（一 P . 230) の記載を参照してください。 


A を意 
■走行 前のを意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 


八ンドルの h = f 周辺部を押 
すとホーンび鳴りまず。 


□知識 — 

■/\ンドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 94) 
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2-2. メーター の見方 

計器類 



"パワー"スイッチを ON モードにすると計器類が表示されます。 

□時計 

-^ P . 269 

且オドーター/卜 U ッつ木~夕~ 

オド;ーター ：走行した総距離を表示します。 

トリップ六一夕一：リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、 
卜 U ップ A • 卜 U ップ目の2種類で使い分けることびで 
をます。 

□ ドライブ モニター 

瞬間燃費-平均燃費-航続可能距離を表示します。 

□ 燃料計 

燃料残量を示しまず。 

且シフトポジション表示好 

現在のシフトポジションを表示します。 

且駆動用電池残量表示 

現在の駆動用電池残量を8段階で表示します。 
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2-2. メーターの見方 


B 八イブ U ッドシステムインジケーター 

八イブ U ツドシステムの出力や回生レベルを示します。 

□スピードメーター 
車両の走行ま度を示しまず。 


[オドメーター/トリップメーター表示の切りかえ 



八ンドルにある TRIP スイッチを 
巧ずごとに表示び切0かわ0ま 
す。また、卜 U ップメーター表示 
中に巧したまま保持ずると、走行 
距離を0にちどしまず。 
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2-2. メーターの見方 


I メーター照度調壁スイッチ 


車幅灯び点な中で、かつ周囲び暗 
いとさ、スイッチを巧ずたびに、 
メーター表示の明るさび切0かわ 
りまず。 

メーター表示は、4段階に明るさを調 
整でをます。 


[ ドライブモニターの表示項目切りかえ 


項目を切りかえるには、八ンドル 
にある DISP スイッチを巧しまず。 
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2-2. メーターの見方 


I ドライブ モニターの 表示項目 


■瞬間燃費 



■平均燃費 


AVcB の 5 km/L 


現在の瞬間燃費を表おしまず。 


オド メーター/ 卜 U ップ メーターの それ 
ぞれで平均燃費を表おしまず。 

-オドーター表示中、またはオド六一 
ター/卜 U ップ;< ー ターが非表示のとさ 
には、 U セットしてからの平均燃費が表 
示されます。 

-卜 U ップメーター表示中には、リセットし 
てからの卜 U ップ^ーターの距離に連動し 
た平均燃費び表示されます。 

リセットするには、平均燃費表示中に D に P 
スイッチを1抄政上押します。 

表示される平均燃費は、参考として利用して 
<ださい。 


■航続可能距離 

現在の燃料残量で走行でさる、およその 
距離を表おしまず。 

-表示される距離は過まの平均燃費をちとに 
算出されるため、表おされる距離を実際に 
走行でをるとは限0ません。 

-燃料給ミ由量びみ量の場合、表示び更新され 
ないことびあ0まず。 



■セッティング画面 



八イブ1」ッドシステムインジケーターの 
表示項目の設定びでさまず。（一 P . 1 75) 
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2-2. メーターの見方 


八イブリツドシステムィンジケーター 



アクセル操作の状況や、八イブ U ツドシステムの作動状況に応じて、イ 
ンジケーターの表示び変化しまず。このインジケーターの状態を確認ず 
ることで、より環境に配慮した走行び巧能となりまず。 

■各アイコン類の名称•意味 

n エコドライブインジケーターラ 
ンプ 

環境に配慮した運転をしているとを 
に点なしまず。 

旦八イブ U ツドシステムインジ 
ケーター 

下記の「八イブ U ツドシステムイン 
ジケーターの見ち」を参照して<だ 
さい。 

OEV ドライブインジケーター 

電気モーターのみで走行していると 
をに点なします。 

八イブリツドシステムインジケーターの見ち 

インジケーターび、現在どのエ U アにあるかを確認ずることで、車両 
の走行状況を巧握でをまず。 

n チャージエ U ア 
曰エコエ U ア 
Q 八イブ U ッドエコェ1」ァ 
Q パワーェ U ア 
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2-2. メーターの見方 


インジケーターび各ェ U アにあるときの走行状況は、次のとおりでず。 


八イブ U ッドシステムインジケーターの状態 

画面表示’X1 

チャージエ U アにあるとを 

回生ブレーキ機能 （^P. 2己）により、エネルギーを回収 
して駆動用電池を充電している状態& 2を示します。 




エコエ U アにあるとを 

環境に配慮した走行をしている状態を示します。 




八イブ U ッドエコエ U アにあるとを 

ガソリンエンジンの動力を使用しない状況夕3をを<含 
む状態を示します。 




パワーエ U アにあるとを 

全開走行時など、エコ運転の範囲をこえている状態を示し 
ます。 


圓 



1画面は説明のための例であ0、実際の表示と異なる場合びあ0ます。 

2表示状態は目安であ0、実際とは異なる場合びあ0まず。 

3ガソ IJ ンエンジンは、各種の条件によ0自動的に停止-再始動しまず。 
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2-2. メーターの見方 


八イブリツドシステムインジケーターの設定変更 


DISP スイッチを操作して、八イブ U ッドシステムインジケーターの表 
示項目を変更することびでさまず。安全に操作ずることびでさる場所に 
停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトポジションを P にしまず。 



ITO22W011a 



DISP スイッチを巧してドライブ 
モニターに セッティング画面を表 
おさせたあと、 DISP スイッチを 
1秒じ(上巧し続ける 

SET 表示と八イブ IJ ッドシステムイ 
ンジケーターび点滅しまず。 


点滅中に DISP スイッチを押して 
表示項目を選択ずる 

表示させる項目び点滅しまず。 

n ずべて表示 

旦八イブ U ッドシステムインジ 
ケーターと EV ドライブイン 
ジケーターを表示 
0 八イブ U ッドシステムインジ 
ケーターのみを表术 
□ すべて非表示 
且エコドライブインジケーター 
ランプのみ表示 


巨画回 DISP スイッチを1秒し U 上巧し続け、設定を終了ずる 

□旧 P スイッチを1秒しツ上巧し続けて設定を終了しなかった0、約10秒 
間何ち操作しないでいると、設定は変更されずにわとの画面にもどります。 
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2-2. メーターの見方 


白知識 

■エコドライブインジケーターランプについて 

環境に配慮した運転をしているとを、エコドライブインジケーターランプび点な 
します。必要し U 上にアクセルペダルを踏んだとをや停車中は消なします。 

なの場合、エコドライブインジケーターランプは作動しません。 

♦シフトポジシヨンび D し U 外のとを 

♦走行モードびパワーモード、または EV ドライブモードのとを（一 P .160) 
♦車まび約1 OOkm / h しツ上のとき 

エコドライブインジケーターランプの表示/非表示を変更することびでをま 
す。（一 P . 17己） 


■駆動用電池の残 量 表示について 

駆動用電池の充電量は八イブ U ッドシステムによって自動制御されています。 
そのため、回生ブレーキ機能による電気回収-ガソ U ンエンジンによる発電び 
行われてち、駆動用電池の残量表示び最大（レベル 8) まで到達しないことび 
ありますび、異常ではありません。 

■エンジン回転数について 

八イブ U ッド車のエンジン回転数は、燃費の向上や排気ガス低減などのため、 
ち密に制御されています。走行条件や運転条件び同じでち、エンジン回転数び 
異なる場合びあります。 

■メーター照度について 

周囲び暗いとさに車幅巧を点好すると、メーター照明び減光されます。 

■ 補機バッテリー端テの脱着をしたとき 

補機ノ（ッテ1」一端子の脱着を行ラと、ドライブモニターの平均燃費と航続可能 
距離は1」セツトされます。 
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2-2. メーターの 見方 


A ミち意 

イブリツドシステムの損傷を防ぐために 

高水温警告灯び点滅または点なしたとさは、オーバーヒートのおそれびあるた 
め、ただちにま全な場所に停車してください。（一 P . 410) 

■イ氏 温時の画面表。について 

画面の温度が極めて低いとさは、画面表示の切0かえが遅れる場合があ0ます 
ので、車内を暖めてください。 


運転するとさに 
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2-2. メーター の見方 

表示巧/警告巧 


メータ—. インストルメントパネル内の表示幻.警告灯でお車の状況 
をお知5せしまず。 
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2-2. メーターの見方 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


表示な 

システムの作動状況を表おしまず。 




二 DO こ 


が 


ち向指示表示な 
(一 P . 1日己） 

尾灯表示な 
(一 P' 181) 

へッドライト 

上向き表示打（一 P. 1 82) 

フロントフォグライト 
表示な* (一 P.186) 


I エコドライブインジケー 
夕-ランプ（一 P.173) 


臨 


( 緑色 ) 


0串 

U ヤフォグライト表示口* 
UP. 187) 



巧 

セキュ U テイ表术口 

UP. 10 已， 1 日目） 


( 緑色 ) 


SET 


ECO M 日 DE 表示打 
UP. 160) 

パワーモード表示灯 
UP. 160) 


-1クルーズコント□-ル 

表示な*/定速制御モード 
表示:口* (^P. 196. 200) 


病車間制御モード表示な 4 
UP. 200) 


SET 表示灯* 

UP. 196, 200) 


lEADY) 


MODE 


READY インジケーター 
UP. 150) 

EV ドライブインジケー 
夕 -( 一 p. 173) 

EV ドライブモード表示な 
UP . 1己己） 


因 


( 点滅） 


ス U ップ表示灯 
UP. 213. 217) 


PCS PCS 警告灯 4 

( 点むまたは （ ^P. 219) 


[bIId] 


シフトポジション表示な 
UP. 169) 


作動確認のたがに"パワー"スイッチを日 N モードにすると点打し、数秒後 
または八イブリッドシステムを始動すると消打します。点灯しない場含や点 
打したままのとをはシステム異常のおそれがあ0ます。トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 
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2-2. メーターの見方 


■警告な•警告メッセージ 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 3已 2) 




On 


43 


(①） 

(の） 

柿色） 馈色） 

ネ※ホ※ 《 《 《 《 《 

巧- 

きり 

み 巧を 

か 

よ 

(猶） 

本※※ ホ 本※ 

PCS 

(点滅） 

0! 

、巧 

(黄色） 

瞭 

(黄色） 

固 

み 


の 


回□ック異巧 
B ま時は 
巧実に 
パーキング 
プレーキモ 
かけて下さい， 

6作動確認のために"パワー"スイッチを日 N モードにすると点灯し、数秒後 
または八イブリッドシステムを始動ずると消灯します。点なしない場をや点 
灯したままのとをはシステム異常のおそれがあ0ます。トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


A 警告 

■を 全装置の警告巧が点なしないとさは 

A 目 S 和 SRS エアバッグなどの安全装置の警告口が、八イブ U ッドシステムを 
始動しても点灯しない場を和点口したままの場含は、事故にあったとさに正し 
<作動せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につながるおそれがあ0 
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





















































2 -五ライトのつけち-ワイパーの使いち 

ライトスイッチ 


自動または手動でへッドライトなどを点!打できまず。 

レバーの端をまわずと、なのよラにライトび点灯しまず。 

□ 消灯 

旦車幅な-尾灯-番号な-イン 
ストルメントパネルライトを 
点な 

曰上記ライトとへッドライトを 
点な 

Q へッドライト-車幅灯などを 
自動点灯-消な 
( "パワー"スイッチび ON 
モードのとさ） 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 


(八イビームにずる 



n ライト点打時八イビームに切0 
かえ 

レバーを もとの位置へもどすと □一 
ビームに ちど0ます。 

曰レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点な 

ライトび'消なしていてち、八イビーム 
び点なしまず。レバーを離すと、□- 
ビームにちどる、またはミ肖なします。 


I 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライ 
卜の光軸を調整ずることびでをまず。 



n 上向さに調整 
旦下向さに調整 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


■目盛り設定の目安 
7人乗り車 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と助手席柔員 

なし 

0 

全乗員 

なし 

3 

全柔員 

ラ ゲージルーム 満載時 

3.5 

運転者 

ラ ゲージルーム 満載時 

己 

運転者と助手席乗員と 
ヴー ド シー ト乗員 

なし 

2 


已人柔り車 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と助手席柔員 

なし 

0 

全柔員 

なし 

1.5 

全乗員 

ラ ゲージルーム 満載時 

3.5 

運転者 

ラ ゲージルーム 満載時 

己 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 


白知識 

■ライトセンサー 


センサーの上にものを置いたり、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点な-消灯機能び正常に 
働かな < なります。 

また、エアコン作動のさまたげとなります。 


■ライト消し忘れ防止機首目 

"パワー"スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF にしてライトび点なした 
状態で運転席ドアを開けるとへッドライトと尾灯び消なします。 

再びライトを点灯する場合は、"パワー"スイッチを ON モードにするか、一度 
ライトスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または iD の位置にします。 

■才ートレべリングシステム （ LED ヘッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 



■カスタマイズ機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 
(カスタマイズー覧； 一 P . 424) 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


A ミち意 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブリッドシステムを停止した状態でライトを長時間点灯しないでください。 


運転するとさに 


巧已 





2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フォグライトスイッチ* 


雨や霧などの悪天候下での視界を確保しまず。 
フ□ントフオグライトスイッチ 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


フ□ント&リヤフオクライトスイッチ 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 


白知識 

■点なを件 

♦へッドライトまたは車幅灯び点なしているとさに使用でをます。 

♦フ□ント & U ヤフォグライト装着まの U ヤフォグライトは、フロントフォグ 
ライトび点灯しているとをのみ使用でをます。 

■ U ヤフォグライトについて 

♦ 1」ヤフォグライトび点なしているとさは、メーター内の表示なび桓色に点な 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。 

視界び悪いとをし:!がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあります。 
必要なとさしツがは使用しないでください。 


A ま意 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


INT" を選択しているとき、間欠作動の時間を調壁ずることがでさ 
まず。 

次のよラにレバーを操作して、ワイパーの作動を選択しまず。ワイ 




tO23W009 


n 停止 （ OFF ) 

旦間欠作動 （ INT ) 
01 を速作動 ( L 0) 

Q 高速作動 （ HI ) 

且一時作動 （ mist ) 


□ 間欠ワイノ（一の作動頻度(減) 
□ 間欠ワイノ（一の作動頻度(増) 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 



白知識 
■作動を件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとをは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


A ミち意 

■フ □ントガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 

ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルげ つまったとさは 

ノズルびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムを停止した状態でワイパーを長時間作動しないでくだ 
さい。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 


次のよラにレバーの端をまわしてワイパーの作動を選択しまず。 



n 停止 （ OFF ) 

曰間欠作動 （ L 0) 

B 通常作動 （ HI ) 

□ ウォッシャー液を出す 
ワイパーが連動して作動します。 
曰ウオッシャー液を出す 
ワイパーが連動して作動します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


口知識 

■作動を件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとをは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 


A ま意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウオ ッシヤー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 
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2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐために 
使用してください。 



ON / OFF を切りかえる 

スイッチ上のインジケーターび点 
なします。フ□ントワイバーデア 
イサーは、約1已分で自動的に 
OFF になります。 


白知識 
■作動を件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部、および運転席側フロントピラー横の表面び熱 
<なってお0、和けどをするおそれがあるのでふれないで<ださい。 


194 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















2 -五ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ぺッドライトクリーナ ー* 


へッドライトにウオッシヤー液を噴射しまず。 



スイッチを巧してへッドライト 
を洗ミきずる 


白知識 
■作動を件 

"パワー"スイツチび ON モードでへッドライトび点灯しているとを 


A ま意 

■ウォ ッシャー液び出ないときは 

へッドライトク U —ナースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール* 


アクセルペダルを踏まなくてち一定の速度で走行できまず。 


先行車との車間距離び確保しやすい高ま道路や自動車専用道路などで使用して 
<ださい。 




n セツト表雨な 
曰クルーズコント□-ル表示灯 
□ クルーズコント□ールスイツ 
チ 


" ON-OFF "スイッチを巧して、 
システムを ON にずる 

OFF にするには再度‘‘ ON-OFF ■’ 
スイッチを巧します。 


196 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































2-4. その他の走行装置の使い方 



希望の速度まで加速/減速し、 
レバーを下げて設定ずる 

SET 表示なび点なします。 


設定速度をかえる 

希望の速度になるまでレノ（一を操作しまず。 



□ 速度を上げる 
曰速度を落とす 


なのよラに設定速度を調整できまず。 

微調整：レバーを軽く操作して手を離すと、1 .6 km / h ずつ調整でさます。 
大幅調整：レバーを保持すると、手を離すまで連続して調整でをます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■定速走行を解除する-復帰させる 

n 解除ずるには、レバーを手前 
に引< 

ブレーキを 踏んだとさち解除され 
ます。 

旦定速走行にもどずには、レ 
バーを上げる 

速度び約 40 knn / h な上であれば、 
設定ま度は記憶されています。 



IT024W005 


口知識 — 

■設定を件について 

♦シフトポジシヨンび D のとを設定でをます。 

♦速度は約 40 km / h から約1 OOkm / h の範囲で設定できます。 


■アクセルペダル操作 


a 常走行と同様にアクセルペダルで加速でをます。加速後、設定速度にちどり 
ます。 


■定を走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定速度より実際の速度び約1日 km / h (上化下した 
このとき、設定速度は消去されます。 

♦速度び約 40 km / h しツ下になった 
このとを、設定速度は消去されます。 

♦ VSC び作動した 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコントロールを使用しないとさは、 " ON - OFF " スイッチでシステム 
を OFF にしてください。 

■ クルーズコント□-ルを使用し口まいけない状況 

なの状況では、クルーズコント□ールを使用しないでください。 

まのコント□ールを失い、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路-積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下0坂 

急な下り坂では設定速度しツ上になることびあります。 

♦車両 けん引時 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

レーダー クルーズコントロール* 


アクセルペダルを踏まなくてち、車間制御 モー ドで先行車の車速変化 
に合わせた追従走行を行ったり、定速制御 モー ドにより一定の速度で 
走行でさまず。 


先行車との車間距離び確保しやすい高ま道路や自動車専用道路などで使用して 
<ださい。 



n 表示な 

且車間距離切りかえスイッチ 
曰車間距離表示 
□ 設定速度 

且 レーダー クルーズコント □一 
ルスイッチ 


■ 速度を設定ずる（車間制御モード) 



" ON - OFF " スイッチを巧して、 
システムを ON にずる 

OFF にするに ISg 度‘‘ ON-OFF ■’ 
スイッチを巧します。 


200 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




























































2-4. その他の走行装置の使い方 



TT -. n 1 

11 — IT024W008a 


希望の速度まで加速/減速し、 
レバーを下げて設定する 

SET 表示打が点打します。 


I 設定速度をかえる 

希望の速度が表示されるまでレバーを操作します。 

n 速度を上げる 
曰速度を落とす 



車間制御モードでは、なのよラに設定速度を調整でさます。 

微調整：レバーを軽く操作して手を離すと、1 km / h ずつ調整でをます。 
大幅調整：レバーを保持すると、約日.7已秒ごとに已 km / h ずつ調整でをます。 

定速制御モード UP . 204) では、次のよラに設定速度を調整でさ 
ます。 

微調整：レバーを軽く操作して手を離すと、 1.6 km / h ずつ調整でをまず。 
大幅調整：レバーを保持すると、手を離すまで連続して調整でをます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■車間距離を変更ずる 



■ 制御を解除する-復帰させる 



スイッチを巧ずごとに;欠のよラ 
に車間距離を切りかえる 

D 長い 
曰中間 
a 短い 

"バワ ー’’ スイッチび ON モードに 
なるたびに n にもどります。 

先行車びいる場合、先行車マーク 
も表示されます。 


n 解除ずるには、レバーを手前 
に引< 

ブレーキを 踏んだとさち解除され 
ます。 

曰ちとの制御状態にをどずに 
は、 レバーを 上げる 
ま度び約 40 l < m / h し：■(上であれば、 
設定ま度は記憶されています。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


f 車間制御モードでの走行 

このモードではレーダーセンサーにより、車両前方約] 00 m じ(内の先 
行車を検知して、先行車のち無-先行車との車間距離を判定しまず。 
長い下0坂を走行しているとをは、車間距離び短めにな0ます。 



□ 定速走行： 

先行車びいないとさ 

運転をび設定したま度で定ま走行しまず。また、車間距離切0かえスイッチを操 
作して、希望の車間距離に設定ずることちでをます。 

B 減速走行： 

設定した速度より遅い先行車び現れたとさ 
先行車を検巧ずると自動で減まし、よ〇大をな減まび必要な場合はブレーキびか 
か0まず。十分に減までをない状態で先行車に接近した場合は、接近警報を鳴5 
します。 

且追従走行： 

設定した速度より遅い先行車に追従ずるとさ 

先行車の速度変化に合わせて、運転者の設定した車間距離になるよラ追従します。 

□ 加速走行： 

設定した速度より遅い先行車びいな<なったとさ 

設定速度までゆつく 0加速し、定ま走行にわど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 接近警報 

追従走行中の他車の割り込みなど、十分な減速びでさない状態で先行車 
に接近したときは、表示の点滅とブヴーで運転者に注意をラなびしまず。 
その場合は、ブレーキを踏むなど適切な車間距離を確保してください。 


定速制御モードでの走行 

定速制御モードを選択ずると、一定の速度で走行でさまず。 



□ ON - OFF " スイッチを巧して、 
システムを ON にずる 

OFF にするには再度" ON-OFF " ス 
イッチを巧します。 

V の一" スイツチび ON モードにな 
るたびに車間制御モードに再設定さ 
れます。 

B 定速制御モードに切0かえる 
(約1秒間レバーを前方に巧し 
続ける） 

定速制御モードに切0かえると、ク 
ルーズコント□ール表示なび点なし 


ます。 

設定を度をかえる： ^ P . 201 

制御を解除する-復帰させる： 
-^P. 202 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 

■設定を件について 

♦シフトポジションび D のとを設定でをます。 

♦速度は約已 Okm / h から約1 OOkm / h の範囲で設定できます。 

■モードの切0かえについて 

車間制御モードを使用してから定ま制御モードに切りかえることはでをませ 
ん。また、定を制御モードから車間制御モードへちどすことちでをません。シ 
ステムを OFF にしてから再度操作してください。 

■アクセルペダル操作 

通常走行と同様にアクセルペダル操作で加速でをます。加速後、設定速度にち 
どります。ただし、車間制御モード時は先行車との距離を保持するため設定速 
度!; TF になることちあります。 

■車間制御走行の自動解除 

なのとを、自動的に車間制御走行び解除されます。 

♦速度び約40 km / h しツ下になった 

♦ VSC び作動した 

♦センサーび何かでふさびれて適切に働かない 
♦ヮイノて一び高速で作動した 

その他の理由で車間制御走行び自動解除されるとをは、システムび故障してい 
る可能性びあります。トヨタ販売店にご相談ください。 

■定を制御走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速制御び解除されます。 

♦設定速度より実際の速度び約1日 km/h liLh 低下した 
このとを、設定速度は消去されます。 

♦速度び約40 km / h が下になった 
このとき、設定ま度は消去されます。 

♦ VSC び作動した 



20已 





2-4. その他の走行装置の使いち 


■車間距離選択の目を 

なの目まを参考に車間距離を選択してください。 UP . 202) 
(80 km / h で走行している場合） 

なお、速度に応じて車間距離は増減します。 


車間距離選択 

車間距離 

長い 

約己日 m 

中間 

約 40 m 

短い 

約吕日 m 


■ レーダー センサーとグリルカバーについて 

車間制御を正しく作動させるためにセンサーとグ U ルカバーは常にされいにし 
ておいてください。（ビニールやつらら.雪など、巧れ検巧機能で検知でをない 
ちのちあ0ます） 

ミちれを検巧したとさは、レーダークルーズコント□ール（車間制御モード）は 
解除されます。 

(定速制御モードは使用でをます。） 



n グ U ルカバー 
曰レーダー センサー 


■ レーダークルーズコント□—ルの 表示な • 警告 コード • 警ちブ ザーについて 

走行操作に関して注意び必要な場合や、システムに異常び発生したとをには、 
表示なや警告コード-警告ブヴーでミ主意を5なびします。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


メーターに表示される警告コードは;欠の状態を示しています。 


乾化—!— K' . 敢化口 
言 口 一 I 1 言 口 aJ 

警告内容 

対処方法 


田 

瞭 

(黄色） 


レーダー クルーズコント 
□ールのセンサー部の巧 
れ、氷などの付着 

ミちれおよび氷などを取り 
除< 


瞭 

(黄色） 


レーダー クルーズコント 
□ー ルの車間制御の測定 

不可 

システムび悪天候と判断 
したため、使用でをません 


1351 

を 

(黄色） 


レーダー クルーズコント 
□ールシステムの異常 

"ON-OFF" スイッチを 一 

度日 FF にし、再度設定し 
て < ださい 


それぞれの対処ち法に従って処置し、システムび正常に作動することを確認し 
て < ださい。 

処置を行ってち、同じ警告コードび表示されるとをはトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 

■接近警報について 

車間距離び短<てち、なのよラな場合は警報されないことびあります。 

♦先行車と自車の速度び同じか先行車のちび速いとを 
♦先行車び極端な化速走行をしているとを 
♦速度を設定した直後 
♦アクセルペダルび踏まれたとを 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■まを にお使いいただくために 

ま全運転を行ラ責任は運転者にあります。システムを過信せず、運転者は常に 
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転をむびけて<ださい。 

レーダークルーズコント□ールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽 
減するためのシステムで、支援の範囲には限りびあります。 

システムび正常に機能していてち、運転者び認識している先行車の状況とシス 
テムび検巧している状況び異なる場合びあ0ます。従ってま意義務'を険性の 
判断•ま全の確保は運転者び行ラ必要びあります。なお、誤った使いちをした 
り、操作慣れなどでま意を怠ったりすると思わめを険を招くことびあります。 

■システム のち援内容に関ずるを意点 

システムの支援には限界びあるため、なの点にま意してください。 

システムを過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離を検 
巧するのみであり、わを見やぼんやり運転を許容するシステムでち、視界不良 
を補助するシステムでもありません。 

運転を自らび周囲の状況にま意を払ラ必要びあります。 

♦運転者び 判断する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離び適 
正かどラかを判断しており、それしツ外の判断はしません。このため、を険性び 
あるかどラかなど運転者は自らま全の判断をする必要びあります。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、先行車への追突を防止する機能はありませ 
ん。このため、危険性びあれば運転者自らび安全を確なする必要びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

レーダークルーズコント□-ルを使わないとさは " ON - OFF " スイッチでシス 
テムを OFF にしてください。 

■ レーダークルーズコント□-ルを使用し口まいけない状況 

なの状況では、レーダークルーズコント□ールを使用しないでください。 

適切な制御び行われず、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路-積雪路などのすべりやすい路面 

♦急な 下0坂や急で勾配の変化び激しい坂 
急な下り坂では設定速度しツ上になることびあります。 

♦高速道路の 出入〇口 

♦レーダー センサーび正しく働かないよラな悪天候時（霧•雪.砂嵐-激しい雨 
など） 

♦警報び ひんぱんに鳴るとを 
♦車両 けん引時 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■センサーび 正しく検知しないおそれのある巧巧車 

なのよラな場合は、必要に応じてブレーキで減ましてください。 

センサーび正しく車両を検巧できず、接近警報（一 P . 204)も作動しないため、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦先行 まび急に割0込んでをたとを 
♦先行 まびな速で走行中のとを 
♦停車 中のまびいるとを 

♦先行 車の後部分びルさすざるとを（荷物を積んでいないトレーラーなど） 

♦同 じ車線を二輪車び走行中のとを 

■車 間制御び正しく働かないおそれのある状況 

なの状況では、必要に応じてブレーキで減速して<ださい。 

レーダーセンサーび正常に車両を検巧せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦周囲の まより水や雪びまを散らされ、レーダーセンサーの作動のさまたげにな 
る場合 

♦自 車の車両姿勢び上向をになる場合（重い荷物を積んだとをなど） 

♦カーブ 路や車線幅び狭い道路などを走行する場合 

♦八ン ドル操作び不安定な場合や、車線内の自車の位置び一定でない場合 

♦先行 まび急 ブレーキを かけた場合 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

レーダークルーズコントロールび 効果を発揮でさるよラになのことをお守りく 
ださい。 

お守りいただかないと、センサーび正しく作動せず、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦センサーと グ1」ルカバーは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ1」ルカバーを傷付けないよラ、やわらかい 
布を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに誤作動または異常び起こるおそれびあ 
ります。センサー、または周辺に強い衝撃を受けた晩ま、必ずトヨタ販売店に 
て点検を受け、調整してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサー やグ1」ルカバー周辺にアクセヴ1」一を付けたり、ステッカーを貼った 
りしない 

♦センサー やグ1」ルカノ（一を改造したり塗装したりしない 
♦純正 品しツ外の部品に交換しない 

♦センサーは 電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ 
ベルはその証明ですのではびさないで<ださい。また、センサーを分解•改造 
すると罰せられることびあります。 



211 





2-4. その他の走行装置の使い方 

運おを巧助する装置 


走行の安全性や運まを性能を高めるため、走行状況に応じて;欠の装置が 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にを意してください。 


■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、よ〇大さなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□-ル） 

急な八ンドル操作や、ずべ0やすい路面で旋回ずるとさに横すベ0を抑え、車 
両の姿勢維持に寄与しまず。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべ0やすい路面での発進時や加ま時にタイヤの空転を抑え、駆動力をお巧し 
ます。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 

■ S-VSC (ステアリングアシステッドビークルスタビリテイコ 
ント □ ール） 

A 目 S • TRC • VSC と EPS を協調して制御しまず。 

すべ0やすい路面などの走行で急な八ンドル操作をした際に、八ンドル操作力 
を制御することで、車両の方向安定性確保に貢献します。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ ヒルスタートアシストコント□ール 

^ P . 217 

■ PCS (プリクラッシュセーフテイシステム）* 

^ P . 219 

■緊急ブレーキシグナル 

急ブレーキ時に制動灯を自動的に点滅させることにより、後続車にミち意をラな 
びし、追突される可能性を低減させます。 


[VSC • TRC が作動しているとき 


VSC • TRC が作動しているとき 
は、ス U ップ表示打が点滅します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


白知識 

■ ABS • ブレーキアシスト. VSC • TRC の作動音と振動 

♦八イブ U ッドシステム始動時や発進直後、ブレーキを強く踏んだり、くり返 
し踏んだとを、および八イブ U ッドシステム停止後1〜2分経過時に、エン 
ジンルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよ5な現象び発生することびあ D ます 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 

- ABS の作動時に、フレーキペダルびル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音（"ウイーン"といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果が下がるとき 

停車中か極な速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
オーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられる 
よラになります。その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、八イブ U ッ 
ドシステムを停止してください。10分程度でもとの状態にちどります。 

■パ ワー ステアリング警告な/警告ブ ザーについて 
^P. 3已白 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■緊急ブレーキシグナルの作動を件 

なのとをシステムび作動します。 

• 非常点滅灯び点滅していないこと 
♦車ま約 55 km / h しツ上 

♦ブレーキペダルび踏み込まれ、車両の減速度から急ブレーキだと判断された 
■ 緊急ブレーキシグナルの解除条件 
なのいずれかのとをシステムび解除されます。 

♦非常点滅なを点滅させた 
♦ブレーキペダルを離した 

♦車両の減を度から急ブレーキではないと判断された 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとを違に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとを 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車と安全な車間距離をとって<ださい。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ TRC の効果を発揮でをないとを 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両のち向安定性や駆動力を失ラよラな状況では、 
特に慎重に運転してください。 

■ス リップ表示なが点滅したときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅した 
ら特に慎重に運転してください。 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー•ブランド-トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P .421) 
異なったタイヤを装着すると 、 ABS ' VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ヒルスタートアシストコントロール 


急な上り坂やずベりやずい丘面を発進ずるとさに、車両の後退を緩和 
し発進を容易に行ラことができまず。 


車両び完全に停止している状態 
で、さ日に ブレーキ ペダルを踏 
み込むとヒルスタートアシスト 
コント□ールは作動しまず。 

"ピ ッ" とブヴーび鳴り、ス リップ 
表示なび点滅します。 


目知識 — — 

■ ヒルスタートアシストコント□-ルの作動を件について 

なの状態のとをに、ヒルスタートアシストコント□ールは作動します。 

♦シフトポジシヨンび P 1；(外のとを 
♦パーキングブレーキびかかっていないとを 
♦アクセルペダルを踏んでいないとを 
■ ヒルスタートアシストコント□-ルについて 
♦ヒルスタートアシストコントロールび作動しているとをは、フレーキペダル 
を踏んでいなくてち制動灯と八イマウントストップライトび点なします。 

♦ヒルスタートアシストコント□ールの作動時間は、ブレーキペダルから足を 
離して約2砂間です。 

• ブレーキぺダ j レを踏み込んでちス U ップ表示なび点滅せず、ブヴーび鳴らな 
いとをは、一度フレーキペダルを踏む力を弱めてください（車両び後退しな 
い程度)。そのあとちラー度ブレーキぺ夕 V レを踏み込んでください。 

それでち作動しないとをは上記の作動条件を確認してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ヒルスタートアシストコント□-ル制御ブザーについて 

♦ヒルスタートアシストコントロールび制御可能状態になると、"ピッ’’とブ 
ヴーび！回鳴ります。 

♦ヒルスタートアシストコント□ールび作動中になの状態になると、制御終了 
状態になり"ピッピッ"とフヴーび2回鳴ります。 

. ブレーキペダルから足を離して、約2秒間運転操作を行わなかったとを 
- P ポジションスイッチを押したとを 
-パーキングブレーキをかけたとを 
. ブレーキペダルを再度踏み込んだとを 
. ブレーキペダルから足を離さずに約3分な上経過したとを 
■スリップ表示なが点なしたときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 


A 警告 

■ ヒルスタートアシストコント□-ルについて 

♦ヒル スタートアシストコントロールを過信しないでください。急勾配の坂 
や、凍った路面ではヒルスタートアシストコントロールび効かないことびあ 
ります。 

♦ヒル スタートアシストコントロールはパーキングブレーキのよラに車を長時 
間駐停車するための機能ではありませんので、同機能を巧道での長時間の駐 
停車のために使用しないで<ださい。思わめ事故につなびるおそれびありを 
険です。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

PCS (プ U クラッシュセーフテイシステム）* 


レーダーセンサーにより、前方の車両や障害物との衝突び予測された 
ときに、警報により運転者に巧して回避操作をうながし、衝突の防止 
に役立ちまず。前方の障害物と衝突の可能性が高い、または前方の障 
害物と衝突び避け5れないと検知したとき、自動的にシートベルトや 
ブレーキなどに働きかけ、乗員のけびや車両損傷の低減に寄与しまず。 


衝突の可能性が高いと検知したとを、 
"ピピピ • • •" とブヴー音が鳴り、 
PCS 警告打が点滅し、回避操作をラ 
なびします。 


■プリクラッシュシートベルト（フ□ント席） 

プリクラッシュセンサーにより衝突物が検知され、衝突び避けられないと判断 
したとを、衝突前にシートベルトを巻を取0まず。 

また、急ブレーキをかけたときや、車びコント□ールを失ったときわ同様に作 
動します。 UP . 90) 

ただし、 VSC システムび作動していないとをに、横すべりした場含は作動し 
ません。 

■ プリクラッシュブレーキアシスト 

衝突の可能性び高いとをには、ブレーキペダルび踏まれる強さに反応してブ 
レーキカを増強します。 

■プリクラッシュブレーキ 

衝突の可能性が高いとをに警告打-ブヴー音で警報を行い、さらに衝突び避け 
られないと判断したとさは、ブレーキび自動でかか0、衝突速度を低減します。 
スイッチ操作で、プリクラッシュブレーキの日 N / 日 FF の切りかえびできます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


■衝突警告表示 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I プリクラッシュブレーキの切りかえ 



n プ U クラッシュブレーキ ON 
曰プ U クラッシュブレーキ OFF 
OFF にすると PCS 警告口び点なし 
ます。 


I レーダー センヴー 



走行中に進路上またはその付近に 
車や障害物びあるかどラかを検知 
し、その位置や速度•進路から衝 
突ずるおそれびあるかどラか判断 
し^^弓0 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


目知識 

■システムの作動を件 

♦プリクラッシュシートベルトの作動を件① 

-車速び約 30 km / h しツ上 
-緊急ブレーキや車両の横すべりを判断したとを 
-フロント席の乗員びシートベルトを着用している 

♦プリクラッシュシートベルトの作動を件⑨ 

-車速び約 5 km / h しソ上 

-自車から見た対向車や障害物の接近速度び約 30 km / h しソ上 
-フロント席の乗員びシートベルトを着用している 

♦プリクラッシュブレーキアシストの作動を件 

-車速び約 30 km / h しソ上 

-自車から見た先行車や障害物の接近速度び約 30 km / h しソ上 
. ブレーキ ペダルび踏まれているとを 

♦プリクラッシュブレーキの作動を件 

-自車速度び約1 5 km / h 1；(上 

-自車から見た先行車や障害物との接近速度び約1已 km / h しん!: 
. プ U クラッシュブレーキ OFF スイッチび押されていないとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ 衝突の可能性がなくてちシステムび作動ずるとさ 

衝突の可能性びな<てち、なの場合、システムび作動することびあります。 

♦カーフ入 D □の道路協に障害物びあったとを 

♦カーブで対向車とすれちびったとを 

♦狭い鉄橋を走行したとを 

♦路面に金属物びあったとを 

♦凹凸のある路面を走行したとを 

♦ち折時に対向車とすれちびったとを 

♦前を走っているまに急に近付いたとを 

♦立体交差-標識-看板などび進行ち向に見えたとを 

• 路面の勾配のため、衝突しない位置の金属物び進行方向に見えたとを 

• ETC ゲートを高速で通過したとを 

参陸橋を通過したとを 

♦車両姿勢び極端に変化しているとを 

参レーダーセンヴー周辺への強い衝撃などによ D 、レーダーセンヴーの向をび 
ずれているとを 

また、このとを、シートベルトびすばやく引をもどされたり、ブレーキをかけ 
たとをに通常よりブレーキび強くかかったりすることびあります。シートべル 
卜び卷を取られた状態でロックした場合は車を安全な場所に停止してシートべ 
ルトをはずし、再度装着してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■センサーが検知しない場合 

パイロンなどのプラスチック類は検巧でをません。人や動物-二輪車■木•雪 
の吹をだまりなどは検知しない場合びあります。 

■システムの作動しない環境 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、想定されていない状況では有効に作動 
しない場合びあります。 

♦さついカーブや起伏びある場所 

♦交差点などで、自車の進行ち向に急な飛び出しびある状況 
• 自車の進行ち向に車の急な割り込みびある状況 
♦雨•霧•雪-砂嵐などの悪天候の状況 
• VSC び作動していないとをに車び横すベりしている状態 
♦車両姿勢び極端に変化している状態 

参レーダーセンヴー周辺への強い衝撃などにより、レーダーセンヴーの向をび 
ずれているとを 

■システムの自動解除 

システムの異常び検巧された場合、センサーび障害物を検巧でをない状況（セ 
ンヴーの巧れなど）では、システムの動作び自動的に解除されます。このよラ 
な場合には、衝突の可能性びあってちシステムは有効に作動しません。 

■システムに異常がある、またはシステムが一時のに使用できないときは 

警告灯び点なまたは点滅します。（一 P . 3已 8) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■まを にお使いいただくために 

ま全運転を行ラ責任は運転者にあります。常に周囲の状況を巧握し、安全運転 
に资めて < ださい。 

プ1」クラッシュセーフテイシステムは運転者び衝突のを険を見逃してしまつた 
場合に、警報やフレーキ制御により運転者を支援するちのです。本システムだ 
けで衝突を回避したり、安全に停止するとい5ものではないため、システムを 
過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。また、状況によっては有効に機能しない場合びあ 
ります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

プ U クラッシュセーフティシステムび効果を発揮でさるよラになのことをお守 
りください。 

お守りいただかないと、センサーび正しく作動せず、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦センサーと グ1」ルカバーは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ1」ルカバーを傷付けないよラ、やわらかい 
布を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに誤作動または異常び起こるおそれびあ 
ります。センサー、または周辺に強い衝撃を受けた晩ま、必ずトヨタ販売店に 
て点検を受け、調整してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサー やグ1」ルカバー周辺にアクセヴ1」一を付けたり、ステッカーを貼った 
りしない 

♦センサー やグ1」ルカノ（一を改造したり塗装したりしない 
♦純正 品しツ外の部品に交換しない 

♦センサーは 電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ 
ベルはその証明ですのではびさないで<ださい。また、センサーを分解•改造 
すると罰せられることびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■システム のち援内容に関ずるま意点 

プ1」クラッシュセーフテイシステムは、警報やフレーキ制御により衝突回避支 
援を行5ために、運転者び r 見る」-「判断する」-「操作する」過程で、支援を 
行います。システムの支援には限界びあるため、なの点にま意してください。 
システムを過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、前方の障害物を可能な範囲で検巧する 
のみであり、わを見やぼんやり運転を許容するシステムでち、視界不良時の運 
転を補助するシステムでちありません。運転ち自らび周囲の状況に注意を払ラ 
必要びあ D ます。 

♦運転者び 判断する過程での支援内容 

プ1」クラッシュセーフテイシステムは、検巧しラる前方の障害物の情報のみか 
ら衝まの可能性を判断するものです。ま全の確保の判断は運転ち自らび行う必 
要びあ0ます。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

被害軽減制動制御は、衝突び避けられないと判断した段階で作動するちので、 
単独で衝突を回避したり、安全に停止させるちのではありません。このため、 
を険性びあれば自らびま全を確保する必要びあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安をで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

• 走行中のノ（ランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラに 
ずる 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびあ D を険です。 
♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 



227 





2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物を 積むときは 

なの警告をお守りください。お守0いただかないと思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 

♦でさる だけ荷物はラゲージルームに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキペダル•アクセルペダルを正しく操作でをな 
かったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-トノカバー（販売店オプション） 

-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

を定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあ0ます。 

♦シー ト背ちたれより高いものをラゲージルームに積まないでください。 

急ブレーキや事故の際に、巧げ出され、柔員を傷付けるおそれびあります。 

♦後 席のシート背もたれを巧りたたんで、寸法び長い荷物を積むときは、できる 
だけ前席シート背ちたれの真ラしろには積まないでください。 

♦ラ ゲージルームに人を乗せないでください。乗員用には設計されていません。 
乗員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないようにしてくださし、。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ0ます。 


A ま意 

■ルーフに 荷物を積むときは（パノラマルーフ装着車） 

なのことをお守りください。お守りいただかないと、バノラマルーフに傷び付 
いたり、変形したり、ルーフラックび脱落したりするおそれびあります。 

参 パノラマ ルーフに あたるよラな ルーフ 
ラックは装着しない 


♦パノラマ ルーフに直接荷物を積まない 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運起 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

• 次のちのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 

-ウォッシャー液 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とを指定サイズで同一銘柄のをのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて： 一 P . 29日） 


■運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を解かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 

■駐車ずるとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

パーキングブレーキはかけずに、シフトポジションを P にして駐車 
し、輪止め X ’をしてください。 

輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでさます。 


口知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法につしてはなの指示に従ってください。 
♦ま全に作業でをる場所で行5 
♦前2輪に取り付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取り扱い説明書に従5 
♦取り付け後0.己〜1 .0 km 走行したら締め直しを行ラ 

■補機バッテリーについて 

この車の補機バッテ U - は、メンテナンスフ U - です。一般的な 12 V バッテ 
U -のように、をに備えてバッテ U -液量や比重を点検する必要はありません。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは 30 km / h のどちらか化い 
ちをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル-急ブレーキを避ける 

♦カーフの 入り□手前で十分減速して、車のコント□ールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A ミち意 

■タイヤ チェーンの使用について 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品！;(がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦アルミ ホイールにタイヤチェーンを取り付けると、ホイールに傷び付くことび 
あります。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた化を除去ずるとをは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 
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3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 

オートエアコン 


設定温度に合わせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



[機能の切りかえと設定のしかた 


手順 


□ (iiiHifll' P3.5 が 

IL_ a? 」 TEMP MODE 

、 

□ 1 111111111 夕 

1 # し TEMP — J MODE J 




を左ちにスライドさせて 

設定を行ラ機能を遇択ずる 

選択中の機能び枠で囲まれまず。 

おの横に表示される矢印は、次に枠を 
移動でをる方向を表しています。 



□ 風量 
曰設定温度 
曰吹を出し □ 
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Eim ^ (- をまわして設定を変更ずる 


才ート設定を使うとき 


111 u (((品。))）を巧ず 




吹を出し□と風量び自動で調整されます。 


エアコン （; 令房.除湿機能）の ON / OFF を切0かえるには\'品?を 
巧しまず。（巧ずたびに機能の ON / OFF び切0かわ0まず） 



を巧すと、自動で設定温度表示 （[? Mj 化'堪おされます。 


巨圆互設定温度を上げるとさは 



をちにまわし、下げるとさは 


左にまわず 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


I お好みの設定で使ラとき 

■基本設定 
風量をかえる 


Eim I 



を左側にスライドさせ、 


風量表示 （[oUlllij ) を選択 


する 


巨画互風量を増やずときは 



をちにまわし、減らずとさは左に 


まわす 

風量は7段階に調整でをまず。 


エアコン （を房.除湿機能）の ON / OFF を切0かえるには[ご c J を 
巧しまず。（巧ずたびに機能の ON / OFF び切0かわ0ます） 


送風を止めるとさは 



を巧します。 


設定温度をかえる 


ElUl 



を左側、またはも側にスライドさせ、設定温度 （ P なな]) 

I— TEMP _ ) 


を選択する 


HP "^ 温度を上げるときは 



をちにまわし、下げるとさは左に 


まわす 
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吹さ出し□を切りかえる 



Hfflll ((( - ))) をち側にスライドさせ、吹き出し口表示 （ 
を選択ずる 

をち、または左にまわず 
吹き出し□表示は巧の状態を示しています。 


1132 




上半身に送風 



上半身と足元に送風 



足元に送風 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 



■外気導入-内気循環を切りかえるには 

を巧ず 

押すたびに外気導入-内気循環び切0かわ0まず。 

内気循環を選択しているとをは、の表示なび点なします。 
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フ□ントガラスの量りを取るには 



、 を押す 

エアコンび作動しまず。 

曇0び取れた日再度を巧す 
と、前のモードにちどりまず。 


巧粉除去機能を使ラには 


を巧す 

内気循環に切0かわ0、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に 
[を f を巧す前のモードにもど0ます。 

途中で動作を止めるとさは再度(_夕を巧すと前のモードにちど0ます。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


I 風向きの調整-吹き出し□の開閉 

■ 風向きの調壁 
センターのき出し □ 



サイドのき出し □ 


ノブを上下左ちに動かして調整し 
ます。 



ノブを上下左ちに動かして調整し 
ます。 
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■吹を出し□の開閉 
センターのき出し □ 




n 開ける 
曰閉める 

ノブに刻印されている矢印の方向へ 
"カチッ"と音びずる位置まで動かし 
ます。 


n 開ける 
□ 閉める 

ノブに刻印されている矢印の方向へ 
"カチッ"と音びする位置まで動かし 
ます。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


白知識—— 

■才ート設定の作動について 

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されます。 
なのよラな制御をする場合びあります。 



を押した直後、温風や;令風の準備びでをるまでしばらく送風び停 


止する 

♦暖房時は、上半身に送られる風び;令たく感じることびある 



を巧したとき 


選択枠び自動で風量表示に移動します。 

■内が気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切りかわ 
る場合びあります。 

また、が気温の化いとさは自動的に外気導入に切りかわる場合びあります。 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■フ□ントガラスの量りを取るとき 

外気温によって自動的にが気導入に切りかわる場合びあります。 


■吹き出し□を*み‘にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 
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■巧お除去モードについて 

♦か気温び化いとさは、フロントガラスの曇りを防止するためになのよラな制 
御をする場合びあります。 

-内気循環に切りかわらない 
-エアコンの電源び自動的に入る 
-1分後、作動び停止する 

♦雨天時は窓び曇るため、\ぶ^™」を押してください。 

♦湿度び非常に高いとさに使5とガラスび曇る場合びあります。 

♦巧粉除去モードび OFF のとをち、花粉はフィルターで取り除かれています。 

■夕'!•気温表术 I しついて 

なの場合は、正しい外気温び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているとさや、低を走行（約2已 km / h しツ下）のとを 
♦外気温び急激に変化したとを佳庫-トンネルの出入□付近など） 

■エコドライブモード（一口. 160) を使用しているときは 

燃費性能を優先させるため、空調システムびなのよラに制御されます。 

• r ^ び ON のとを、内気循環に切りかわる場合びある 

♦エンジン回転数やコンプレッサーを制御し、暖房/;令房の作動を抑制する 
♦オート設定での使用時、フアンの風量を抑える 

上記のよラな制御により、暖房/;令房の効をび弱いと感じられることびありま 
す。効きを強くしたいときは、風量を上げるかエコドライブモードを解除して 
ください。（一 P . 162) 

■ が気温び0 ° C 近くに下びったとき 

VlT ] を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 


-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 


24已 



!- l . エアコン.デフォッガーの使いち 


■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込まれ 
てミ居ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 

■補助ヒーター (PTC ヒータ ー) について* 

八イブリツドシステム始動直後からガソ U ンエンジンび暖まるまで、通常の 
ヒーターに加え暖房を補います。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとをは、 

を押さないで<ださい。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り、 
視界をさまたげる場合びあります。 


A ミち意 

■ 補機バッテリーあがりを防ぐために 

八イブ U ッドシステム停止中は必要しツ上にエアコンを使用しないでください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







3-1. エアコン.テフォツガーの使い方 

ステアリングスイツチでの操作 


巧の機能はステアリングスイッチで操作ずることびできまず。 

□ 温度調節 

且外気導入-内気循環切りかえ 



設定温度をかえるには 


温度を上げるときは™<の " A " 側を、下げるときは" V "側を巧ず 


外気導入-内気循環を切りかえるには 


@を巧す 

スイッチを巧すたびに、外気導入' 内気循環び切0かわ0ます。 

U 知識 

■ステアリングスイッチで設定温度を変更したときは 

温度は変更されますび、エアコン表示部で選択されている砕（一 P . 23己）の位 
置はかねりません。 


A 警告 


■事故を 防ぐために 

運転中にステア U ングスイッチを操作するとをは、十分ま意してください。 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り) 


リヤウインドウの量りを取るとさや、ドアミラー X ’か5雨滴や霜を取 
るときにご使用ください。 



※'ラーヒーター装着車 


ON/OFF を切りかえる 

1」ヤウインドウデフォッガーは、 
約1巳分で自動的に OFF にな0 
ます。 


口知識 
■作動を件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■ 5 ラーヒー ターについて （S ラーヒー ター装着車） 

U ヤウインドウデフオッガーを ON にすると、ミラーヒーターも同時に作動し 
ます。 


A 警告 

■ S ラーヒーター 作動中の警告 （5 ラーヒーター 装着車） 

ドア=ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるのでふれ 
ないで < ださい。 


A ま意 

■補 機バッテリーあがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、補機バッテ U —あびりの原因になります。 
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3-2. 室内巧のつけち 

室巧灯一覽 



□ フ□ントインテ U アライト•パーソナルライト（一 P . 2已0, 2已1 ) 
QU ヤインテ U アライト（一 P . 2已 0) 

0 " パワー"スイッチ照明 
Q シフトレノ（一照明 
且ドアカーテシ照明 
0 足元照明* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-2. 室内灯のつけ方 


インテ IJ アライト 


I インテ U アライト 

フ□ント（パノラマルーフ巧装着車) 



n ライトを消なずる 
曰ドアの開閉作動に連動してライ 
卜の点打-消巧を切0かえる 
(ドアポジション） 

0ライトを点灯ずる 


フ□ント（パノラマルーフ装着車) 



n ライトを消打ずる 
a ドアの開閉作動に連動してライ 
卜の点な-消巧を切0かえる 
(ドアポジション） 

0ライトを点巧ずる 



n フ□ントインテ U アライトの作 
動に連動してライトの点な•消 
打を切りかえる 
曰ライトを点打ずる 


2已〇 

























































3-2. 室内灯のつけ方 



パーソナルライト 


パノラマルーフ巧装着車 



ライトを点灯-消打ずる 


パノラマルーフ装着車 



ライトを点灯-消なずる 


室内装備の使い方 


2已1 










































3-2. 室内灯のつけ方 


白知識 

■イル5ネーテッドエントリーシステム 

電モキーの検巧-ドアの施錠/解錠-ドアの開閉."パワー"スイッチのモード 
により、各部の照明び自動的に点な-消なします。 

■ 補機バッテリーあがりを防ぐために 

インテリアライトスイッチびドアポジシヨンのとを、半ドア状態で各部の照明び 
点なしたままの場合、約20分後に自動消なします。 

■カスタマイズ機能 

室内巧の消打までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧； 一 P . 424) 


吕已2 





3 -五収納装備の使いち 

収納装備-質 


ボトルホルダー# 


旦オープントレイ 
B グ□ーブボックス 
□カップホルダー 


I ル物入れ（オーバーヘッドコンソールボックス）* 
I カードホルダー* 

I コン ソール ボックス 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


2已3 


■ 7人乗り車 


室内装備の使い方 



























3-3. 収納装備の使いち 


■己人乗り車 



0ボトルホルダー W 
H グ□ーブボックス 
Q カップホルダー 

且ル物入れ（オーバーヘッドコンソールボックス）* 
0カードホルダー* 

□ コン ソール ボックス 


2已4 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























3-3. 収納装備の使いち 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変巧 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 


室内装備の使い方 


2已已 





3-3. 収納装備の使いち 


グ□-プボックス 


[グ□-ブボックス 


アツパーグ□-ブボックス 



グ□ーブボックスを開けるには、 
レバーを引を上げる 


グ□ーブボックスを開けるには、 
レバーを引さ上げる 


口知識 

■ □アグ□-ブボックスライトについて 

車幅灯び点なしているとを、□アグローブボックスを開くとライトび点なします。 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたち 
のが飛び出したりして、思わ城事故につながり、けがをするおそれがあります。 


2已6 

















3-3. 収納装備の使いち 


コンソールボックス 


I コンソールボックス 

ボタンを巧してフタを開ける 
前後どち日かのボタンを巧すと開を 
ます。 


白知識 

■コンソールボックス内のトレイについて（已人柔りまのみ） 

トレイは持ち上げて前後に移動した0、取 
りはずすことびでをます。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

コンソールボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 

■フタを 開閉ずるとをは 

手や指などを挟まないよラにま意してください。けびをするおそれびあります。 




イラストは7人柔〇車で代表しています。 


室内装備の使い方 


2已7 


















3-3. 収納装備の使いち 


カップホルダー 


I カツプホルダー 

助手席前 



コンソール部 （7 人柔り車) 



巧して開ける 


□ U ヤ 

曰フ□ント 


吕已8 















3-3. 収納装備の使いち 

カップホルダー 


コンソール 部（已人乗り車) 




n フ□ント 上面 
曰フ□ント 側面 

使用するとさは、前方に引いて開け 
ます。 


U ャ 

ツマミを引いてフタを開け、ホルダー 
を調整して使用します。 

閉じるときは、 ホルダーを 格納してか 
らフタを閉じて < ださい。 


曰知識 



室 

内 

装 

備 

の 

使 

い 

方 


■コン ソール 部のカツプ ホルダー について（已人乗り車) 



フ□ント側面のカップホルダーは、中の卜 
レイを取りはずし、ル物入れとして使用す 
ることがでをます。 


2已9 




















3-3. 収納装備の使いち 


カップホルダー 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップやちし i (がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない とさは 

カップホルダーを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーび体にあたったり、収納していた 
ちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 


A ま意 

■カップ ホルダーの破損を防ぐために 

カップホルダーに手をついたり、足で踏んだりしないでください。 
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I ボトルホルダー 


フ□ントシート 



セカンドシート 



ヴードシート （7 人乗り車のみ) 



3-3. 収納装備の使いち 

ボトルホルダー 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使いち 


ボトルホルダー 


曰知識 


■ボトルホルダーについて 


♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ-おによつては収納でをないことびあります。 


A ミち意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップ.ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれがあります。 
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3-3. 収納装備の使いち 



I ル物入れ（才ーバーへッドコンソールボックス） 



フタを巧す 

ル物を一時的に収納でをます。 


A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを必ず閉じて < ださい。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびありを険です。 

■収納して はいけないちの 

200邑上のちのを入れないでください。 200 g し U 上のちのを入れるとフタび 
開を収納されているちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれび 
ありを険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使いち 


才ープントレイ 


[习 一 JJ トレイ 

フ□ントコンソールトレイ （7 人乗り車) 



フ□ントコンソールトレイ（已人乗り車) 




264 































3-3. 収納装備の使いち 


才ープントレイ 


フ□ントドアポケット 



U ヤドアポケット 



A 警告 
■走行 中の警告 

オープントレイには、転びりやすいものや、凹面からはみ出るよラなものを置 
かないで < ださい。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびあ D を険です。 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使いち 


力ードホルダー 


I 力ー ドホル ター 


サンバイザー部 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 














3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

曰側方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろした状態でフック 
か日はずし、横へまわず 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



ま意 

■補 機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムび停止した状態で、長時間ライトを点灯しないでください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

時計 


n 時を調整ずる 
旦"分"を調整ずる 
0 " 分"を00にずる 《 

※(例）1:00〜1:2日^ 1:00 
1:30 ~ 1:已9 ^2:00 


白知識 

■時刻び表示されるとを 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■ソくワ ー" スイッチ OFF をの作動について 

"パワー"スイッチを OFF にしたあとも、約30秒間またはドアを施錠するま 
でのあいだ、時刻は表示されています。 

■ 補機バッテリー端モの脱着をしたとき 

補機バッテ1」一端子の脱着を行ラと、時計のデータは1」セットされます。 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ u — ソケット 


1吕 V 1 0 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いください。 
フ□ント 



フタを手前に引いて開ける 



フタの先端を引さ上げて開ける 



フタを手前に引いて開ける 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


























3-4. その他の室内装備の使い方 


白知識 

■使用を件 

"パワー"スイツチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとを 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

アクセヴ U —ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラ 
に、使用しないとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒュ ーズが切れるのを防ぐために 

12V 10 A をこえないよラにしてください。 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムび停止した状態で、アクセヴ U —ソケットを長時間使用 
しないで < ださい。 


室内装備の使い方 


271 







3-4. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト（セカンドシート ）* 



手前に倒して使用します。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

コートフック 


リヤドアの上にあるアシストグリップには、コートフックび付いてい 
まず。 



A 警告 

■コート フックへかけてはいけないもの 

八ンガーなどの硬いちの、鋭利なちのをかけないで<ださい。 

SRS カーテンシールドエアバッグがふくらんだとをにそれらのちのが飛び、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 


A ま意 

■破損を 防ぐために 

過度の負荷をかけないでください。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

パノラ7ルーフシエード 


頭上のスイツチで/ (ノラマルーフシエードを開閉ずることがでさまず。 


n 開ける ’X 
曰閉める ’X 

* 途中で停止するときは、スイッチを 
軽く巧します。 



白知識 
■作動を件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■挟み a み防止機能 

♦パノラマルーフシェードを閉めるとさに、異物の挟み込みを感知すると、作 
動び停止し少し開さます。 

♦挟み込み防止機能び作動したときは、再度スイッチので LOSE " 側を押し 
てち、完全に反転作動び停止するまでは閉まる方向に動をません。 

♦パノラマルーフシェードは、周囲の状況や走行状況により衝撃びあった場 
合、反転作動することびあります。 

■ドア□ック連動自動閉機能 

"パワー"スイッチび OFF のとを、ドアを車外から施錠、または車内からワイ 
ヤレス U モコンで施錠すると、バノラマルーフシエードび自動で閉まります。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


■パノラマルーフシェードが正常に閉ま S ないときは 

次の操作を行って < ださい。 

E 现过 1 1車を停止する 

お M 2 I パノラマルーフシェードが止まっている状態で、スイツチの " CLOSE " 
側を10砂し U 上（パノラマルーフシェードが完全に閉まるまで）押し 
続ける 

し U 上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 

■カスタマイズ機能 

ドア□ツク連動自動閉機能を非作動にすることができます。 

(カスタマイズー覽： ^ P . 424) 


A 警告 

■パノラマ ルーフシェードを開閉ずるときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、骨折など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 

♦パノラマ ルーフシェードを開閉するとを 
は、柔員の手•腕•頭-首を挟んだ0巻を 
込んだりしないようにま意してください。 

♦お テさまには、バノラ マルーフシェード 
の操作をさせないでください。 

パノラマ ルーフシ ェー ドに挟まれたり卷 
を込まれたりして重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 


なびるおそれびあ0ます。 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■挟み &み防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手' 腕' 頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦挟み込み 防止機能は、パノラマルーフシェードび完全に閉まる直前に異物を挟 
むと作動しない場合びあります。指などを挟まないよラに注意してください。 
重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

■やけど やけがを防ぐために 

ルーフの下側とパノラマルーフシェードの隙間には面れないでください。 

手を挟んでけびをするおそれびあります。また、車を直射曰光のあたる場所に長 
時間駐車するとルーフの下側び熱くなるため、やけどをするおそれちあります。 


A ま意 

■パノラマ ルーフについて 

パノラマルーフは樹脂ででをています。ルーフの損傷を防ぐため、なのことを 
お守り < ださい。 

♦お 手入れをするとをは中性洗剤を使用して、やわらかい巧やスポンジで巧れを 
落とし、十分な水で洗い流してください。（一 P . 294) 

♦荷物を 載せるとさは必ず、この車専用のルーフラックを使用してください。 
(一 P ' 229) 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のフ□アマットを、フ□アカーぺットの上にしっかり 
と固定してお使いください。 



固定フック（クリップ）にフ〇 
アマット取り付け巧をはめ込む 


固定フック（クリップ）上部の 
レバーをまねして、フ□アマッ 
卜を固定ずる 

《 A マークを 必ず合わせてくだ 
さし、。 


固定フック（クリップ）のお状はイラストと異なる場合びあります。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しない 
♦運転席 専用のフロアマットを使用する 
参 固定フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 
♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 
♦フ □アマットを前後逆さまにしたり、妻返して使用しない 
■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行5 

♦八 イブ U ッドシステム停止およびシフト 
ポジションび P の状態で、各ペダルを奥 
まで踏み込み、フ□アマットと干渉しな 
いことを確認する 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


デッキフック 

市販のネットや□ープなどを使って、荷物を固定ずることびでさ 
ます。 

7人乗り車 

フックを起こして使用ずる 



已人乗り車 



フックを起こして使巧ずる 


室内装備の使い方 


279 
























3-4. その他の室内装備の使いち 


ラゲージトレイ（已人柔り車のみ) 



■ デッキボード 
7人乗り車 



シートの後方に傘 (77 cmLU 下) 
などを収納でさまず。 


n 開くとさは、デッキボードを 
持ち上げる 

B 開いた状態を保持するには、 
デッキアンダートレイに立て 
かける 

閉じるとさは、みし上ちへ持ち上 
げてか5、車両後ちへ倒してくだ 
さい。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


已人乗り車 



n 開けるときは、レバーを起こ 
して引さ上げる 

曰車両前側のデッキアンダート 
レイを使用ずるときは、デッ 
キボードを折りたたみ、持ち 
上げて車両前方へ動かず 



281 











3-4. その他の室内装備の使いち 


■デッキアンダートレイ 

デッキボードの下にあ0まず。 




■ デッキサイドル物入れ 



イラストは7 乂柔〇車で代表しています。 


7人乗り車 

イラストはタイヤバンク応急修理 
キット装着車で代表しています。 


已人乗り車 

イラストはタイヤバンク応急修理 
キット装着車で代表しています。 


使用するとをはデッキボードを 
開いてか日（一 P . 280, 281)、 
フタを持ち上げて取りはずず 
デッキフックにあたらないよラ 
に、車両前側からフタを持ち上げ 
て < ださい。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


兰ち表示板等収納スペース 

デッキアンダートレイに=角表示板等を収納ずることびできまず。 

7人乗り車 




イラストはタイヤバンク応急修理 
キット装着車で代表しています。 


イラストはタイヤバンク応急修理 
キット装着車で代表しています。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


白知識 

■ トノ カバー 収納 スペース 

トヨタ販売店で装着したトノカバーを、デッキアンダートレイに収納すること 
びでをます。 




7人乗り車 

イラストはタイヤパンク修理キット装着車 
で代表しています。 


已人乗0車 

イラストはタイヤバンク修理キット装着車 
で代表しています。 


■云角表示板の収納について 

兰角表示板のケースの大ささや形状によっては、収納でをない場合びあります。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


A 警告 

■デッキ フックを使用しないときは 

けびをしないよラに、必ずもとの位置にもどしておいてください。 

■走行 中の警告 

♦各 収納スペースのフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦ラ ゲージトレイには、転びりやすいものや、凹面からはみ出るよラなものを置 
かないで < ださい。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 


/ K ミち意 

■デッキ ボードの破損を防ぐために 

デッキボードの上に立ったり、無理な力をかけたりしないで<ださい。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ステアリングスイッチ（才ーデイオ操作用) 


メーカーオプションのナビゲーションシステムおよび、この車のステ 
アリングスイツチに対応している販売店装着オプションのナビゲー 
ションシステム-才ーディオを操作ずることびでさまず。 

• メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお柔りのちは、別冊 
「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。 

• 販売店装着オプションのナビゲーションシステム • オーディオ装着車は、装 
着された製品によ0操作び異なる場合びあ0まず。詳しくは製品に付属の 
取0扱い説明書を参照してください。 



□ 音量の調節 

曰電源の ON / OFF • モードの 
切りかえ 

□ CD -ラジオなどの操作 


I 電源を入れる 

を巧す 

電源び ON のとさを"ピッ"と音びずるまで巧したまま保持すると電源び 
OFF にな0ます。（装着された聲品によ0、音びしない場合びあ0ます） 

I モードを切りかえる 

電源び ON のとさを巧ず 

押すごとにモード （ CD . ラジオなど）び切0かね0ます。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


[音量を調壁ずる 

音量を大さ<ずるとさは 
側を巧ず 

スイッチを巧したまま保持すると、音量を連続して調整でをます。 

A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中にステア U ングスイッチを操作するとをは、十分ミ主意してください。 


の "+" 側を、ルさくずるときは 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


288 



お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 290 

内装の手入れ . 295 

タイヤについて . 299 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネッ . 303 

ガレージジャッキ . 307 

電球（バルブ）の交換 . 310 

ヒューズの点検•交換 . 324 

キーの電池交換 . 332 

ウォッシャー液の補給 . 33已 

エアコンフィルターの 
清掃-交換 . 336 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなび日車体-足まわり-下まわりの順番に上か日下へ 
巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわ日かいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシヤンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

♦水のはじさび悪くなったときは、ワックスびけを行ラ 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び;を 
えているときにワックスをかけます。（およそ体温じ(下を目安としてください） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


I アンテナの取り扱いについて 

洗車時には、アンテナを脱着または格納ずることびできまず。 

n 取りはずず 
且取り付ける 
□ 格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のあるところ 
まで立てて使用してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


目知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取り付けて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

♦洗車機によっては、アンテナ- U ヤスポイラーび引っかかり、洗車できない 
場合や、傷付いたり、破損したりするおそれびあります。 

■高圧洗車機を使ラときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

♦洗車の前に、給ミ由 □ び確実に閉まっていることを確認してください。 

■ 洗車などで車に水をかけたとき 

キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作を 

くり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m しツ上離れた場所にな 

管して、洗車などをしてください。（キーのを難にま意してください） 

■アル5ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは、早めに十分洗い流してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


■バンパーについて 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 

■フ□ントドアガラスの撥水コーティング * について 

♦撥水効果を長持ちさせるため、なのことにミち意してください。 

•フロントドアガラス表面のミ尼などのちれを落とす 
. ミちれは早めにやわらかい湿った巧などで清掃する 

-コンパウンド値き粉）び入ったガラスク U - ナーやワックスを使用しない 
-金属裂の道具で霜取りをしない 
♦水;商のはじさび悪くなったとをは補修することびでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 

■パノラマルーフの水アカについて 

水アカを落としをれない場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 警告 

■洗 まをずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■塗装の 努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ 5な場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール.花粉.樹液-鳥の面ん-虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり-ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイール 保管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライトの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦ま 庫の天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カノ（一をかけるとを 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたとさは、アンテナを紛失しないよラに 
ま意してください。また、走行前には必ずもとどおりに取り付けてください。 

■アル 5部品の清掃について 

ボンネットを清掃するとをは、強く押したり、体重をかけたりしないでくださ 
し、。アル5部分びへこむおそれびあります。 

■パノラマ ルーフ*の損傷を防ぐために 

なのことをお守りください。お守りいただかないと、バノラマルーフの表面を 
損傷したり、コーティングの劣化を早めたりするおそれびあります。 

♦洗車 前にはあらかじめルーフ表面についたほこ D やミ尼、砂などの異物を水で取 
り除いてお< 

♦硬い ブラシやたわし、先のとびったちのなどは使用せず、やわらかい巧•スポ 
ンジなどを使って清掃する 

♦巧れ を落とすとさは中性洗剤を使用し、ガラスコート-カーワックスなどの 
ミ由脂類-ガラスク U —ナーなどのアルコール類-研磨剤の入ったちのは使用 
しない 

洗ミ争後は、ミ先剤び残らないように水を十分にかけて洗い流してください。 

♦鉄粉び 付着したとさは、乾いた巧でこすらず、水を流しなびら軽くふさとるよ 
ラにして取り除く 

• ステッカーなどの粘着物や吸盤などを貼り付けない 
バノラマルーフに貼り付けられているインフオメーシヨンラベルは、内容を確 
認したらすみやかにはびしてください。 

♦ルー フ上に雪び積もったときは、ルーフ表面に傷び付かないようにま意して取 
り除く 

ルーフに霜•氷び付し化ときも、スクレーパー'解氷き ij は使用しないでください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、巧の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラずめた洗剤をやわ日かい布に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/〇の水を液までラずめたちのを使用してください。 
• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわらかい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや、やわ日かい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間そのままにしておいてか日巧れを落とし、固 < しぼったさ 
れいな巧で洗剤をふさ取る 



29已 



4-1 .お手入れのしかた 


白知識 

■本軍部分のお手入れの目を 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーぺットは常に乾いた状態をなつことをおすすめします。 

洗ミ争には、市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。 
シートベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦床 • ラゲージルーム内' 駆動巧電池;令却用吸入□など車内に水をかけたり液体 
をこぼしたりしないでください。（一 P . 32) 

駆動用電池や電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれ 
びあ D を険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線をめらさないでください。（一 P . 111) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。 

インストルメントパネルびフ□ントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視 
界をさまたげ思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ミち意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色 •しみ'塗装はびれの原因になるため、なのを剤は使用しないでください。 

-シートし i (外の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力1」性の溶剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール-その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

♦麗 出しワックスや麗出しク1」ーナーを使用しないでください。 

インストルメントパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因にな 
るおそれびあります。 

■軍の 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために;欠の警告をお守り < ださい。 

♦革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないようにする 
特に夏場は曰陰で車を保管する 

♦ビニール 製-プラスチック製-ワックス含有のちのは、車内び高温になると 
革に張 D 付くおそれびあるため、革張0の上に置かない 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオ*やフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあ D ます。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

♦熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付け5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を已 ,000 km ごとに行ってください。 

■タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）のち無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおず順にタイヤの□ーテー 
シヨンを行う 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□ーテーシヨン 
をおすすめします。 
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4-1 .お手入れのしかた 


白知識 

■タイヤ空気圧の数値 



タイヤサイズ 

空気圧※ [ kPa ( k 旨/ cm う] 

前輪 

後輪 

20己/日 OR 16 92 V 

240 
に. 4) 

230 
に. 3) 

21己/日日 R 179 ]V 

230 
に 3) 

220 
に 2) 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 

応急用タイヤ* : 420 kPa (4.2 k 有/ cm ろ※ 
^タィャび;令ぇてぃるとをの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差 
のないタイヤを使用する 

♦メーカー 指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ 'バイアスベルテツドタイヤ'バイアスプライタイヤを混在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤを混在使用しない 

♦他の 車両で使用していたタイヤを使用しない 
しツ前どのよラに使用されていたか不明のタイヤは使用しない 

■異常が あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦まび 横すべりする 

♦まの 本来の性能（燃費'車両の方向ま定性-制動距離など）び発揮されない 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 


♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けてください。 

テーノて一部をか側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スを塗らないでください。 

ナツト部を締めるとさに必要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディ 
スクホイールび損傷するおそれびあ D ます。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあり 
ます。オイルやグ U —スびねじ部に付いている場合はふを取ってください。 

■異常び あるホイールの使用禁止 

亀裂や変形などびあるホイールは使用しないでください。 

走行中にタイヤの空気び抜けて、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


■タイヤ 交換時のま意 



ま意 

■走行 中に空気ちれび起こった6 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走巧に巧ずるま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。 

また、タイヤ-ホイール-車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 

ボンネット解除 レバーを 引く 
ボンネットびみし浮を上び0ます。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 

通ちは上側の巧を使用し、ボンネッ 
卜を大きく開けたい場合は、下側の 
巧に挿し込みまず。 


曰知識 


■補機バッテリーについて 



♦この車両の補機バッテ U - は、ラゲージ 
ルーム（運転席側）のデッキサイドル物入 
れ下部にあり、エンジンルームには搭載さ 
れていません。捕機バッテ U - はバッテ 
1」一液の補充び必要ないタイプのため、 
バッテ1」一液量等の点検は不要です） 

♦補機バッテ1」一びあびってしまったとを 
は、エンジンルーム内にある救援用端テ 
を使用して、処置を行います。 

(一 P . 403) 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■修理- 車検-整備点検をずる場合は 

整備モードに切りかえる必要びありますので、必ずトヨタ販売店にご相談<だ 
さい。高電圧システムを使用しているため、取り扱いを誤ると、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびありを険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


交換する際はプ U ウスひ専用品を使用してください。専用品し U がを使用すると、 
ガス（水素）び室内に侵入したり、引火して爆発するおそれびありを険です。 
補機ノ（ッテ1」一の交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ボン ネットステーをステー巧に挿し込んだあとは 

ボンネットび頭や体の上に落ちてこないよラに、正しく巧し込まれているか確 
認してください。 



補機バッテリーの交換について 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ミち意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットステーをステー巧から取りはずし、ク U ップに正しくもどしてくだ 
さい。 

ステーを正しくちどさない状態でボンネットを閉めると、ボンネットやステー 
び損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットして<ださい。 

正しい位置にセットしないと、車両び損傷したり、けびをしたりずる 
おそれがありまず。 

■フ□ント側 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

なのことをおずお守0 ください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取り扱い説 
明書を十分に確認の上、使用する 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガレージ ジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり 
込んだ D しない 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用する 

♦車両び ジャッキアップされた状態で八イブ U ッドシステムを始動しない 

♦平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シフトポ 
ジシヨンを口にする 

♦ガレージジ ャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷し 
ます。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

♦車内に 乗員びいるとをは車両を持ち上げない 

♦車両を 持ち上げるとさは、ガレージジャッキの上または下にちのを置かない 

♦ U ヤヴスペンション部などでジャッキ 
アップしない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。電球交換の難易度は電 
球によって異なりまず。部品が破損ずるおそれびあるので、トヨタ販 
売店で交換ずることをおずずめしまず。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確かめてください。（一 P . 422) 

■フ□ントのバルブ位置 



■ リヤのバルブ位置 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 

■へッドライト□ービーム（八□ゲンへッドライト装着車) 



ITO42W034a 



運転席側を交換ずるとさは、ネジ 
(1 本） を 取りはずしてラジェ ー 
ター U ヴーバー タンクの ホースの 
ステ ーを はずし、ェアク リーナー 
の 吸入口を持ち上げる 

交換後は、ェアク1」ーナーの吸入□を 
もとにもどし、ラジェーター|」ヴー 
バー タンクのホースのステーを巧実 
に取0付けてください。 


ソケットを取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず 


ElURI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■へッ ドライト 八 イ ビーム 

巨画で運転席側を交換ずるときは、ネジ （1 本）を取りはずしてラジェー 
ター U ヴ—ノ（ー タンクの ホースのステーをはずし、 ェアク U — 
ナ ーの 吸入口を引さ出ず（一 P . 31 1) 

居圆 互ソケットを取りはずず 

A □ゲンへッドライト装着車 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず 


ElURI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 車幅な 

巨画で運転席側を交換ずるときは、ネジ （1 本）を取りはずしてラジェー 
ター U ヴーノ（ー タンクの ホースの ステ ーを はずし、ェアク U — 
ナーの 吸入口を引 さ 出ず（一 P . 31 1) 

巨圆互 ソケットを取りはずず 

A □ゲンへッドライト装着車 


軒 T 尸づぉヴ碱ソ!； \\ 


圍 

LED へツドライト装着車 



同 

- - ITO42W017 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず 


ElURI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントフオグライト= 



ネジ （2 本）を取りはずし、フエ 
ンダーライナーをめ<る 


コネクターを取0はずず 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずず 


ElURI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントち向指示兼非常点滅な 

巨 pri フェンダーライナーをめくる （^ P . 3 T 7) 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


お手入れのしかた 



る 
1^ 

仙 
〇 
取 
で 

目ハ 

判 
の 
逆 
と 
さ 
と 
た 
し 

ず 
は 

取 

ん 

巧 

と 

る 
1 ^ 

仙 
〇 
取 

4 

1 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤち向指示兼非常点滅!灯-後退な/リヤフォグライト* 




IT043P147 


バックドアを開けて、図の位置にあ 
る切0欠さにマイナスドライバー 
を挿し込んで、カバーをはずず 

傷び付くのを防ぐため、ドライバーの 
先端に巧などを巻いて保護してくだ 
さし、。 


ソケットを取りはずず 
□ U ヤ方向指示兼非常点滅灯 
且後退な/1」ヤフォグライト 


電球を取りはずず 
□ 1」ヤ方向指示兼非常点滅打 
曰後退な/1」ヤフォグライト 


ElURI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























4-2. 簡単な点検-部品交換 


番号な 




€ 3 ^ 


バックドアを開けて、図の位置にあ 
る切り欠きにマイナスドライバー 
を挿し込んで、カバーをはずず 

傷び付くのを防ぐため、ドライバーの 
先端に巧などを巻いて保護してくだ 
さし、。 


ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


E 3 BI 4 I 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■次の電球を交換ずるには 

次の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 
• へッドライト□ービーム (LED へッドライト装着車） 
♦サイド方向指示兼非常点滅な 
♦尾な 
• 制動な 

♦八イマウントストップライト 

曰知識 


■ LED ライトについて 


へッドライト LED へッドライト装着車の□-ビーム）.尾な.制動な.八イマ 
ウントストップライトは数個の LED で構成されています。もし LED びひとつ 
でも点灯しないとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

なのようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的な 
曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
参ライト内に水びたまつている 

■電が（バルブ）を交換ずるときは 

一 P . 330 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦必ず 八イブ U ッドシステムを停止し、ライトを消灯してください。消灯直後は 
高温になっているため、交換しないでください。やけどをすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発火、またはへッドライト内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの 点検•交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置が働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検を巧ってください。 

mm "パワー"スイッチを OFF にずる 


learai 2 1ヒューズボックスを開ける 


エンジン ルー ム 


r - _ 


觀 

fed 

/ ///く tO42W026 

助手席足元 

麵 

議 

ミ - ■レ 


<— zf 两打 


rfe 

鋼 

J ITO42W027 



1 

卿 

ITO42W028 


ツメを巧しなび 5 、カバーを持 
ち上げる 

閉めるときは、奥にあるツメ （2 
圏巧）を先に引っかけてか5閉め 
て < ださい。 


足元のカバーを取りはずして、 
ヒユーズポックスカノ（一を取り 
はずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画互故障の状況か日、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」で確認ずる（一 P . 326) 



ヒューズはずしでヒューズを引 
さ巧く 

ヒューズはずしはエンジンルーム 
のヒューズボックス内にあ0ます。 


EJai 51ヒューズび切れていないか点検ずる 

n 正常 


□ 


且 




且ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 



3吕已 



































4-2. 簡単な点検-部品交換 


I ヒューズの 配置と負荷 

■エンジン ルーム 



ITO42W035a 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

S - H 0 RN 

lOA 

S-HORN 

2 

ENG W/P 

吕 OA 

を却システム 

3 

ABS MAIN N 0.2 

7 .己 A 

ABS 

4 

AMP 

吕 OA 

オーディオ 

已 

IGCT 

吕 OA 

パワーコント□-ルユニット、始動系 

6 

DC / DC-S 

己 A 

インバーター&コンバーター 

7 

PCON MAIN 

7 .已 A 

P ポジション制御システム、 

トランス5ッション 

8 

AM 2 

7 .已 A 

始動系 

9 

ECU - 臣 2 

7 .己 A 

スマートエン hU —&スタートシステム 

10 

MAYDAY 

lOA 

未使巧 

11 

ECU - 巨吕 

lOA 

エアコン 

12 

TURN & HAZ 

lOA 

ち向指示な 

13 

ETCS 

lOA 

燃料噴射システム 

14 

ABS MAIN N 0.1 

20 A 

ABS 

]已 

H-LPHI MAIN 

20 A 

へッドライト八イビーム 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

16 

HV 臣 ATT 

lOA .》 

駆動巧電池 

17 

DRL 

7 .已 A 

未使巧 

18 

PCU 

lOA 

インバーター&コンバーター 

] 白 

1 白 CTN 0.2 

lOA 

八イブ U ッドシステム、 P ポジション 
制御システム、インバーター&コン 

バーター 

20 

MIR HTR 

lOA 

5ラーヒーター 

21 

RAD N 0.1 

1 己 A 

オーディオ、ナビ ゲー ションシステム 

22 

DOME 

lOA 

ドアカーテシライト、パーソナルライ 
卜、インテ U アライト、足元照明、バニ 
ティライト、 メーター 

23 

ECU - 目 

7 .己 A 

スマートエント U —&スタートシステ 

ム、メイン ボデー ECU 

24 

H-LP LH HI 

lOA 

左側ヘッドライト（八イビーム） 

2已 

H-LP RH HI 

lOA 

ち側ヘッドライト（八イビーム） 

2巨 

EFI N 0.2 

lOA 

燃料噴射システム 

27 

IGCTNO . 吕 

lOA 

を却システム 

28 

SPARE 

吕 OA 

予備ヒューズ 

2白 

SPARE 

lOA 

予備ヒューズ 

30 

SPARE 

7 .已 A 

予備ヒューズ 

31 

EFI MAIN 

20 A 

燃料噴射システム 

32 

臣 ATT FAN 

lOA 

を却フアン 

33 

IG 2 

20 A 

始動系、燃料噴射システム 


义1 人柔〇車のみ装着されます 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 



IT043P196 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

CIG 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 

2 

ECU-ACC 

lOA 

^インボデー ECU、 電動5ラー、オー 
ディオ、ナビゲーシヨンシステム 

3 

PWR OUTLET 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

4 

SEAT HTR FR 

lOA 

未使用 

巳 

SEAT HTR FL 

lOA 

モ使巧 

6 

DOOR N0.1 

2 已 A 

パワードア□ックシステム 

7 

D 巨 L LOCK 

2 已 A 

未使巧 

扫 

FR FOG 

1 己 A 

フ□ントフォグライト 

9 

0 巨 D 

7 .已 A 

ダイアグノーシスコネクター 

10 

RR FOG 

7 .已 A 

U ヤフォグライト 

11 

STOP 

lOA 

制動な 

12 

P FR DOOR 

2 己 A 

パワーウインドウ（助手席） 

13 

D FR DOOR 

2 己 A 

パワーウインドウ（運転席） 

14 

DOOR RR 

2 己 A 

パワーウインドウ （ 1」ヤ席運転席側） 

]已 

DOOR RL 

2 己 A 

パワーウインドウ （ 1」ヤ席助手席側） 

16 

ECU-IG N0.1 

lOA 

メインボデー ECU 

17 

ECU-IG N0.2 

lOA 

PCS、 電動バワーステアリング、才一 
ディ オ、 ナビゲーシヨンシステム、バ 

ノラマルーフシエード、ち向指示な、 
ワイパー、ヘッドライトク U- ナー 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

18 

GAUGE 

lOA 

自動光軸調整システム、助手席シート 
ベルト非着用警告な、メーター 

19 

A/C 

lOA 

ェアコン 

20 

WASHER 

1 己 A 

ウオッシヤー 

21 

RR WIP 

20 A 

U ヤワイパ ー& ゥォッシャー 

22 

WIP 

吕 OA 

ワイパー 

23 

MET 

7 .己 A 

メーター 

24 

IGN 

lOA 

スマートエント U — &スタートシステ 
ム、 SRS エアバッス燃料噴射システム 

2已 

PANEL 

lOA 

エアコン、非常点滅灯、 P ポジション 
スイッチ、ナビゲーションシステム、 
インテ U ジェントパーキングアシス 
卜、ヘッドライトク U - ナー、助手席 
シートベルト非着用警告な、自動光軸 
調整システム、グローフボックスライ 
卜、時計、オーディオ 

2巨 

TAIL 

lOA 

自動光軸調整システム、車幅な、尾な、 
ま号な、 U ヤフォグライト、フロント 
フォグライト 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P ' 310) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■ 補機バッテリーか6の回路に過剰な負荷びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 

■電球（バルブ）を交換ずるときは 

この車両に指定されているトヨタ純正品のご使用をおすすめします。 

一部の電球は過電流を防止する専用回路に接続されているため、この車両指定 
のトヨタ純正品し U 外は使用でをない場合びあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量！;(がのヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないでください。 
• 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒュ ーズやヒューズボックスを改造しないでください。 

■パ ワーコント□-ルユニット近くのヒューズボックスについて 

高電圧部位-高電圧の配線び近<にあるため、絶対に点検-交換を行わないで 
<ださい。取0扱いを誤ると感電し、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 


A ま意 

■ヒュ ーズを交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているとさは、新しい電池に交換してください。 

■用意ずるをの 

• 7イナスドライバー 


• ルさいマイナスドライバーなど 
• U チウム電池巳 R 1 己32 

■電池交換のしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取0 
付けまず。 


illRI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


曰知識 


■ リチウム電池 CR 1 色32の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 

■ 電子キーの電池び消耗していると 

なのよラな状態になります。 

♦スマートエント U-& スタートシステム.ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■キーの電池を交換したとさは 

キーのスイツチを押し、本体の LED び点なすることを確認します。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

お子さまにさねらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■交換 後、正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

• めれた手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

参 電池!;(外の部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 


液面が LOW の位置に近付いた 
らウォッシャー液を補給する 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

八イブ1」ッドシステムび熱いとをや八イブ U ッドシステム作動中は、ウォッ 
シャー液を補給しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含ま 
れているため、八イブ1」ッドシステムなどにかかると出乂するおそれびありを 
険です。 


A 汪意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液のうずめ方 

必要に応じて水でラすめてください。水とウオッシャー液の割含は、ウオッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 




33已 

























4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃 • 交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 

■交換のしかた 


EHm ° ) の一 " スイッチを OFF にずる 



グ□ーブボックスを開さ、フイ 
ルター交換用のカノ（一をはずず 


フィルターカパーを取0はずず 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターに交換ずる 

「t UP 」 マークの 矢印び上を向く 
ように取り付けます。 


ElMsI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 — 

■エアコンフイルターの清掃.交換について 

エアコンフイルターはなの時期を目安に清掃、または交換してください。 

ミ青掃；1己,000 km [7, 已〇 0km 《 ] ごと 
交換： 30.000 km [1 己,000 km 《 ] ごと 

X’大都市や寒を地など、交通量や粉じんの多い地区 

■エアコンの風量び減少、したときは 

フイルターの目づまりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A を意 

■エアコンを 使用ずるときのを意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることびあり 
ます。化ずフイルターを装着してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


338 



トラブルび起宝た 6 5 


己-1.まず初めに 

故障したとさは . 340 

非常点滅灯 . 341 

発炎筒 . 342 

けん引について . 344 

イベント データ 

レつーダー . 350 


5-2. 緊急時の対処法 

警告口がついたときは . 352 

パンクしたとさは 
(応急用タイヤ装着車） ...... 363 

パンクしたとをは 
(タイヤパンク 

応急修理キット装着車) ..... 378 
八イブ U ッドシステムが 

始動でをないときは . 398 

キーをな< したとをは . 400 

電モキーび正常に働かない 

とさは . 401 

補機バッテリーがあびった 

とさは . 403 

オーバーヒートした 

とさは . 410 

スタックしたとをは . 414 

車両を緊急停止するには ..... 41已 
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已 -1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに下記の指示に従ってくださし、。 





非常点滅なを点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 

(一 P . 341) 

非常点滅灯は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知 b せるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いてくださ 
い。（法的にち義務付けられてい 
まず） 


緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図します。（一 P . 342) 
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5-1. まずな]めに 

巧ち点滅な 


事故や故障のとさなどにお使い<ださい。 



スイツチを押ずとずべての方向 
指示巧び点滅し、ちラー度巧ず 
と消なしまず。 


A ま意 

■ 補機バッテリーあがりを防ぐために 

八イブ U ッドシステムの停止中に、非常点滅灯を長時間使用しないでください。 



























5-1. まずな]めに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時に使用してください。 

発炎時間は約5分でず。非常点滅！打と併用してください。 





本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、ずり薬と発炎 
筒の先端をこず0、着火させる 


白知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限び切れる前に、新しいちのに交換してください。 
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5-1. まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないで<ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

♦ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使 巧中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、おテさまにさわらせない 






5-1. まずな]めに 

けん引について 


けん引は、トヨタ販売店または専門業者にご巧頼ください。 

やむを得ず他車に□-プでけん引してち 5 う場合は、車両積載車まで 
の移動など、できるだけ短距離にとどめてください。 

■けん引される前に 

次の場合は、けん引を行ラ前に、トヨタ販売店へご連絡ください。 
♦八イブ U ッドシステムは始動ずるび、車び動かない 
• 異常な音びずる 

P ポジシヨン制御システム • スマートエント U — &スタートシステ 
ム-イモビライヴーシステムに異常びあるとき、または捕機バッテ 
U —びあびったとさは、前輪び固定されている可能性びあるため、 
前輪び接地した状態で車両をけん引ずることはでさません。その場 
合は、前輪を持ち上げるか、4輪とを持ち上げて運搬してください。 

■けん引されるとをは 


Ifeatfll 11けん弓 I フックを取り付けるレ P . 346) 



車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進方向でけん引してください。 
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5-1. まず初めに 


□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大きさ： 

0.3 m 平ち (30 cm X 30 cm ルツ上 


居歷互けん引される車両の八イブ U ッドシステムを始動ずる 

八イブ U ッドシステムび始動しないとをは、"バワ ー" スイッチを 
ON モードにして<ださし、。 

因画回けん引される車両のシフトポジションを N にしてから、パー 
キングブレーキを解除ずる 

けん引中は、前の車の制動なにを意し、□ープをたるませないように 
してください。 


[緊急時のけん引 


U ヤの固縛用フックを緊急用フッ 
クとしても使用できます。 

雪の吹さだまりなどでスタックし 
て走行でさなくなったとさに累急 
的に他車に引っ張り出してちらラ 
とさに使用ずるちのでず。他車を 
けん引ずることはでさません。 
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手順 



トラブルび起さたら 






























已 -1 .まず初めに 


I けん引フックの取り付け方 





マイナスドライバーを使ってフタ 
をはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
して < ださい。 


けん引フックを巧に挿し込み軽く 
締める 


ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 
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5-1. まず初めに 


口知識 _ 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん弓Iするための 
ちのではありません。 

■けん引フックの収納位置 

一 P. 3已3, 37白 







已 -1 .まず初めに 


A 警告 

■車両を 運搬ずるときは 

必ず前輪を持ち上げるか、4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 
前輪び接地した状態でけん引すると、駆動系部品び破損したり、モーターから 
電気び発電され、故障や破損の状態によっては漏電による火災のおそれびあり 
を険です。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行ラとをは、細むの注意を仏ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあ0ます。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦"パワー" スイッチを OFF にしないでください。 

ノてーキングロックにより前輪び固定され、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

八イブ1」ッドシステムび停止していると、フレーキの効をび悪くなったり、 
八ンドルび通常より重くな D ます。 

■けん 引フックを車両に取り付けるとき 

指定の位置にけん引フックをしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかり取り付けないとけん引時にはずれてしまい、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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A ミち意 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはなのことをおずお守りください。 

-ワイヤー□-プは使用しない 

-连度 30 km / h け下、距離は車両積載車までの移動など、でさるだけ短距 
離にとどめる 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション 部などにロープをかけない 
♦この 車両で他まやボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 
駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 





5-1. まずな]めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピューターを搭載し 
ていまず。このコンピューターは、システムび正常に作動しているこ 
とを診断ずると共に、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを 
記録ずるイベントデータレコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


I 記録ずる データ 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダー 
び、衝突のとをや衝突に近い状態のとさに次のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
♦車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 
• トランス S ッションのシフトポジション 
• 運転ちおよび助手席乗員のシートベルト装着の有無 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。 
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5-1. まず初めに 


I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を次の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づ<場合 

• 統計的な処理を行なラなどの、使用ちや車び特定されないよラに加工 
したデータを研究機関などに提供ずる場合 






5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告丹が点丹または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のよラに対 
処してください。なお、点!打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常で 
はありません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


ブレーキ 警告な（警告 ブザー 《1《2) 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点灯します。 

解除後、消灯すれば正常です。 

(①） 

啸色） 


1ブレーキ 警告 ブザー： 

ブレーキの効さほ下につなびる異常びあると、警告なの点なと同時にブヴーび鳴0 
ます。 


パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー： 

パーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、車速び約日 km/h 政上になる 
と、警告ブヴーが鳴0ます。 

警告ブヴーが鳴ったとさは、パーキングブレーキを解除して<ださい。 


3已2 














5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに停車してください。 

なの警告は、お車への損傷や思わめ危険を巧くおそれびあることを意味し 
ます。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


a 


充電警告な’^^ 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 


ょ- 


高水温警告な 

エンジン冷却水高温異常 

水温の上昇にとわない、点滅から点灯にかわ0ます。 

(^ P . 410) 




八イブリツドシステム異常警告な 2 

八イブリツドシステムの異常 


1充電警告口び点滅した、または八イブ I 」ッドシステムび始動でをないとさは、補機 
バッテ I 」一び充電不足の場合びあ0ます。 （^ P . 3已 8) 

2警告なの点灯に合わせて警告ブヴーび鳴0ます。 


トラブルび起さたら 


3 

己 

3 




























5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに,点検を受けてください。 

なの警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故障を 
招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


警告灯 


〇 


か 


(風 


©! 


警告な名-警告内容 


エンジン警告な 

•八イブリッドシステムの異常 
-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

SRS エアバッグ/プリテンシ ヨナー 警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付をシートベルトシステムの異常 


ABS &ブレーキアシスト警告な 

- ABS の異常 
-ブレーキアシストの異常 

パワーステアリング警告な（警告ブザー) 

EPS の異常 

PCS 警告な* 


PCS 

(点滅) 


プ U クラッシュ セーフ ティシステムの異常 
システムの異常時!;1外にわ、警告打が;欠のよラに作動します。 
•システムの作動時には、速い点滅でお知らせします。 （^ P . 219) 
. プ U クラッシュブ レーキを OFF にすると点打します。 (^ P . 220) 
-システムが一時的に使用でをないとさに点なします。（- > P . 358) 

スリップ表示な 


呂 

(点灯) 


(©) 


• VSC システムの異常 
■ TRC システムの異常 

-ヒルスタートアシストコント□ールシステムの異常 
上記のシステム作動時には、点滅します。 （^ P . 213121 7) 

電子制御ブレーキ警告む 

-回生ブレーキシステムの異常 
-電子制御ブレーキシステムの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告な 


警告な名-警告内容 


を 


P ポジション制御システム警告な‘^ J 

P ポジション制御システムの異常 

-この場合は、パーキング□ック機構が働かない可能性びありま 
す。駐車時は平坦な場所を選び、パーキングブレーキを確実に 
かけて < ださい。 

■ P ポジション制御システムが故障すると、"パワー"スイッチを 
日 FF にでをなくなることがあ0ます。その場合は、パーキング 
ブレーキをかけると OFF にすることびでをます。 


回□ック異常 

駐車時は 
確実に 
パーキング 
ブレーキを 
かけて下さい。 


Qi 


P ポジシヨン制御システム警告メッセージ 

停車時の P ポジション制御システムの異常 
-この場含は、パーキング□ック機構が働かない可能性びありま 
す。駐車時は平坦な場所を選び、パーキングブレーキを確実に 
かけて < ださい。 

■ P ポジション制御システムが故障すると、"パワー"スイッチを 
日 FF にできなくなることびあ 0 ます。その場合は、パーキング 
ブレーキをかけると OFF にすることびでをます。 

-走行すると消灯します。 P ポジション制御システム警告灯び点 
口している状態で停車すると、再度表示します。 

駆動用電池げ態表示な# 

駆動用電池の点検-交換時期が近付いた 

表示灯が点灯したら、すみやかにトヨタ販売店へご連絡<ださ 
い。※2 


Id 


LED ヘッドライト警告 :！:： r 

LED へッドライトの異常 

異常時は LED へッドライトは点打しませんび、故障の状況に 
よっては、点灯できる場合があ0ます。 

へッドライトオートレべリング警告巧# 

自動光軸調整システムの異常 


i ^警告灯の点灯に含わせて警告ブヴーが鳴0ます。 

i 2そのまま車を使用し続けると表示灯が点灯から点滅にかわり、ブヴーび鳴0、まわ 
なく八イブリツドシステムび始動でをなくな0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


3已已 


トラブルび起さたら 






























5-2. 緊急時の対処法 


警告灯 

警告な名-警告内容 


、巧 

演色） 


クルーズコント□ール表示な*/定を制御モード表示な* 

クルーズコント□-ルシステム/レーダークルーズコント□-ル 
システムの異常 


瞭 

横色） 


車間制御モード表示な# 

レーダークルーズコント□ールシステムの異常 


3已6 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 

なの警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告巧び消なずるのを 
確認してください。 



警告な 


警告な名-警告内容 

対処ち法 




P ポジション要巧表示な‘ X 





長時間シフトポジションび N 
になっているため、駆動用電 
池の残量び低下した 

シフトポジションび N の状態 
では充電でをないため、長時 
間停車するとをはシフトポジ 
ションを P にする 


巧 





シフトポジションが N - D ■目 

で運転席ドアを開けた 



(点滅） 


シフトポジションを P にする 




シフトポジションび P 1；(外の 
状態で八イブ1」ッドシステム 
を始動しよラとした 




A イブ U ッドシステム 
過熱警告巧 ’X 

八イブ1」ッドシステムびオー 

車両を停車して点検する 
(^ P . 410) 


け、、 

4 iiD 


バーヒートした 
負荷の高い走行状況（例え 




ば、長い上り坂を走行）のと 
をに警告なが点灯する場合が 
あ 0 ます。 



0 


駆動用電池残量ほ下警告む"^ 

長時間シフトポジションび N 
になっているため、駆動用電 

シフトポジションび N の状態 
では充電でをないため、長時 
間停車するとをはシフトポジ 

1列がのがな滅 J 

池の残量び低下した 

ションを口にする 


警告なの点なに合わせて警告ブヴーび鳴0まず。 


3已7 


トラブルび起さたら 






























5-2. 緊急時の対処法 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 

し [ 

口 

ミ滅また 
点灯） 

ま 

充電警告な 

補機バッテリーが充電不足 

約 6 秒後に警告灯が消灯した 
とさは 

約 1 日分！; Lb 、 八イブ U ッド 
システムび作動した状態を保 
持し、補機バッテ U —を充電 
して < ださい。 

警告口が点口したままで、八 
イブリッドシステムが始動し 
ないとさは 

「補機バッテ U —があびった 
ときは」 UP . 403) の手順 
でノ V イブリッドシステムを始 
動してください。 


PCS 

(点灯） 


PCS 警告巧* 

センサー部の巧れ、またはシ 
ステムの過熱により、 PCS 
(プ U クラッシュセーフテイ 
システム）が現在機能してい 
ない 

-グ U ルまたはセンサーの巧 

れを取り除く 

. プ1」クラッシュセーフテイシ 

ス テムび過熱している場合 
は、通常温度になるまで待つ 


を 


半ドア警告な（警告ブザー‘X ) 

いずれかのドアび確実に 
閉まっていない 

開いているドアを閉める 


半ドア走行時警告ブザー： 

いずれかのドアが確実に閉まっていない状態で走行し、車速が約日 km/h 政上になる 
と、警告ブヴーが鳴0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


の 


燃料残量警告巧 1 

燃料の残量が約目下に 
なった 

燃料を補給する 


み 


シートベルト 

非着用警告な（警告ブザー •ス 2 ) 

運転席•助手席シートベルト 
の非着用 

シートベルトを着巧する 
助手席乗員がいるとをは、助 
手席乗員わシートベルトを着 
用して < ださい。 


1警告なの点なに合わせて警告ブヴーび鳴0ます。 

2運転席-助手席シー S ベル S が着用警告ブザー： 


運転席-助手席シートベルト非着用のまま車まび約 20 km / h しツ上になると、警告ブ 
ヴーび！回鳴0まず。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用のまま30秒を 
経過すると、30秒間断続的に鳴0、さ5にブヴーの音びかわ0日0秒間鳴0ます。 


口知識 

■シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦助手席に乗員びいな<てち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を 
検巧して警告灯び点滅することびあります。 

♦助手席に座布団などを敷<と、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しな 
いことびあります。 

■パワーステアリング警告なについて 

補機バッテ1」一の充電び不十分な場合、または一時的に電圧び下びった場合に 
点灯することびあります。 


3已9 


トラブルび起さたら 


















5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なげ点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 


A を意 

■巧電 警告なの点滅がひんぱんに発生ずるときは 

補機バッテ U —び劣化している可能性びあります。その状態で放置しておくと、 
補機ノくッテ1」一あびりを起こすおそれびあるため、トヨタ販売店で補機バッテ 
1」一の点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 

それぞれの巧処方法に従って処置し、警告巧び消なずるのを確認して< 
ださい。 


警告ブヴー 

スマー トエント 

U —&スタート 
システム警告丹 

警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1回 

なし 

— I * 

電モキーを携帯していない 
状態で八イブ1」ッドシステ 
ムを始動しよラとした 

電モキーを携帯する 

車室内で電子キーを検出 
でさない状態で"パワー" 
スイッチを押した 

電モキーび作動範囲 
内にあるか確認する 
(一 P . 48. 49. 已 3) 

電モキーび作動範囲 
内にあるのに警告な 
び消なしないとを 
は、 ブレーキを踏み 
なびら電子キーで 
"パワ ー" スイッチに 
面れる（一 P . 40 1) 
電子キーと車両間 
の通信びさまたげ 
られているか、電子 
キーの電池が切れ 
ています。 

正規の電モキーび車室内 
にないが態で走行をはじ 
めた 

車室内に電子キーが 
あるか確認する 
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トラブルび起さたら 




















5-2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 

スマー トエント 

U —&スタート 
システム警告丹 

警告内容 

対処方法 

車内 

車外 

1回 

3回 




" パワー"スイッチび OFF 
し U かの状態で運転席し U が 
のドアび開閉され、同柔者 
び電モキーを持ち出した 

電テキーを車内にち 

どす 


シフトポジションび P の状 
態で、"パワ ー" スイッチ 
を OFF にせずに電子キー 
を持ち出したまま運転席 
ドアび開閉された 

"パワー"スイッチ 

を日 FF にする 
または電子キーを車 
内にちどす 

なし 

連続 


— 1« 


"パワー"スイッチを日 FF 

にせずに、電子キーを外に 
持ち出してドアを施錠し 
よラとした 

" ) の一 ’’スイッチ 

を OFF にしたあと、 

再度施錠する 

連続 

連続 




シフトポジションび P しツ外 
の状態で"パワー"スイッ 
チを OFF にせずに電子 
キーを持ち出したまま運 
転席び開閉された 

-シフトポジション 

を P にする 
-電テキーを車内に 
入れる 
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5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは（応急用タイヤ装着車) 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 299を参照してください） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• シフトポジシヨンを P にずる 
♦八イブ U ッドシステムを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 

■ 工具とジャッキの搭載位置 
7人柔り車 
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トラブルび起さたら 







































5-2. 緊急時の対処法 


已人乗り車 
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5-2. 緊急時の対処法 


工具とジャッキの取り出し方 


7人乗り車 



tO52W003a 


デッキボードと助手席側デッキサ 
イドル物入れのフタを取りはずし、 
デッキアンダートレイを車両から 
降ろす 



ジャッキを取0出ず 


トラブルび起さたら 


已 

6 

3 



















5-2. 緊急時の対処法 


已人乗り車 




デッキボードを開け、車両前方へ動 
かず 


目力手席側デッキサイド/」け勿入れの 
フタを取りはずし、デッキアンダー 
トレイを車両から降ろず 


ジャッキを取0出ず 
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5-2. 緊急時の対処法 


I "応急用タイヤの取り出し方 

ツールホルダーを 車両から降ろ 
し、留め具を取りはずして応急用 
タイヤを取り出ず 


A 警告 

■サー ビスプラグについて（已人柔り車のみ） 

ツールホルダーや応急用タイヤを車両から降ろすとを、または搭載するとをは、 
ヴービスプラグにあたらないよう、ごま意ください。（一 P . 34) 






















5-2. 緊急時の対処法 


1パンクしたタイヤの交換 




tO52W010 


輪止め X ’をする 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪ラしろ 

ち側 

左側後輪ラしろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


&輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ 
とがでをます。 


ホイールキャップ装着車は、ホ 
イールキャップを取りはずす 

傷が付 < のを防ぐたが、ホイールナツ 
トレンチの先に巧などを巻いて保護 
して < ださい。 


ナツトを少し（約1回転）ゆるめる 
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5-2. 緊急時の対処法 





ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキの溝をジャッキセット位 
置にしっか0かける 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 


ナツトずべてを取りはずし、タイヤ 
を取りはずず 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にします。 


トラブルび起さたら 

9 

6 

3 
































5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取り付け 



ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接触面がミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤがはずれ 
るおそれびあ0ます。 


臣圆互タイヤを取り付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 


アルミホイールか5応急用タイヤにかえるとき 



ITO52W015a 


ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわし 
ます。 


スチールホイールか5スチールホイールにかえるとさ 
(応急用タイヤを含む） 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわし 
ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (1050 kgf - cm ) 




アル S ホイールか5アル S ホイールにかえるとさ 



ナツトの座金びホイールにあたる 
までまわしまず。 


手順 


手順 


トラプルか起さたら 


の 

























5-2. 緊急時の対処法 



ホイールキャップ装着車は、ホ 
イールキャップを取り付ける X ’ 

タイヤのバルブ（空気 □) に切0欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取0付けます。 

応急用タイヤに取り付けることは 
でをません 


邑圆[互すベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納する 
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5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■応急巧タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。 
応急用にのみ使用してください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一口. 421) 

■雪道-凍結路で前輪びパンクしたとをは 
IE 3 团11 I 後輪を応急巧タイヤと交換する 
IE 3 M 1 I 2 I バンクした前輪をはずした後輪と交換する 
IE 3 臓 I 3 I タイヤチェーンを前輪に装着する 


A 警告 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の お車専用になっているため、他のまには使用しないでください。 
♦同時に 2つしツ上の応急用タイヤを使用しないでください。 

♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください。 

♦急 加速-急ブレーキ-急減速-急旋回は避けて<ださい。 

■応急 用タイヤを収納ずるとさは 

ボデーと应急用タイヤとのあいだに、指などを挟まないようにま意してください。 
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トラブルび起さたら 













5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 巧タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、なのシステムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

•ABS 

♦ブレーキ アシスト 

• VSC 
•TRC 

♦クルーズ コントロール* 

♦レーダークルーズ コントロール* 

♦プ U クラッシュセーフティシステム* 

• EPS 

♦ナビ ゲーシヨンシステム* 

♦バック ガイドモニター* 

♦イン テ U ジェントパーキングアシスト* 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

庇急用タイヤを装着しているときは、 lOOkm / h し i (上の速度で走行しないでくだ 
さい。 

な急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

なのことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け-取 D はずし1；(がの目的で 
使用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでさないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

• ジャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャ ッキで支えられている車の下に体を入れない 

♦ジャッキで 支えられている状態で、八イブ U ッドシステムを始動させたり走ら 
せない 

♦車内に 人を柔せたまま車を持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にちのを載せない 
♦まを 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし U 上に上げない 
♦車の 下にちぐり込んで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 
車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ま意してください。 


トラブルび起さたら 


已 

7 

3 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負ラを険を減らすため、なのことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには面れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため、 
タイヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N ■ m (1 0已0 kgf . cm ) の力でナットを締 
める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボル トやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 

♦ナッ トを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一 P ' 302) 

上記のことをおずりいただかないと、ナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ジャッキ や工具を使用したあとは 

走行前に正しい位置に格納されているか確認してください。正しく格納されてい 
ないと、事故や急ブレーキの際、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A ミち意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でを、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時にくらべ車高び化くなっています。 
段差を柔りこえるとをはごま意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチてーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
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トラブルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは（タイヤパンク応急修理キット装着車) 


タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤが搭載されて 
いません。 

タイヤがパンクしたときは、タイヤパンク応急修理キットで応急修理 
ずることがでさまず。おやネジなどが刺さった程度の軽度な/(ンクを 
応急修理できまず（パンク補修液1本につき、応急修理できるタイヤ 
は1本でず)。パンクしたタイヤの損傷状況により、応急修理キット 
では応急修理でさない場合がありまず。（一 P . 382) 

タイヤパンク応急修理キットによる応急修理は、一時的な処置でず。 
できるだけ早くタイヤを修理-交換してください。 

■ 応急修理ずる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをしっか0かける 
• シフトポジシヨンを P にずる 
♦八イブ U ッドシステムを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 

■ タイヤパンク 応急修理 キット-工具の 搭載位置 
7人柔り車 
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5-2. 緊急時の対処法 


已人乗り車 




《ジャツキの使用方法： 一 P . 369 
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トラブルび起さたら 














































5-2. 緊急時の対処法 


■ タイヤパンク応急修理キットの内容/各部の名称 
ボトル 



tO52W039 
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5-2. 緊急時の対処法 


コンプレッサー 



トラブルび起さたら 



















5-2. 緊急時の対処法 


[応急修理ずる前に 



応急修理をずる前に、タイヤの損 
傷程度を確認ずる 


タイヤに刺さっているなやネジな 
どは抜かないでください。抜いて 
しまラと巧が大きくな0すぎ、応 
急修理がでさな< なることがあ0 
ます。 


パンク補修液がちれないようにす 
るため、パンク箇所が分かってい 
る場合は、パンク箇所が上になる 
ように車両を移動してください。 


曰知識 

■巧の場合は、応急修理キットでは応急修理できません。トヨタ販売店にご連絡 
ください。 

♦タイヤ空気圧び不十分な状態で走行してタイヤび損傷しているとを 

♦タイヤ側面など、接地面しツ外に巧や損傷びあるとを 

♦タイヤびホイールから明らかにはずれているとを 

♦タイヤに 4 mm し U 上の切り傷や刺し傷びあるとを 

♦ホイールび破損しているとを 

♦ 2 本し U 上のタイヤびパンクしているとを 

♦1 本のタイヤに2箇所し i (上の切り傷や刺し傷びあるとを 

• 補修液の有効期限び切れているとを 
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5-2. 緊急時の対処法 


タイヤパンク応急修理キットの取り出し方 


7人乗り車 



デッキボードと助手席側デッキサ 
イドル物入れのフタを取りはず 
し、デッキアンダートレイを車両 
か5降ろず 



応急修理キットを取り出ず 


トラブルび起さたら 


3 

8 

3 














































5-2. 緊急時の対処法 


已人乗り車 



デッキボードを開け、車両前方へ動 
かず 


目力手席側デッキサイドル物入れの 
フタを取りはずし、デッキアン 
ダートレイを車両から降ろず 
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曰知識 

■ジャッキ.工具の取り出しち 


^P. 3巨己 


A 警告 

■サー ビスプラグについて（已人柔り車のみ） 


タイヤパンク応急修理キットを車両から降ろすとを、 
サービスプラグにあたらないよラ、ごミ主意ください。 

または搭載するとさは、 
(一 P. 34) 







5-2. 緊急時の対処法 


i 応急修理ずるときは 

巨画で応急修理キットをビニール袋から取り出ず 



パンクしたタイヤのバルブからバ 
ルブキャップを取りはずず 


ボトルの保護フィルムをはびし 
ホースを のばず 

ボトルの ホースから 空気逃びし 
キャップを取りはずず 

ボトルに同封されているパンク補修 
液を入巧ラベルは所定の位置へお0 
付けます。 （im 互へ） 

空気逃びしキャップは再度使用する 
ため、なくさないように保管してくだ 
さし、。 



ボトルのホースをパンクしたタイ 
ヤのバルブに接続ずる 

ホース先端を時計まわ0にまわして 
しっか0と最後までねじ込みます。 
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5-2. 緊急時の対処法 



コンプレッサーのスイッチび OFF 
であることを確認ずる 


フタを開けてコンプレッサーの電 
源プラグを取0出ず 



コンプレッサーの電源プラグをア 
クセサ U —ソケットに挿し込む 
(一 P ' 270) 



速度制限ラベルをはびず 
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トラブルび起さたら 




































5-2. 緊急時の対処法 



付属のラベル2枚を図のよラにそ 
れぞれ貼0付ける 


ホイールのミちれや水分を十分におさ 
取ってからラベルを貼り付けて<だ 
さい。ラベルを貼り付けることがでを 
なかった場合は、トヨタ販売店にて夕 
イヤを修理 • 交換するときにノ ンク補 
修液を入済であることを必ずお伝え 
<ださい。 



ボトルをコンプレッサーに接続す 
る 

左の図のように、ボトルをまっすぐコ 
ンプレッサーに挿入•接続し、ボトル 
の突起びケースの溝にしっか0含つ 
ているか確認してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 



タイヤの指定空気圧を確認ずる 
運転席側の空気圧ラベルで確認する 
ことびでをまず。 （^P. 300) 


臣圆巧 八イブ I 」、ソドシステムを始動ずる(一 P . 1已 0) 



コンプレッサーのスイッチを ON 
にずる 


トラブルび起さたら 


9 

8 

3 







































5-2. 緊急時の対処法 


空気圧び指定空気圧になるまで空 
気を充慎ずる 

n スイッチ ON 直後は、パンク補 
修液を注入するため、一時的に 
空気圧計び急上昇ずる 
B 1分程度りを温の場合は5分程 
度）で実際の空気圧表示になる 
□ 指定空気圧になるまで充慎ずる 

空気圧は、コンプレッサーのスイッチ 
を OFF にして確認してください。 
空気の入れすぎにを意して、指定空気 
圧になるまで充慎•確認をく 0返して 
ください。 

3巳分しツ上充慎してち指定空気圧にな 
日ない場合は、応急修理でをません。 
卜3夕販売店にご連絡ください。 

空気を入れすぎたとさは、指定空気圧 
になるまで空気を抜いてください。 
レ P' 393) 

因圆固コンプレッサーのスイッチび OFF であることを確認した上で、 
アクセサ U — ソケットから電源プラグを抜さ、ノ（ルブからボトル 
の ホースを 取りはずず 

ホースを取0はずすときにノ くンク補修液びちれる可能性びあ0ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


居画1固バルブキャップを応急修理したタイヤのバルブに取り付ける 



ボトルのホース先端に空気逃びし 
キャップを取0付ける 

空気逃びしキャップを取0付けない 
とバンク補修液びわれ、車やを服など 
びミちれる可能性びあ0ます。 


固圆图いったん、ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルー 
ムに収納ずる 

タイヤ内のパンク補修あを巧等に広げるために、ただちに約 
已 km、 速度 80km/h LU 下で安全に走行ずる 




走行後、ボトルの ホースから 空気 
逃びしキャップを取りはずし、再 
度応急修理キットを接続ずる 


コンプレッサーのスイッチを約已 
秒間 ON にし、 OFF にしてから空 
気圧を確認ずる 

□ 空気圧び130 kPa 未満の場合： 
応急修理でさません。トヨタ販 
売店にご連絡ください。 

且空気圧び130 kPa LU 上、 指定 
空気圧未満の場合： 6311团巧1 へ 
0 空気圧び指定空気圧（一 P. 
300) の場合： IE3iag3l へ 
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トラブルび起さたら 











































5-2. 緊急時の対処法 


居画空]コンプレッサーのスイッチを ON にして指定空気圧まで空気を充 
慎し、再度約已 km 走行後にあらためてから実施ずる 



ボトルのホース先端に空気逃びし 
キャップを取0付ける 

空気逃びしキャップを取0付けない 
とバンク補修液びちれ、車やを服など 
びミちれる可能性びあ0ます。 


臣画圏ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルームに収納 
する 

臣画圆急ブレーキ-急加速-急八ンドルを避け、慎重に 80km/hLU 下 
で運転してトヨタ販売店へ行< 

タイヤの修理•交換、応急修理キットの処理についてはトヨタ販売店にご 
相談ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


白知識 — 

■空気を入れずざてしまったときは 
Eatai 1 1タイヤからボトルのホースを取りはずす 

ボトルのホース先端に空気逃びしキャップ 
を取り付け、キャップのま起部をタイヤの 
バルブに押しあて、空気を抜< 


3 Iボトルのホースから空気逃びしキャップを取りはずし、ホースを再接 
続する 

お M 4 1コンプレッサーのスイッチを数砂間 ON にし、 OFF にしてから空気圧 
計を確認する 

指定空気圧よりほいとをは、再度コンプレッサーのスイッチを ON に 
し、指定空気圧になるまで空気を充慎して<ださい。 

■応急修理をのタイヤのバルブについて 

庇急修理キットを使用したとさは、タイヤのバルブを新品に交換して<ださい。 

■応急修理キットの点検について 

パンク補修液の有効期限の確認は定期的に行って < ださい。 

有効期限はボトルに表示されています。 

有効期限び切れたパンク補修液は使用しないで<ださい。応急修理キットによ 
る修理び正常にでさない場合びあります。 
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トラブルび起さたら 























5-2. 緊急時の対処法 


■応急修理キットについて 

♦広急修理キットは自動車タイヤの空気充慎用です。 

♦パンク補修液には有効期限びあります。有効期限はボトルに表示されていま 
す。有効期限び切れる前に新しいボトルに交換してくださし、。交換について 
はトヨタ販売店にご相談ください。 

♦パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理でをます。使用したパン 
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談ください。コンプレッサーは、く 
り返し使用でをます。 

♦か気温び一30で〜60でのとをに使用でをます。 

♦応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズし i (がの夕 
イヤや他の用途には使用しないでください。 

♦ノてンク補修液びを服に付着するとシミになる場合びあります。 

♦パンク補修液びホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる 
おそれびあります。めれた巧などですみやかにふを取ってください。 

♦応急修理キット作動中は大をな音びしますび故障ではありません。 

♦タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないで<ださい。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤび パンクしているときは 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離でちパンクしたタイヤで走行すると、タイヤおよびホイールび損傷し 
修理でをなくなります。パンクした状態で走行を続けると、タイヤ側面に円周 
状の溝びでさる場合びあります。この状態で応急修理キットを使用すると、夕 
イヤび破裂するを険びあります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは指定の位置に収納して<ださい。 

急ブレーキ時などに応急修理キットび飛び出したりして破損したり、思わめ事 
故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦広 急修理キットはお客様の車専用です。他の車には使わないで < ださい。他の 
車に使5と思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦指定 タイヤサイズしツかのタイヤや他の用途には使用しないでください。パンク 
修理び完全に行われず、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■パンク 補修液について 

♦誤って 飲み込むと健康に害びあります。その場合はでさるだけたくさんの水を 
飲み、ただちに医師の診察を受けて<ださい。 

♦もし 目に入ったり、皮膚に付いたりした場合には、水でよく洗い流してくださ 
しんそれでも異常を感じたとさは、医師の診察を受けてください。 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦車両を ま全で平坦な場所に停止させて<ださい。 

♦走行 直後、ホイールやブレーキまわりなどには面れないでください。 

走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性びあるため 
手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦タイヤを 車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続 
して<ださい。ホースの接続び不十分な場合、空気びちれたり、パンク補修液 
び飛散したりするおそれびあります。 
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トラブルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

♦パンク 補修液ま入中にボトルのホースびはずれると、圧力でホースび暴れ大変 
を険です。 

♦空気 充慎後は、ボトルのホースを取りはずすとをや空気を抜くとさにバンク補 
修液び飛散する場合びあります。 

♦作業 手順に従って応急修理を行って < ださい。 

手順どおりに行わないとパンク補修液び噴出する場合びあります。 

♦破裂のを 険びあるので応急修理キット作動中は補修中のタイヤから離れて< 
ださい。タイヤに亀裂やを形び発生している場合、ただちにコンプレッサーの 
スイッチを OFF にし、修理を中止してください。 

♦応急修理 キットは長時間作動させるとオーバーヒートする可能性びあります。 
40分し U 上連続で作動させないで< ださい。 

♦応急修理 キットび作動すると部分的に熱<な0ます。使用中または使用後の取 
り扱いにはま意して < ださい。ボトルとコンプレッサー接続箇所付近の金属部 
分は特に熱くなるのでふれないでください。 

• 速度制限 シ ー J レは指定位置し:!がに貼らないで<ださい。八ンドルのパッド部分 
などの SRS エアバッグ展開部に速度制限シールを貼ると、 SRS エアバッグ 
び正常に作動しなくなるおそれびあります。 

■補修 液を巧等に広げるための運転について 

なのことを必ずお守 D ください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦化 速で慎重に運転してください。特にカーブや旋回時にはま意してください。 

♦車び まっすぐ走行しなかったり、八ンドルをとられたりする場合は、運転を中 
止し、なのことを確認してください。 

-タイヤを確認して<ださい。タイヤびホイールからはずれている可能性び 
あります。 

-再度空気圧を測ってください。130 kPa 未満の場合はタイヤび大をなダ 
メージを受けている可能性びあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A ミち意 

■応急修理を ずるときは 

♦タイヤに 刺さった封やネジを取り除かずに応急修理を行って <ださい。取り除 
いてしまラと、応急修理キットでは応急修理びでをなくなる場合びあります。 

♦応急修理 キットに防水機能はありません。降雨時などは、水びかからないよラ 
にして使用してください。 

♦砂地な どの砂ぼこりのをい場所に直接置いて使用しないでください。砂ぼこり 
などを吸い込むと、故障の原因になります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは DC12V 専用です。他の電源での使用はでをません。 

♦応急修理 キットにガソ U ンびかかると劣化するおそれびあります。ガソ U ンび 
かからないよラにしてください。 

♦応急修理 キットはビニール袋に入れて砂ぼこりや水を避けて収納して<だ 
さい。 

♦広 急修理キットは指定の位置に収納し、お子さまび誤って手をふれないようご 
ま意 < ださい。 

♦分解 •改造などは絶拙こしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え 
ないでください。故障の原因になります。 


トラブルび起さたら 
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己- 2. 緊急時の対処法 

八イブリツドシステムび始動でをないとまは 


八イブリッドシステムび始動でさない原因は状況によって異なりまず。 
巧のことをご確認いただき、適切に対処してください。 

■正しい八イブリッドシステム始動のしかた (^ P . 1已 0) に従っ 
てち始動でをない場合 

次の原因び考えられまず。 

• 電モキーび正常に働いていない可能性びありまず。 X ’ 

(一 P ' 401) 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。給油して<ださい。 

• イモビライヴ ー システムに異常びある可能性びありまず。 X ’ 

(一 P ' 1 05) 

♦ P ポジション制御システムに異常びある可能性びありまず。 X ’ 

* これ5の場合は、シフトポジションを P か日切0かえることびできない可能 
性びあ0ます。 

■室内灯- へ'ソ ドライトび暗い/ホーンの音がルさい、または 
鳴らない場合 

次の原因び考えられまず。 

• 補機バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 403) 

• 補機バッテ U —のター S ナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■室内な-へッドライトび点 I 灯しない/ホーンび鳴5ない場合 

次の原因び考えられまず。 

• 補機バッテ U -の夕ーミナルびはずれている可能性びありまず。 
♦補機バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 403) 

対処の方法びわか5ないとき、あるいは対処をしても八イブI」ッドシステムび 
始動でをないときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


緊急時始動機能 

通常の八イブ U ッドシステム始動操作で八イブ U ッドシステムび始動しな 
いとさは、次の手順で八イブ U ッドシステムび始動ずる場合びあ0まず。 
緊急時じ(がは、この方法で始動させないでください。 

巨画でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
巨 Ml ] "パワー"スイッチをアクセサ1」ーモードにずる 
巨 MS ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、 " パワ ー" スイッチを 
約1已砂じ(上巧し続ける 

上記の方法で八イブ1」ッドシステムび始動してち、システムの故障び考 
えられまず。トヨタ販売店で点検を受けてください。 













5-2. 緊急時の対処法 

キーをな<したとをは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることがでさまず。 

(一 P . 40) 
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5-2. 緊急時の対処法 

電子キーが正常に働かないとまは 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 已2)、電子キーの 
電池が切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使巧できなくなりまず。このような場合、巧の手順 
でドアを開けたり、八イブリツドシステムを始動したりずることがで 
さまず。 


ドアの施錠-解綻 



メカニカルキー（一 P . 40) を使つ 
て次の操作びでさまず。 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解綻 


モードの切りかえ-八イブリツドシステム始動の方法 


fciti 1 1ブレーキ ペダルを踏む 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
"パワー"スイッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント1」一&ス 
夕ートシステムび"パワー"スイツ 
チにふれた電子キーを正しく検巧で 
をず、警告音び鳴0ます。 
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トラブルび起さたら 

































5-2. 緊急時の対処法 


EJta 31なの操作を行ラ 

モードの切0か无： 

ブヴーび鳴ってから]0秒じ(内に、ブレーキペダルから足を 
離して"パワー"スイッチを巧しまず。 

スイッチを巧ずごとにモードを切りかえることびでさまず。 
(一 P ' 1已 1) 

八イブ1」ッドシステム始動： 

ブヴーび鳴ってから]0秒じ(内に、ブレーキペダルをしっか 
0踏み込んで"パワー"スイッチを巧しまず。 

処置をしてち作動しないとをは、トヨタ販売店に連絡してください。 



口知識 

イブリッドシステム停止のしかた 

通常の八イブリッドシステム停止のしかたと同様に、パーキングブレーキをか 
け、シフトポジションを P にして "パワー" スイッチを押します。（一 P . 1已 1) 

■電池交換について 

ここで説明している八イブ1」ッドシステムの始動方法は、一時的な処置です。電 
池び切れたとさは、ただちに電池の交換をおすすめします。（一 P . 332) 
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5-2. 緊急時の対処法 

巧機パッテリーがあびったとまは 


補機バツテリーがあびった場合、巧の手順で八イブリツドシステムを 
始動することがでさまず。 

ブースターケーブルと ]2 V のバツテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、八イブ U ッドシステムを始動させることびでさまず。 



ボンネットを開け、ヒューズ 
ボックスのカバーをはずず 

ツメを巧しなび5、フタを持ち上 
げてはずします。 


ヒユーズボックス内の救援用端 
子カパーを開ける 

ツメを軽く引きなび日、カバーを 
開けます。 


トラプルか起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 



□ ホ色のブースターケーブルを自車の救援巧端テにつなぐ 

□ 赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ 
U 一の+端モにつなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モにつ 
なぐ 

□ 黒色のブースターケーブルのちラー方の端を未塗装の金属部（図 
におずよラな固定された部分）につなぐ 

固圆[互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車の捕機バッテ1」一を充電ずる 

固圆[互救援車のエンジン回転を維持したまま、-パワー"スイッチ 
をいったん ON モードにしてか b 八イブ U ッドシステムを始 
動ずる 

READY インジケーターび点なしたことを確認ずる 
点なしない場合は、卜3夕販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


固画互八イブリッドシステムび始動した日、ブースターケーブルを 
つないだとさと逆の順ではずず 

固圆[互救援用端モカバーを閉じ、ヒューズボックスのカバーををと 
どおりに取り付ける 

ヒューズボックスのカバーは、奥にあるツメ （2 圏巧）を先に引つか 
けてか日取0付けてください。 

八イブ1」ッドシステムび始動してち、早めにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


白知識 

■ 補機バッテリーあがり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■ 補機バッテリーあがりを防ぐために 

♦八イブ U ッドシステムび停止しているとをは、ライトやエアコンの電源を 
切ってください。 

• 巧おなどで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 


トラブルび起さたら 


已 

〇 

4 









5-2. 緊急時の対処法 


■ 補機バッテリーあがり時や取りはずし時などは 


♦補機バッテ U- 脱着直樹ま、スマートエント U-& スタートシステムによる 
ドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤレ 
スリモコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠を実施してください。 

♦補機バッテ1」一脱着後、最初の八イブリッドシステム始動は失敗することび 
あります。2回目し U 降の八イブ1」ッドシステム始動は正常に動作しますので、 
問題ではありません。 

♦車両は常に"パワー"スイッチの状態を記憶しています。補機バッテ U —あ 
びり時、補機バッテ U- 脱着後は、車両はバッテ U- をはずす前の状態に復 
帰します。補機バッテ U- を脱着する際は、"バワ ー" スイッチを OFF にし 
てから行ってください。 

補機バッテ1」一あびり前の"パワー"スイッチの状態び不明の場合、補機 
バッテ U- 接続時は特にミ主意してください。 

♦シフトポジションび P の状態で補機バッテ U —びあびった場合は、 P から他の 
ポジションに切りかえることびでさない可能性びあります。その場合は、前 
輪び固定されているため、前輪を持ち上げないと車両の移動びでをません。 

♦補機バッテ U —を再接続したとさは、八イフ U ッドシステムを始動させてか 
ら、すべてのシフトポジションへ切りかわることを、シフトポジション表示 
打で確認してください。 

■補機バッテリーについて 

一 P. 304 

■ 補機バッテリーの巧電について 

補機バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品によ 

る消費や自然放電のために少しずつ消費されています。そのため、車両を長期 

間放置すると、補機バッテ U —びあびって八イブ U ッドシステムを始動でをな 

くなるおそれびあります。（補機バッテ U- は八イブ1」ッドシステムの作動中に 

自動で充電されます） 


406 











5-2. 緊急時の対処法 


■補機バッテリーのマイナス端テを脱着ずるとさは 

車体側のアース部分（マイナスケーブルの 
根元）ではなく、必ず補機バッテ U- 側の 
端モをはずしてください。 


A 警告 

■ 補機バッテリーの引义または爆発を防ぐために 

救援車の補機ノ（ッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれび 
ありを険ですので、乂や乂巧び発生しないよ5なのことをお守りください。 

♦ブースターケーブルは 正しい端テし义外に接続しない 

♦+ 端子に接続したブースターケーブルの先を付近のフラケットやモ塗装の金 
属部に接触させない 

♦ブースター ケーブルは+側と一側の端子を絶対に接触させない 

♦補 機ノ（ッテ U — 付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 
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トラブルび起さたら 
















5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■補 機バッテリーの取り扱いについて 

補機ノくッテ U -内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関 
連部品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのこと 
を必ずお守りください。 

♦補 機バッテ U -を取り扱うときはな護メガネを着用し、液（酸）び皮膚'効民' 
車体に付着しないよラにする 

♦必要し ツ上、顔や頭などを補機バッテ1」一に近付けない 

♦誤って 補機バッテ1」一液び体に付着した0目に入った D した場合、ただちに大 
量の水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあてて 
お< 

• 補機ノ 〇ッテ U —の支柱 'ター5ナル' その他の関連部品の取り扱い後は手を洗5 
• おテさまを補機バッテ U —に近付けない 

■ 補機バッテリーあがりの処置をしたあとは 

早めにトヨタ販売店で補機ノ（ッテ U —の点検を受けてください。 

補機バッテ1」一び劣化している場合、そのまま使い続けると補機バッテ1」一か 
ら異臭ガスび発生し、柔員に健康障害をおよぼすおそれびありを険です。 

■ 補機バッテリーの交換について 

一 P. 30已 
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5-2. 緊急時の対処法 


A ミち意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンなどに巻を 
込まれないよラに十分注意してください。 

■救援 用端子について 

この車の救援用端テは、他の車から応急的に補機ノ（ッテ U —を充電するための 
ちのです。この救援用端子を使用して、他の車のバッテ1」一あびりを救援する 
ことはでをません。 





5-2. 緊急時の対処法 

オーパーヒートしたとをは 


巧のよラなとさ、才ーパーヒートの可能性がありまず。 

• 高水温警告灯び点滅または点灯：エンジンびオーバーヒートしてい 
る可能性びありまず。 

♦八イブ U ッドシステム過熱警告なび点な：パワーコント□ールユ 
ニットび過熱している可能性びありまず。 


I 対処方法 

■ 高水温警告なび点滅または点なしたとさ 

巨圆で車を安全な場巧に止め、エアコンを止める 
巨画互エンジンルームから蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

八イブ U ッドシステムを停止ずる。蒸気び出な<なった5、ミ主 
意してボンネットを開け、八イブ U ッドシステムを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

READY インジケーターび点灯した状態のまま、注意してボ 
ンネットを開ける 

巨画互ラジエーター;令却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

高水温警告巧び消打してから、八イブリッドシステムを停止 
する 

フアンび作動していない場合： 

すぐに八イブ U ッドシステムを停止して、トヨタ販売店に連 
絡ずる 
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5-2. 緊急時の対処法 


八イブ U ッドシステムび十分に;令 
えてから、冷却水の量や冷却水ち 
れを点検する 


冷却水び不足している場合は、；令 
却水を補給ずる 

冷却水びない場合は、応急措置として 
水を補給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■八イブリッドシステム過熱警告なび点!打したとを 

巨画]]車を安全な場所に止め、エアコンを止める 
臣 m READY インジケーターび点巧した状態のまま、注意してボン 
ネットを開ける 

巨画互ラジエーター;令却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

八イブ U ッドシステム過熱警告巧び消打してか5、八イブ 
U ッドシステムを停止ずる 

しばらく待ってを消なしない場合は、八イブリッドシステム 
を停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 
フアンび作動していない場合： 

すぐに八イブ U ッドシステムを停止して、トヨタ販売店に連 
絡ずる 
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トラブルび起さたら 










































5-2. 緊急時の対処法 





八イブ U ッドシステムび十分に;令 
えてから、冷却水の量や冷却水ち 
れを点検する 


冷却水び不足している場合は、冷 
却水を?甫給ずる 

冷却水びない場合は、応急措置として 
水を補給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 

白知識 

■才ーバーヒートとは 

オーバーヒートのとを、お車になのよラな症状び現れます。 


♦八イブ U ッドシステムの出力び化下する 


♦エンジンルームから 蒸気び出る 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になつているため、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦"パワー" スイッチ上のインジケーターと READY インジケーターび消なして 
いることを確認してください。 

♦八 イブ U ッド車は、ガソ U ンエンジンび自動的に動を出したり、ガソ U ンエン 
ジンび停止していても、を却ファンび急にまわり出すことびあります。を却 
ファンにふれたり、近付いたりすると、手や巧服'工具などび巻を込まれたり 
して、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦八 イブ U ッドシステムおよびラジエーターび熱いラちは、;令却水 U ヴーバータ 
ンクのキャップを開けないで<ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびありを険です。 


A ま意 

■を 却水を入れるときのミち意 

八イブ U ッドシステムび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

八イフ1」ッドシステムび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、八イブ1」ッ 
ドシステムび損傷するおそれびあります。 

■を 却系統の故障を防ぐために 

なのことをお守りください。 

♦異物 用みやほこりなど）を;令却水に混入させない 
♦市販の; 令却水巧添加剤を使用しない 


トラブルび起さたら 







5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地-雪道などでタイヤび空區したり、埋まり込んで動け 
なくなったときは、巧の方法で脱出してください。 


mm パーキングブレーキをかけ、シフトポジションを P にして、 
八イブ U ッドシステムを停止ずる 
固画回タイヤ前後の±や雪を取り除< 

固画回タイヤの下に木や石などをあてびラ 
m 互八イブ U ッドシステムを再始動ずる 

m 司シフトポジションを確実に D または R にし、パーキングブ 
レーキを解除して注意しなびらアクセ j レぺダ j レを踏む 



A 警告 

■ i ^出ずるとをは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-もの-または人 
との衝突を避けるため、周囲に何もないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前方または後方に飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進するおそれや、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 

■ トランスミッシヨンやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを迎ブ、必要しツ上に アクセル ペダルを踏まないでください。 
♦上記の ち法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、巧の手順で車両を停 
止させてください。 

Eitfim プレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルをく0返し踏まないでください。通常よ0強い力びお 
要とな0、制動距離わ長くな0ます。 

1111互シフトポジションを N にずる 

シフトポジションが N になった場合 

固画互減速後、車を安全な道路脇に停める 
固画因]八イブリッドシステムを停止ずる 

シフトポジションび N にならない場合 

E1M31 ブレーキぺダ j レを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 

"パワー"スイッチを3秒 LU 上 
巧し続けるか、素早く 3回じ(上 
連続で巧して八イブ U ッドシス 
テムを停止ずる 


固画互車を安全な道路脇に停める 


A 警告 

■走行 中にやむを得ず/\イブリツドシステムを停止ずるときは 

ブレーキの効をが悪くなり八ンドルが重<なるため、車のコント□ールがしに 
くくなり危険です。八イブ U ッドシステムを停止する前に、十分に減速するよ 
ラにしてください。 
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3秒じ1上押す、または3回じ1上連続で巧す 

ITI52P281 


トラブルび起さたら 





















5-2. 緊急時の対処法 
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車両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

六ンテナンスデータ 
(指定燃料- 

オイル量など） . 418 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 424 

6-3. 初期設定 

初期設定が必要な項目 ......... 426 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 指定燃料 • オイル量など） 


使用ずるオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左ちされま 
ず。トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル•液類似下、「指定 
銘柄 J といいまず）のご使用をおずずめしまず。指定銘柄む外を使用 
される場合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


1 燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] 慘考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

4己 


I エンジンオイル 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 日 W -20 ぶ 

——API SM , EC/ILSAC 白 F -4, SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
——API SM , EC/ILSAC GF -4. SAE 5 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SM 10 W -30 
——API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 己 W -20 
——API SL EC SAE 己 W -2 日 

トヨタ純正モーターオイル SL 1 OW -30 
一 API S し EC SAE 1 OW -30 

3.9 

4.2 


^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 
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6-1 .仕様一 


■指定エンジンオイル 

A 円規格 SM / EC 、 SL / EC 占、、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合槪由の宙には ILSAC CERTI 円 CAT の N (イルサッ 
クサーテイフィケーシヨン）マークび付いていまず。 



■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づを、外気温に適した粘度のオイルをご使巧ください。 



0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルでず。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 
W の前の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易にな 
りまず。 

♦ 0 W -20 の20は、オイル粘度の高さをおしていまず。 

粘度の高いオイルは、高速または重負荷走行に適していまず。 
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車両仕様 





















6-1 .仕様一! 


[フシ 1— 夕一 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

ガソリン 

エンジン 

パワーコント 
口ールユニット 

排熱 
回収器 
付き※1 

排熱 
回収器 
なし 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% 一 12む 

濃度日日％ — 3己て： 

6.9 

6.5 

2.7 


&1寒を地仕様車に装着されています。 


I トランスミッション 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ紳正オートフルード ws ※^ 

3.4 


*2 交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


[ブ レー キ 


■ ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 3 

79 


《3八イブ U ッドシステムび作動している状態で、1日6 N (20 kgf ) の踏力をかけた 
とさの床板とのすを間の最ル値 


■ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 
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6-1 .仕様一 


■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力30日 N (31 k 邑りのとをのノッチぷ数 

8〜11 


& ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のことです。 


■ウオツシヤー 


容量 [ L ] (参考値) 
4.5 


■タイヤ.ホイ—ル 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤび;令えてい 
るとさの空気圧 
kPa ( k 巨/巳 m う 

前輪 

後輪 

標準タイヤ 

20己/ 60 R 16 吕 2 V 

16 X 6 1/2」 

240 
に. 4) 

230 
に 3) 

215/50 R 17 91 V 

17 X 7 J 

230 
に. 3) 

220 
に. 2) 

庇急用タイヤ* 

T 13 己/7日 D 17102 M 

17 X 4 T 

420 (4.2) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


[電球（バルブ) 



電球 

W (ワット）数 


へッドライト 

ノ V イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

60 


□ー ビーム 

• LED へッドライト装着車 

LED 


•八□ゲンへッドライト装着車 
(バルブタイプ： H 11) 

已已 


車幅灯 

己 


フ□ントフォグライト* (バルブタイプ： H 11) 

已已 

車外 

フ□ント方向指示兼非常点滅な 

21 


サイドち向指示兼非常点滅な 

己 


U ャち向指示兼非常点滅な 

21 


制動灯/尾灯 

に〇※ 


後退な 

21 


1」ヤフォグライト* 

21 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号な 

己 


パーソナルライト/フ□ントインテ U アライト 
•パノラマルーフ非装着車 

己 


.バノラマルーフ装着車 

8 


U ヤインテ U アライト 

8 

車内 

ドアカーテシライト 

己 


バニテイライト 

8 


足元照明* 

LED * 


□アグ□ーブボックスライト 

LED * 


ラゲージルームライト 

己 


& LED は、 Li 旨 ht Emittin 旨 Di 日 des (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























[車両仕様 


型式 

エンジン 

電動機型式 

駆動ち式 

ZVW 40 

2 ZR-FXE 

(1.8 L ガソ U ン） 

己 」 M 

FF 

(前輪駆動） 

ZVW 41 


6-1 .仕様一 


車両仕様 
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已 -2 .カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることび可能な数をくの装備び付いていまず。 
トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることができまず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるわのわあ0ます。詳しくは、 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 

UP . 43) 

スマートエント U —も 

スタートシステム 

あ0 

なし 

連続□ック操作の有効回数 

2回 

無制限 

ワイヤレスドア 

□ック 

UP . 58) 

ワイヤレス機能 

あ D 

なし 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 
(^ P . 43) と 
ワイヤレスドア 

□ック 

(一 P . 已 8) 共通 

作動の合図（ブヴー音量調整） 

レベル7 

レベル！〜6 

OFF 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

解錠後ドアを開けなかった 
とさの自動施錠までの時間 

約30秒 

約已〇秒 

約12日秒 

半ドア警告ブヴー 

あ0 

なし 
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日- 2. カスタマイズ機能 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

ライト自動点灯- 
消灯システム 

UP . 181) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル吕 

レベル！〜己 

ライトを点なするまでの時間 

標準 

長め 

オートアラーム* 

UP . 106) 

メカニカルキーを使って解錠 
したとをのアラーム解除 

あ0 

なし 

イル5ネーテツ 
ドエント U - 

システム 

UP . 2己 2) 

消灯までの時間 

約1已秒 

約 7.5 秒 

約30秒 

"パワー"スイッチ日 FF 後の 

作動 

あ0 

なし 

解綻時の作動 

あ0 

なし 

検巧エ U ア接近時の作動 

あ D 

なし 

足元照明の点な* 

あ0 

なし 

イル5ネーシヨン減光制御 

あ0 

なし 

メーターお、明の 
自動調整 

周囲の明るさしより、 ブ'ィス 
プレイの照度を自動減光する 
ためのセンサーの感度調節 

レベル日 

レベル 

—ピ〜 

周囲の明るさにより、減光し 
たディスプレイの照度をちと 
にちどすためのセンサーの 

感度調節 

レベル日 

レベル 

—ピ〜 

パノラマルーフ 
シエード*のド 
アロック連動自 

動閉機能 
(一 P ' 274) 

"パワー"スイッチび OFF で、 
ドアを車外から施錠、または 
車内からワイヤレスリモコン 
で施錠したとさの作動 

あ0 

なし 
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已-五初期設定 

初期設定び必要な頃目 


次の項目は補機バッテリーを再接続したり、メンテナンスを巧ったあ 
となどに、システムを正しく働かせるために初期設定び必要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参照先 

バックガイドモニター* 

•補機バッテリーの充電、 

交換後の再接続時 
-ヒューズ交換後 

別冊「ナビゲーシヨン 
システム取扱書」 

インテ IJ ジェント 

パーキングアシスト* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








さ < いん 


略語一覧 . 428 

五十音順さくいん . 429 

症状別さくいん . 442 

八イプ IJ ッドさくいん . 44巨 
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アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECO 

エコノ 5— /エコロジー 

ECU 

エレクト□ニックコントロールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

ETC 

エレクト□ニックトールコレクション 

EV 

エレクト U ックビークル 

LED 

ライトエ S ッティングダイオード 

PCS 

プ1」クラッシュセーフティシステム 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクションコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 

S-VSC 

ステア U ングアシステッド 
ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


^ア-ムレスト 

(セカンド'シート） . 吕72 

アウターミラー（ドアミラー） ...... 96 

アクセサリーソケット . 270 

足元照明 . 249 

アッノ くーグ□ーブボックス . 256 

アンチ□ックブレーキ 

システム （ A 己 S ). 212 

アンテナ . 290 

PH EPS (エレクトリック 

パワーステアリング） . 212 

EV ドライブモード . 1已已 

イグニッションスイッチ . 1已〇 

イベントデータレコーダー . 3已〇 

イモビライザーシステム . 10曰 

イルミネーション 

カスタマイズ機能 . 425 

作動について . 2已2 

点打する部位 . 24曰 

イル S ネーテッド 

エントリーシステム . 吕已2 

インジケーター 

八イブリッドシステム 

インジケーター . 173 

表示灯. ... 179 

READY .........................] 已0,179 

インナーミラー . 日已 


H ウィンカー 访向指み口） 

電球の交換………… ..... ...319, 320 

方向指示レバー ... 166 

ワッ ト数 ..….……………………..422 

ウインドウ 

ウォッシャー . 189,192 

パワーウィンドウ . 曰8 

U ヤウインドウ 

デフオッガー . 248 

ウインドウ□ックスイッチ . 98 

ウオーニングライト 
(警告な) . 180, 352 

ウオッシヤー 

液の補給 .. 33已 

スィッチ . .....189,192 

タンク容量 ...............................421 

冬の前の準備-点検 . 230 

運転 

寒;令時の運転 . 230 

正しい姿勢 . 109 

手順 . 140 

八イブ U ッド車運転の 

アドバィス . 38 

運転席シートベルト 

非着用警告灯 . 359 

運転席横ポケット . 264 
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五十音順さ < いん 


Q ェァコン 

オートエアコン ................... ….23目 

ステア U ングスイッチ . 247 

フィルターの清掃-交換 ........ 336 

エアコンコンプレッサー ........30. 31 

エァバッグ 

一般的な警告 . 116 

SRS エァバッグ . 111 

お子さまのためのミ主意 . 116 

カーテンシールドエアバッグに 
関する警告….……………………]] 7 
カーテンシールドエアバッグの 

作動条件 . 113 

改造-廃棄について. .. 119 

警告灯……..………………………… . 3已4 
サイドエアバッグに 

関する警告 . 117 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 113 

正しい姿勢 . 10曰 

配置 . 111 

フ□ント SRS エアバッグの 

作動条件 . 112 

ABS (アンチ□ック 

ブレーキシステム） . 212 

エコドライブインジケーター 

ランプ . 173,176 

エコドライブモード . 160 

S-VSC (ステアリングアシステッド 
ビークルスタビリティ 

コント□ール） . 212 

エレクトリックパワー 
ステア IJ ング (EPS). 212 


エンジン 

イグニッション 

スイッチ.………………….... ......] 已〇 

エンジンびかからない . ..398 

エンジン警告な . 354 

エンジンスイッチ . 1已〇 

オーバーヒート . 410 

計器類 . 169 

八イブ U ッドシステムの 

始動で法 . 150 

パワースイッチ . 150 

ボンネット . 303 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 . 230 

容量..…….…………………….... ...... 418 

エンジンスイッチ . 1曰0 

M ォィル 

油脂類の容量と銘柄 . 418 

応急修理 

タイヤノくンク 

応急修理キット . 378 

応急巧タイヤ 

空気圧 . 421 

取0出しち . 367 

オーディオ 

アンテナ . 290 

ステア U ングスイッチ . 286 

オートアラーム . 106 

オートエアコン . 23日 

オートレべリングシステム . 184 

オーバーヒート . 410 

才ーパーヘッド 

コンソールボックス . 263 
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五十音順さ < いん 


才ーソ少一 

給油口.…….. . 101 

ノくツクドア . 4已 

ボンネット . 303 

オープントレイ . 264 


お子さまのち全のために 

ウインドウ□ックスイッチ.……98 


エアバッグに関する警告 ........ 116 

お子さまのシートベルト 
着用..…...……… .......................... 91 

お子さまを乗せるとさの 

..................21, 62, 66. 92 

キーの電池に関する警告..……334 
シートベルトに関する警告...... . 92 

セカンドシートの操作に 

関する警告 . 77 

ヴー ド シー トの操作に 

関する警告 . 81 

タイヤパンク応急修理キットに 

関するミち意 . 397 

チャイルドシート . 120 

チャイルドシートの固定 ........ 12曰 

チャイルドプ□テクター . 61 

発炎筒の取り扱いに 

関する警告 . 343 

バックドアに関する警告…….….目6 
パノラマルーフシェードに 
関する警告. ........................... 27已 

パワーウインドウに 

関する警告.……… . 100 

フラットシートに 

関する警告.…. ............71 

補機バッテリーに 

関する警告 . 4日扫 

オドメーター . 170 


E 力-テンシ-ルにアバッグ ...... 111 

力ードホルダー . 2曰臣 

外気温表示 . 236, 24已 

回生ブレーキ . 吕6 

カスタマイズ機能 . 424 

ガソリンスタンドでの情報 . 448 

カップホルダー . 258 

ガレージジャッキ . 307 

寒冷時の運転 . 230 


曰キ 


キーナンバープレート .......40. 41 

キーの構成 . ......40 

キーレスエント U — . 43,已8 

キーをなくした . 400 

作動範囲 ... 48, 49 

正常に働かない . 401 

電モキー .............40 

電モキーの電池び切れた . 401 

電池交換 . 332 

メカニカルキー . 40,40] 

ワイヤレス U モつン . 已8 

救援用端子 . 403 

給油 □. 101 

緊急時の対処 

オーバーヒートした . 410 

キーの電池び切れた . 401 

キーをなくした . 400 

緊急停止システム ........32 

緊急ブレーキシグナル . 213 

緊急用フック .. 34已 

警告打がついた ......352 

けん弓し.…………………..………….344 
故障したとさは . …..340 
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五十音順さ < いん 


シフトポジションび 


切りかえられない…………... 

.. 163 

車両を緊急停止する . 

..41已 

スタックした . 

..414 

電子キーび正常に働かない.. 

..401 

発が筒 . 

..342 

八イブ1」ッドシステムび 


始動でさない . 

..39扫 


ノてンクした . 363, 37扫 

補機バッテ U —びあびった.…403 


B 空気圧 . 421 


空調 

オートエアコン ........ 236 

フィルターの清掃-交換..……33目 
区間距離計 

(トリップメーター） . 170 

駆動用電池 . 30, 31 

駆動用電池冷却巧吸入 □. 32 

曇り取り 

フ□ントガラス .24] 

U ャウインドウ 

デフォッガー . 24扫 

クルーズコント□ール ...... 1日巨，200 

グ□ーブボックス . 吕已6 


巧 警音器（ホ-ン） . 168 

計器類（メーター） . 169 

警告音（キーキー音）が 

聞こえる . 144 

警告打 

ABS &ブレーキアシスト ...... 354 

SRS エアノくツグ . 354 

LED へツド'ライト . 3已巳 

エンジン . 354 

駆動用電池残量低下 . 3已7 

駆動用電池状態表示な . 3巳已 

クルーズコント□ー ル 
表示打.……… .......................... 3已6 

高水温..…….………… .................. 3已3 

シートベルト非着用 . …..3巳曰 

車間制御モード表示灯 ............356 

充電 . ..3已3, 3已8 

ス U ップ表示灯 . 354 

定速制御モード表示な . 356 

電モ制御ブレーキ . 354 

燃料残量 . 359 

八イブ U ツドシステム異常....353 
八イブ U ツドシステム過熱.…3巳7 

パワーステアリング . 354 

半ド'ア . 358 

PCS........... . ... . .3 已4 

P ポジション制御システム....3已已 
P ポジション制御システム 
警告;><ツセージ..…. ............... 3已已 

P ポジション要求 . 3已7 

プ U テンショナー . 354 

ブレーキ . 3已2 

油圧警告灯 . 353 
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五十音順さ < いん 



警告ブザー 

運転席-助手席シートベルト 

非着巧 . 3已曰 

N ポジション . 163 

駆動巧電池残量低下 . 357 

シフトポジション 
切りかえ制限 . 163 

スマートエント U —& 

スタートシステム . 50, 361 

パーキングブレーキ 
未解除走行時....................... .3 已2 

八イブリツドシステム異窜… .3 已3 
ノ Vイブリツドシステム過熱.…3已7 
半 K ア. ......................................... 已8 

半ド'ア走イ子日寺….. ...................... 3已8 

P ポジション制御システム.... 3已已 

P ポジション要巧 . 3已7 

ブレーキ . 3已2 

U バース . 163 

化粧用（バニティ）ミラー . 268 

けん弓I . 344 

交換 

キーの電池 . 332 

タイヤ . 363 

電球 . 310 

ヒューズ ...... ……….……....………324 

工具（ツール) . 3曰3, 378 

航続可能距離 . 172 

後退灯 


高電圧ケーブル . 30,31 

コーションラベル .30. 31 

つートフック . 273 

子供専用シート . 120,129 

か物入れ 

才ーバーへッドコンソール 

ボックス . 263 

デッキサイドル物入れ . 282 

コンソール 

才ーバーヘッド 

コンソールボックス . 263 

コンソールボックス . 2巳7 

フ□ントコンソールトレイ....264 
コンライト . 181 

H サ-ドシ-卜 

ヴードシートの操作に 

関する警告.…………. ....81 

調整 . 79 

前倒し . 80 

サービスプラグ .30. 31 

サイドエアバッグ . 111 

サイドち向指示灯（ウインカー） 

電球の交換 . 322 

で向指示レバー . 166 

ヮット数..…… ........................... 422 

云角表示板収納スペース . 283 

サンシエード . 274 

サンバイザー . 267 


電球の交換 . 320 


ワット数 . 422 
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五十音順さ < いん 


H シ-卜 


テ供専巧シート ....................... 120 

ヴードシートの操作に 

関する警告 . 81 

サードシートの調整 . 79 

セカンドシートの操作に 

関する警告 . 77 

セカンドシートの調整 . 73 

正しい姿勢 . 10曰 

チヤイルドシートの固定..……] 29 

手入れ... ..... 2曰已 

フラットシート . 70 

フラットシートに関する警告.. .7] 
フ□ントシートの調整.…………..日日 
フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 71 

へッドレスト . 83 

シートベルト 

お子さまの着用 . 91 

緊急時シートベルト 

固定機構 . 90 

シートベルト非着巧警告灯.…3已曰 
シートベルト 

プ U テンシヨナー . 90 

清掃-手入れ . 296 

高さの調節.……………....……….… . 8曰 

正しい着用. ... ..........86 

チヤイルドシートの固定……..] 2曰 
妊娠中のちの着用……….….. ..... ..91 

プ IJ クラッシュ 

シートベル!- . 90, 219 

シートベルト非着用警告な . 359 


シエード （パノラマ ルーフシ I - ド） 


操作.. ......................................... 274 

パノラマルーフの手入れ ........ 294 

ルーフに荷物を積むとさは....229 

事故が発生したとさは . 3日，36 

室内阿 

インテ U アライト . 250 

パーソナルライト . 2巳] 

ワット数 . 422 

自動 P ポジション 

切りかえ機能 . 163 

シフトポジション 

切りかえち .. . ….1 已8 

走行モード . ....160 

P ポジションスイッチ . 1色] 

表お打 .......] 目曰 

シフトレバー . 1已 S 

シフトレバー照明 . 249 

車速（スピードメーター） . 170 

ジャッキ 

ガレージジャッキ . 307 

タイヤ交換 . 363 

ジャッキノ、ンドル . 363, 379 

車幅打 

電球の交換 . 3] 已 

ライトスイッチ . 181 

ワット数 . 422 

車両型式 . 423 

車両仕様 . 423 

車両接近通報装置 . 吕6 

車両データの記録 . 吕〇 

収納装備 . 2已3 

初期設定 . 426 

助手席シートベルト 
非着用警告灯 . 3已9 
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五十音順さ < いん 


^3スィッチ 

EV ドライブモード ..] 已已 

イグニッション .] 已〇 

ウインドウ□ック . 98 

エコドライブモード . 160 

クルーズコント□ール . 196 

車間距離切りかえ . 200 

車両接近通報一時停止 . 26 

ステアリング ..... 170, 247, 28目 

ドァミラー ................96 

ドア□ック…. .. ..60 

時計.… …… .....2 巨9 
パワー（イグニッション）...... ] 已〇 

パヮーウィンドウ ... ..98 

パヮーモード . 160 

P ポジション . 161 

非常点滅口 . 341 

フォグライト . 18巨，187 

プ U クラッシュブレーキ ........ 220 

フ□ントワイパー 

デアイサー . 194 

へッドライトクリーナー ........ 195 

メーター照度調整 . 171 

ライト . 181 

U ャウィンドウ 

デフォッガー.………………..... 248 
レーダークルーズ 
コント IZI—J レ..………………… .2 日0 
ヮィパ ー& 

ウォッシャ18曰. ] 曰2 

乂夕一夕一 

ノVイブ U ッドシステムび 

始動でさない . 3目扫 

八イブリッドシステムの 
始動 . 150 


スタック 

スタックした ....................... .…414 

ステアリングアシステッド 
ビークルスタビリティ 

コント□-ル (S-VSC). 212 

ステア IJ ングスイッチ 

エアコンの操作 . 247 

オーディオの操作 . 286 

オドメーター/卜 IJ ップ 
メーター表かの 

切りかえ . 170 

ドライブモニターの表示 
切りかえ.………………….... ...... 171 

ステアリングホイール （A ンドル） 
調整.. ............................................94 

パワーステア U ング警告打... .3 已4 

スピードメーター . 170 

スペアタイヤ 

応急用タイヤ . 363 

空気圧 . 421 

スペック（車両仕様） . 418 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

カスタマイズ機能 . 424 

警告 . 已0, 3巨] 

作動範囲 .48. 49 

正常に働かない . 401 

節電機能 . 己] 

ドアの解錠-施錠 . 44 

八イブ U ッドシステムの 
始動..….………………. ............ …1已〇 
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五十音順さ < いん 


目清掃 

外装 . 290 

シートベ J レト . 296 

内装 . 29巳 

制動巧 

電球の交換 . 322 

ワット数 . 422 

セカンドシート 

ヴードシートへの乗り降り ....... 73 

セカンドシートの操作に 

関する警告.………… . .…77 

調整..…. .......................................73 

前倒し......... ................................. 7已 

積算距離計（オドメーター） ....... 170 

節電機能 . 已1 

洗車 . 290 

前照灯（へッドライト） 

オートレべ U ングシステム.…184 

手動光軸調整ダイヤル . 182 

スイッチ . 181 

電球の交換 . 311,313 

へッドライトク|」ーナー ........ 195 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 184 

ライトセンサー . 184 

ワット数 . 422 

巧 走行距離 . 169 

走行モード 

巨 V ドライブモード ..] 已已 

エコドライプモード . 160 

パワーモード ........................... 160 

速度計（スピードメーター） ....... 170 


H タィャ 

応急用タイヤ ................ 3巨3, 364 

空気圧 . .......42] 

交換……. .. 3巨8 

タイヤパンク 

応急修理キット . 378 

チェーン . 231. 233 

点検 . 299 

パンクした . 363, 378 

冬用タイヤ . 230 

□—テーシヨン . 29 目 

ち チェーン（タイヤ） . 2311233 

チャイルドシート 

IS 0 FIX バーでの固定……. ...... 132 

シートベルトでの固定 . 130 

選択..…… ............................. …… 120 

チャイルドプ□テクター . 61 

駐車ブレーキ 

(パーキングブレーキ） . 167 


目ッ-ル 

(工具） . 363, 3巨4, 378, 379 


TRC (トラクシヨン 

コント□-ル） . 212 

DC / DC コンバーター . 30, 31 

ディスプレイ 

ドライブモニター ... 172 

八イブ U ッドシステム 

インジケーター ... 173 

手入れ 

外装 . 290 

シートべ J レト . 29巨 

内装 . 29已 
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五十音順さ < いん 


テールライト（尾灯） 

スイッチ..... .............................. 181 

電球の交換 . 322 

ワット数 . 422 

デッキアンダートレイ . 282 

デッキサイドル物入れ . 282 

デジ丰フジク . 279 

デジ丰 Ttt 一 K . 280,281 

デフォッガー 

フ□ントガラス..………………… 24] 
U ャウインドウ 

デフォッガー.. ......................248 

電気モーター . 30, 31 

電球（バルブ） 

交換.………. . 310 

ワット数 . 422 

電子キー 

作動範囲 .48. 49 

正常に働かないとさ . 401 

節電機能 . 巳] 

電池び切れた . 401 

電池交換 . 332 

白ドァ 

ドアカーテシ照明...…. ............ 249 

ドアガラス.………………...…………98 
ドァミラー..…………………………. .96 

ド'アポクッ h ...... 26已 

ドァ□ック ... 43,已8.日0,目3, 401 

ドアガラス . 98 

ドアポク■ジ S . 吕巨已 

ドア S ラー . 96 

盗難防止システム 

イモビライヴーシステム ........ 105 

オートアラーム . 106 


時計 . 269 

トップテザーアンカー . 129 

トノカバー収納スぺース . 284 

ドライブモニター . 172 

トラクション 

コント□-ル ( TRC ). 212 

トランスミッション . 158 

トリップメーター . 170 

トレイ 

オープントレイ ........................ 2目4 

コンソールボックス内 

トレイ… ..... 2已7 

デッキアンダートレイ ....... …..282 

フ□ントコンソールトレイ....264 

ラゲージトレイ . 280 

m 荷物 

積むとさのミち意 ................. …….227 

ラゲージルーム内装備 . 27目 

ち燃費 

瞬間燃費 . 172 

平均燃費 . 172 

燃料 

ガソ U ンスタンドでの1青幸目….448 
給油 ........................................... 101 

種類. ................................. ………418 

燃料計..……………………….... ......] 目曰 

燃料残量警告な . 359 

容量..…….…………………….... ...... 418 
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五十音順さ < いん 


||1パ-キングブレ-キ . 167 

パーソナルライト 

スイッチ . 2己] 

ヮット数 . 422 

八イブリッドシステム 

運転のアドバイス . 38 

オーバーヒート . 410 

計器類 .] 巨曰 

始動でさないとさは . 3目扫 

始動ち法 .] 已〇 

ノ V イブ U ッドシステムに 

ついて . 24 

パワースイッチ.… ..] 已〇 

ボンネット… ............................ 303 

A イブリッドシステム 

インジケーター . 173 

八イ7ウントストップライト 

電球の交換 . 322 

ヮット数 . 422 

八ザードライト（非常点減丹） 

スイッチ . 341 

電球の交換 . 319, 320 

ヮット数 . 422 

挟み込み防止機能 

ドアガラス . 99 

パノラマルーフシエー ド..…… 274 

発炎筒 . 342 

バックアップライト（後退打） 

電球の交換… ............................ 320 

ワット数..……………. ... 422 


バックドア . 63 

バッテリー 

補臟バッテ U —あびりを 
防ぐために..…………… ............ 40已 

補臟バッテ U —びあびった…. 403 

冬の前の準備-点検 . 230 

バニティ S ラー . 268 

パノラマルーフシェード 

操作 . 274 

パノラマルーフの手入れ ........ 294 

ルーフに荷物を積むとさは.…22目 
バルブ懼球） 

交換.…………….. ... 3]0 

ヮット数 . 422 

パヮーウインドウ . 98 

パワーコント□ール 

ュニット . 30, 31 

パワースイッチ . 1已〇 

パヮーモード . 160 

パンクした 

応急用タイヤ装着車 . 363 

タイヤノくンク 

応急修理キット装着車 ......... 378 

番号口（ランセンスプレートライト） 

スイッチ . 181 

電球の交換 ......321 

ヮッ ト数 ... …….422 

八ンドル 

調整. .............94 

パワーステア U ング警告阿... .3 已4 
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五十音順さ < いん 


田 


団 


ビークルスタビリテイ 

コント □— J レ ( VSC ). 吕12 

PCS (プリクラッシュ 

セーフテイシステム） . 219 

ヒーター 

オートエアコン . 23目 

S ラーヒーター . 24扫 

P ポジションスイッチ . 161 

非常点滅打（八ザードライト） 

スイッチ.…………… ...........341 

電球の交換.……………... .3] 日 I 320 

ヮット数.. . .….422 

尾灯（テールライト） 

スイッチ..... . 181 

電球の交換 ... …….322 

ヮット数 . 422 

ヒューズ . 324 

表示な . 178 

ヒルスタートアシスト 
コント□-ル . 217 

VSC (ビークルスタビリテイ 

コント□ール） . 212 

フォグライト 

スイッチ . 186,187 

電球の交換..………… ..... .317, 320 

ヮット数..……………….... ...... .….422 

フック 


を用タイヤ . 230 

フラジトシー h '. 70 

プリクラッシュセーフティ 

システム ( PCS ). 219 

ブレーキ 

回生ブレーキ . 26 

警告音（キーキー音）び 

聞こえる . 144 

パーキングブレーキ . 167 

メンテナンスデータ . 420 

ブレーキアシスト . 212 

フ□ァマット . 277 

フ□ントコンソールトレイ . 264 

フ□ントシート 

調整..………....... ............................69 

フラットシート . 70 

フ□ントシートの調整に 
関ずる警告.………..……….. .........71 

フ□ントフォグライト 

スィッチ . 18巨，187 

電球の交換 . 317 

ワット数 . 422 

フ□ントち向指示口（ウインカー） 

電球の交換 . 319 

で向指示レバー . 166 

ワッ ト数 ... 422 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 194 


けん弓 I フック..…… ...... ………….344 

コートフック..……………………. 273 
デッキフック.……..…… ............279 


439 














































五十音順さ < いん 



巧 


^3 


平均燃費 . 172 

へッドライト 

オートレべ U ングシステム.…184 

ク U —ナー . 195 

手動光軸調整ダイヤル . 182 

スイッチ . 181 

電球の交換 . 311,313 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 184 

ライト自動点灯- 
消打システム..……..... ........... 181 

ライトセンサー. ...................... 184 

ワット数….. . ….......422 

へッドライトクリーナー . 19曰 

へジドレス!- . 83 

ホイ ー J レ . 299, 421 

ホイールナット 

レンチ . 363, 364, 379 

方向指示な（ウインカー） 

電球の交換 . 319, 320 

方向指示レバー . 166 

ワット数 . 422 

ホーン（警音器） . 168 

補機バッテリー 

補機バッテ U —について ........ 304 

補機バッテ U —び 

あびったとさは. ... ....403 

ボトルホルダー . 261 

ボンネット . 303 

ミラー 

インナー S ラー .. 9已 

ドアミラー . 96 

バニテイ S ラー . 2色扫 

S ラーヒーター . 248 


ra メ-夕-(計器類） 

ドライブモニター . 172 

八イブリッ ドシステム 
インジケーター.… ................. 173 

メーター . 169 

メーター照度調整スイッチ….17 ] 
メンテナンス 

メンテナンスデータ . 418 

E 3 i モニタ- 

ドライブモニター . 172 

八イブ U ッドシステム 
インジケーター.… ................. 173 

がュ-ザ-ヵスタマィズ機能 . 424 

油脂類 . 418 

la ライセンスプレートライト（番号灯） 

スイッチ . 181 

電球の交換 . 321 

ワット数 . 422 

ライト 

インテ U アライト . 250 

電球の交換 . 310 

ドアカーテシ照明 . 249 

パーソナルライト . 2曰] 

フ〇ント 

フォグライト…… ...... ..18目，187 

へッドライト . 181 

ち向指示灯 . ....166 

ラゲージルームライト ....64 

U ヤフォグライト . 187 

□アグ□ーブボックス 

ライト . 2已巨 

ワット数 . 422 
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五十音順さ < いん 


ライト消し忘れ防止機能 . 184 

ライトセンヴー . 184 

ラゲージルーム内装備 . 279 

ラゲージルームライト 

作動について . 64 

ワット数 . 422 

P1 リヤウインドウデフォッガ- ..... 248 
リヤシート 

サ ーK シート ... ..7曰 

セカンドシート..……………… ...... 73 

リヤフォグライト 

スイッチ..... . 187 

電球の交換………….. ................. 320 

ワット数..…………............………422 

リヤち向指示打（ウインカー） 

電球の交換 . 320 

方向指示レバー . 166 

ワット数 . 422 

回 ルー フシI ー ド 

(パノラマルーフシェード） 

操作 . 274 

パノラマルーフの手入れ..……2日4 
ルーフに荷物を積むとをは.…22曰 
ルームミラー(インナ ーS ラー)…日已 
ルームライト（室内打） 

スイッチ..... ... .2已0, 2己] 

ワット数..…………….... . .….422 


QI 冷却水 

冬の前の準備■点検 . .......230 

容量.….….……….……… ............... 420 

冷却装置 

オーバーヒート ..... 410 

レーダークルーズ 

コント□—ル . 200 

曰 □アグ□ーブボックス . 2己日 

□ック 

ウインドウ□ック . 曰8 

チャイルドプ□テクター .6] 

ドア□ック ...43, 已8,日0, 63,401 

E 3 ヮィパ- 

フ □ント . 189 

U ャ . 192 

ワイパーデアイサー . 194 

ワイパーブレード . 231 

ワイヤレスリモコン 

操作で法 . 已8 

電池交換 . 332 
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症状別さくいん 

症が別さ<いん 


タイヤびパンクした 


P . 363 

パンクしたとをは 
(応急用タイヤ装着車） 

P .378 

パンクしたとをは 

(パンク応急修理キット装着車） 


八イブ U ッドシステムび \ 

P . 398 

ノ V イブリッドシステムび 
始動でさないとさは 

始動しない / 

P . 1日日 

イモビライヴーシステム 


P .4 日3 

補機バッテ U —びあびつたとをは 


高水温警告灯び点滅 
または点灯した 


八イブ U ッドシステム過熱 
警告打び点打した 


エンジンルームから 
蒸気び立ちのぼった 


P .410 


オーパーヒートしたとさは 


キーを なくした > 

P .4 日日 

キーをな<したとさは 


補機バッテ1」一びあびった > 

P . 403 

捕機バッテ U —びあびつたとをは 


ドアが施錠でさない 



ドア 


ホーンび鳴り出した > 

P . 106 

オートアラーム 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .414 

スタックしたとをは 
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症状別さくいん 


警告巧び点打-点滅した 


P .3 巳2 


警告巧びついたとさは 



tOPWOi3a 


■警告打一覧 


(©) 

ブレーキ警告灯 
(ホ色） P . 3己2 

口 

充電警告な 

P . 353,358 


油圧警告打 

P . 353 

ょ 

高水温警告な 

P . 353 

み 

八イブリッドシステム 
異常警告な P . 353 

Co 

エンジン警告灯 

P . 354 

か 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打 P . 354 

(趣） 

A 目 S & ブレーキアシ 
スト警告灯 P . 354 

0! 

パワーステアリング 
警告口 P . 354 


PCS 

PCS 警告口 
(点滅） P . 354,358 

因 

ス U ップ表示な 

(点な） P . 354 

(の） 

電子制御ブレーキ警 

告灯 （ 黄色） P . 354 

を 

P ポジション制御シス 

テム警告な P . 3己巳 


回□ック異常 

駐車時は 
確実に 
パーキング 
ブレーキを 
かけて下さい。 


P ポジション制 
御システム警告 
メッセ ーシ 


P . 3已已 


rf - Ji , 1駆動用電池状態 
- II 表术灯 P . 3 已已 


、ホ'] LED へッ ドライト 
' V '' 警告口 P . 3 己巳 
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症状別さくいん 


|〇 

へッドライトオートレべ 

U ング警告灯 P . 3已已 

、巧 

クルー ズ〕ント□-ル 

表示打※（黄色） P . 356 

を 

車間制御モード表示な 

(黄色） P . 356 


P ポジション要求 

表示好 P . 357 

*〇) 

八イブ IJ ッドシステム 

過熱警告な P . 357 


※レーダークルーズコント 



駆動用電池残量ほ下 
警告な P . 357 

み 

半ドア警告な 

P . 3已8 

の 

燃料残量警告な 

P . 3已9 

4 

シートベルト非着用 

警告な P . 359 

— 1« 

スマートエントリー&スタート 

システム警告 ； n P . 3已1 


定速制御モード表示巧にな0ます。 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った_、 

■警告巧の点な-点滅をご確認ください。（一 P . 3已 2) 

■警告巧び点灯-点滅していないとをは、次のことをご確認くだ 
さし、。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P. 已〇 

車外に出たとを 

スマートエント IJ 一&スタートシ 
ステムでドアを施錠しよラとした 
とを 

ワイヤレスリモコンでドアを施錠 
しよつとしたとを 

P. 己8 

シフトポジシヨンを R にしたとさ 

P . 163 

アクセルペダルを踏んだとを 

P . 163 

走行中 

シフト操作を行ったとさ 

P . 162 
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八イブ u ッドさ<いん 

八イブ U ッドさ<いん 


■八イブリッドシステムについての解説 

■ハイブリッドシステムの特徴 . P . 24 

■八イブリッドシステムについてのま意事頂 

■ ご使用になるにあたって 

高電圧部位 . P . 30, 31 

駆動用電池を却用吸入 □. P . 32 

I 運転のしかた 

■運転にあたって . P . 140 

■ハイブリッドシステムの始動ち法 . P . 1已〇 

■ トランスミッション . P . 1已8 

I 環境に配慮した経済的な運転 

■八イブリッド車運転のアドバイス . P . 38 

1事故び起きたときは 

■事がが発生したとさの警告 . P . 3己，3白 
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八イブリツドさ<いん 


I 八イブリッド車特有の説明がある項目 

■車両接近通報装置 . P . 2白 

■ EV ドライブモード . P . 1已已 

■計器類 . P . 1白9 

■表示な/警告な . P . 178 

■八イブリツドシステムインジケーター . P . 173 

■ボンネット . P . 303 

■けん引について . P . 344 

■八イブリッドシステムび始動でをないとさは . P . 398 

■補機バッテリーびあびったとさは . P . 403 

■才ーパーヒートしたとをは . P . 410 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 



P . 303 


徹由 □ 


P . 101 



燃料タンクの容量 
(参考値） 

4 已 L 

燃料の種類 

無鉛レギュラーガソ U ン P . 418 

タイヤが;令えている 
とさの空気圧 

16 インチタイヤ 

前輪： 240 に. 4) kPa ( kg / cm ^) 

後輪： 230 に. 3) kPa 化邑 /cm ろ 

17 インチタイヤ 

前輪：吕 30 に. 3 ) kPa 化邑 / cm 2 ) 

後輪：吕吕〇 (吕.吕） kPa 化旨/ cm 2 ) 

応急用タイヤ*: 420 (4.2) kPa ( kg / cm ^) 

エンジンオイル容量 
(参考働 

オイルのみ交換時： 3 .日 L 
オイルとフィルター交換時： 4.2 L 

エンジンオイルの 
種類 

トヨタ純正モーターオイル 

• SM 0 W -20 (API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 0 W -20) 

• SM 日 \ A /-3 日 (API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 已 W - 吕日） 

• SM ] OW -30 (API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 1 OW -30) 

• SL 5 W -20 (A 円 SL , EC SAE 5 W -20) 

• SL ] OW -30 (A 円 SL , EC SAE 1 OW -30) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通- フリーコール 

固 0800-700-7700 

オープン時間 3 日 5 曰 9 ; 弧〜 18 : 日日 

所在地〒伽-朋日2 名古屋市中村区名駅四 T 目 1 D の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護ち針」については、 
http ://Mfw. toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会社 

http://toyota.Jp 
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